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序 章

第 1 節 研究 の 目的

イ ギリ ス の精神分析家 W il fr e d Bi o n lは その著書 『Le a rn i n g fr o m E x p e ri e n c e
2』 (1 96 2)

の 中で ､ 生ま れた ばかり の 赤ん 坊の 中にある苦痛 ( 空腹感 ･ 身体の 痛み ･ 不快感など) を

c o n t ai n e d ( 内容) と呼び
､
母親の 乳房を口 に含む こ とを通 して母親の 体とい う c o n t ai n e r

( 容器 ,
コ ン テイ ナ

- ) に投影する ( 吐き出す) こ とで ､ 母親は その 苦痛 を コ ンテ イ ナ 一

に入 れて処理 して ､ 安心に変 えて赤ん坊に返 してや るとい う考えを示 して い る｡ こ の よう

な母親と赤ん 坊 の相互作用 の 関係性 を ｢ コ ンテ イ ナ
一

機能 ( ア ル フ ァ 機能) ｣ と呼び ､ 現在

すで に心理臨床 の 領域では ､ 臨床実践 を行う上 で の 基本理念の ひ とつ と して 周知されて い

ると こ ろで ある｡

筆者は ､ 中学校教師と して 2 0 年 の 実践の 中で ､ 担任と して ､ 音楽教師と して ､ 吹奏楽部

の顧 問と して ､ また生徒指導担当と して , 様 々 な場面で試行錯誤 しなが ら､ 多く の 生徒た

ちと関わ っ て きた｡ その経験を通 して筆者は ､
こ の Bi o n の ｢ コ ンテ イナ

一 機能｣ の概念が ､

中学校で の あらゆる指導の 中で 有効に機能す る こ とを直観的に感 じてきた o

昨今､ 中学校に お いて は様々 な理由によ っ て引き起 こ る ､ 非行や問題行動 ･ 学校 - の 適

応障害な どの 問題 が指摘され る｡ 生徒た ちは ､ それぞれ に悩みや ス トレ ス を抱えて 学校に

や っ てく る｡ そ して ､ 家庭内で は発散 しきれ なか っ た (または家庭内で蓄積された) そ の

悩み や ス ト レ ス を ､ 学校に来てぶ つ けた り吐き出そうと した りす る｡ その とき ､ 母親が 赤

ん坊 に乳房 を含ませて 安心を与えるの と同 じように , 学校 ･ 教師が 生徒の 悩みや ス ト レ ス

を 一

旦受 け入れ , そ して個々 に応じた様 々 な形で 安心に変えて生徒に返 して いく｡ 中学校

が 生徒に と っ て こ の ような場所で あ っ たならば､ 赤ん坊が母親を求め る の と同 じように ､

生徒も中学校を求 めて か けが えの ない場所だと感 じる こ とが でき るの では な い だろうか ｡

そ して こ の とき の生徒と学校(教師) の 間の 相互作用 の関係性が うまく機能 して い るとき ､

それは B io n の言 う ｢ コ ンテイナ 一

機能｣ の概念とまさ しく
一

致す ると言 えるの で はない だ

ろうか｡

一

方 , 筆者は音楽の授業や吹奏楽部の 指導の 中で ､ 日 々 生徒た ちに教えて い る ｢音楽｣

そ の もの の 中に ､ コ ンテ イナ
- と して の 力が備わ っ て い るこ とを実感 して い る ｡ 人 は音楽

を聴 いた り ､ または演奏 したりす る中で ､
心 が安 らい で癒やされた り ､ 元気が 出て頑張ろ

1 ビオ ン
､ ウイ ル フ レ ッ ド W ilfr e d Bio n . (1 8 97 -

1 9 7 9) ク ライ ン派精神分析家｡ メ ラ ニ
ー ･

ク ライ ン の分析 を受けたク ライ ン派第 2 世代｡ 精神分裂病 ( 統合失調症) や境界精神
病の 分析に取 り組み ､ 斬新な考えを著す｡ 今日で は ビオ ン の考えを抜きには ク ライ ン派精
神分析理論は成り立た ない ｡ (松本邦裕著 ｢ 対象関係論を学ぶ｣ より参照)
2 『経験 か ら学ぶ こ と』(｢精神分析の方法 I ｣ より) 福本修訳 法政大学出版局 (1 9 99)
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うとい う気持ちにな っ たりする｡ 音楽 の 授業で ､ 大きな声でみん ながそろ っ て気持ちよく

歌えた時や , 吹奏楽 の コ ン ク ー ル 等で満足 の いく演奏が出来た とき ､ 何か しらその時 の 生

徒の 表情に安らぎと充実感を感 じる｡ 人が音楽に ふれたときに ､ その 音楽に 心を浸 し､ ゆ

だね る ことで ､ 逆にその音楽か ら安らぎや エ ネル ギ ー を与えられ る｡ 人と音楽との間に は ､

赤ん坊と母親の 間に あるの と同 じ､ 相互 作用 の 関係性 を見 るこ とが出来る ｡ こ の とき ､ 言

い換えれば人は皆赤ん坊で ､ 音楽は母親であり乳房となり得る｡

筆者は ､ 学校吹奏楽 の活動の 目的には 大きな 二 つ の柱が ある と考えて い る｡ ひと つ は ,

生徒たちがク ラブ とい う集団の 中で様々 な困難にぶ つ か りなが らも､ 人間的に成長 して い

く とい うこ と. そ して もうひ とつ は ､ 楽器演奏を通 して音楽表現の 力を身に つ け高めて い

く こ とで ､
生徒

一

人
一

人が音楽そ のも の を楽しむ こ とで ある ｡ そ して ､
こ の 二 つ の 目的を

達成するために共通 して大変重要な要素となる の が ､
こ の ｢ コ ンテイ ナ 一

機能｣ の 概念で

あると筆者は考えて い る｡

筆者の これまで の 教師経験 の 中で 問題 を抱 える生徒と出会うたび ､ 乳幼児期に 両親(特に

母親) か らの適切 で充分な愛情を享受 して い ない こ とが原因だろうと考えられる場面に ､ 実

に何度も直面 して きた｡ 少年犯罪が報道され るたびに ､ 学校で の 道徳教育の 充実を強調す

べ き とい う声が聞 かれ る｡ そ して ､ 音楽科等の 芸術科目の授業時間数は削減され る
一

方 で

ある｡ しか し､ 彼らに本当に必 要なの は果た して その ようなもの だろうか ｡ 机上で知識 と

して教え込まれ る規範で は なく ､

一

人 の 人間と して ､ 包まれて ､ 愛されて ､ 守られて い る

と いう
"

安心感
"

こ そが ､ 彼らに心 の余裕を与え ､ 彼ら自身を甘えの 心か ら自立させ る原

動力 になる の では ない だろうか ｡ そ して ､ それ を手助けす るために大きな力 になる ｢ 中学

校教育｣ ､ そ して その 中で扱われ る ｢ 音楽｣ とい うもの の 存在をも っ と重要視して いく必要

が あるの では ない だろうか｡

こ の ような現状か ら､ 本稿で は ､ B i o n の ｢ コ ンテ イナ 一 機能｣ とい う概念が ､ 精神分析

や J L 理療法の 世界だけで はなく ､ ごく 一 般的な日常の学校教育 ( 音楽教育) の 中に おい て

も応用されて いく べ きだとい うこ とを論 じて いきた い ｡ そ して ､ 様 々 な問題や悩みを抱え

た中学生 を適切に指導 して いく ため に ､ 学校教師が 日々 の 関わり の 中で こ の ｢ コ ン テイ ナ

一 機能｣ の概念を念頭に置 い て実践して いく こ とで 大きな効果 をあげるこ とを明らか に し

て い きた い ｡ それ らの こ とを ､ 筆者の これまで の 教育実践の 中か ら
一

人 の 中学校教師､ 音

楽科教師､
吹奏楽部顧問と して の活動 を振 り返りながら分析 して いく ｡ さらに具体的実践

例と して
､ 筆者の 今年度の 吹奏楽部指導の 様子を挙げて ､ 中学校における ｢ コ ン テイナ 一

機能｣ の応用の実際を省察す る｡
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第 2 節 論文の構成

本論文 の構成は 以下 の通りで ある｡

第 1 章では ､ 母子相互関係 にお い て ｢ コ ンテ イ ナ -

｣ と して の機能を果たすために必要

ないく つ か の要素を挙げ ､ それぞれの 要素が 赤ん坊に対 してと同様 ､ 中学校現場で も必 要

不可欠で ある ことを述 べ て いく ｡

第 2 章では ､ 筆者の 教師経験の 中から ､ 特 に学校が荒れて い た時代の 指導の 実際を振り

返 り ､ 中学校 (教師) が生徒にと っ て ｢ コ ン テイ ナ
-

｣ と して機能する こ との 必要性と ､

その た めに 必要な教師の 考え方 ､ その 実践の 中から生まれた いく つ か の アイデア を論 じて

いく ｡

第 3 章で は ､ 筆者が 音楽科教師と して教育実践してきた経験 から､
｢ 音楽｣ その もの の 中

に ｢ コ ン テイ ナ
-

｣ と して の 力が ある こ とと ､ それ を十分に活 用す るため に は どの ような

｢ 空間｣ 作りが必要で あるの か を考察 し､ 音楽教育における ｢ コ ン テイ ナ
一

機能｣ の活用

の仕方に つ い て論 じて いく ｡

第 4 章では ､ 第 1 - 第 3 章で述 べ てきた概念を念頭に置いた指導の実践例と して ､ 筆者の

今年度の吹奏楽部顧問と して の指導例 を挙をヂて , 教師が教育現場で ｢ コ ンテイ ナ
一

機能｣

の概念を活用する こ との効果を検証 して いく ｡
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第 1 華 中学校における
``

母子相 互関係
''

の応用

音楽療法士 の 松山久美は ､ 音楽療法を行 う際に ､
セ ラ ピス トが母子相互 関係 の視点を持

つ こ との 可能性 に つ いて述 べ て い る3 ｡ 本来母子相互 関係 は
､
精神医学や発達心理 の領域の

も の で あるが ､ それ を音楽療法とい う臨床 に応用する こ との意義に つ い て論 じて い る松 山

は ､ そ の中で具体的な母子観察の観点と して次の 5 つ を挙 げて い る ( p p .1 9
-

2 1) ｡

i ) タ
ー ン テ

-

キ ン グと母性的機能

鼓) 興奮や わずかなが らス リ ル を伴う遊び

iii) 情動調律
-

a ff e ct a tt u n e m e n t

iv ) 包容 -

c o n t a i n m e n t

v ) 抱 えるこ と -

h oldi n g

そ して
､
これ らの視点をもとに した音楽療法セ ッ シ ョ ン の 症例を挙 げ､ 母子 の 関係 を観

察 し
､ 考察整理 して いく ことか ら ､ 母子相互関係にお ける前言語的世界 で の コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン が
､ 前 ( 非) 言語的介入 とも言える音楽療 法を考えて いく際に ､ 指針 の

一

つ に なり

う ると述べ て い る｡

こ の 松山の 視点は ､ 筆者の これ まで の 教育活動にお い て ､ 経験的 に身に つ けて指導の 際

に応用 して い る ｢ 暗黙的な知｣ と類似して い る｡ また ､ 中学校とい う教育現場 で生徒指導

をす る上で筆者が原点と して考えて い る姿勢や視点と共通す る部分 か多い ｡

もちろん ､ 生徒指導は音楽療法とは根本的に 目的が 異なる｡ しか し､ 大人と子 どもの境

目で 肉体的 にも精神的に も不安定な思春期 をむ か える中学生を様 々 な場面で指導すると い

う面 にお いて ､ 音楽療法を行う場合と共通する大切な視点が あると考える｡ すなわち, 松

山が 音楽療法に母子相互関係 を応用 して い る ように ､ 中学校教育に母子相互 関係 を応用 し

てそ の効用を見出そうとするの が筆者の 目的 である ｡

こ の 章では
､ 中学校教育にお いて 教師､ また は学校 が様 々 な生徒指導を行う上で ､ どの

ような こ とを指導の 原点と して捉 えて い かなければならな い か を確認するた めに ､ 教育と

そ の 隣接領域との 関連を考察する ｡ 特に ､ 乳児 に対す る母親 (養育者) の 関わり方や母子

相互 関係 の 望ま しい状態にお い て重要な要素を抽出 し､ それ を中学校にお ける指導の原点

と して応用する とい う松山と同 じ手法で論を進 め る｡ つ まり ､ 松山が精神 医学の概念を音

楽療法 とい う現場に応用 した同 じ手続きで ､ それ を中学校の 教育現場に応用 しようとする

もの で ある｡ 以下に ､ 筆者自身の これまで の 教育実践 を風 上 に乗せ なが ら､ 母子相互 関係

にお ける概念を教育現場に適用 して述 べ て いく ｡

3 松山久美 : ｢音楽療法における母子相互 関係 の 臨床的応用｣ ( 日本臨床心理研究所発行 ｢ 音

楽療法｣ 第 8 号別刷 ､
1 9 9 8 年)
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第 1 節 基本的信頼 - b a si c t r u s t

第 1 項 乳幼児と
"

基本的信頼
"

今日では 臨床 心理 の領域で ､ 思春期 の児童 ･ 生徒の 抱える問題 の 多くが ､ 乳幼児期 の発

達課題に起因 して い るこ とを疑う研究者は い ない ｡

筆者は ､ こ れまで の教育実践 の 中で 非行や問題行動 ､ 学校 - の不適応 などを起 こす生徒

たちを数多く見てきたが､ 指導の過程で それぞれ の乳幼児期 の環境を知 るに つ れ ､ 子 ども

の 成長に とっ て こ の段階の 重要性を身に しみて感 じてきた｡

E ri k B O n (1 9 0 2 - 1 9 9 4) は自身の ｢ ライフ サイ クル 論｣ の中で ､ 人の 成長の課程を 8 段

階に分け､ その うち第 1 段階の 乳児期 (0 歳から 1 歳半頃まで) の 発達課題 を､
"

基本的信

頼感
"

対
"

基本的不信感
"

とい う対 の概念で表 し､ 不信感に勝 る信頼感が持て た とき ､
こ

の 時期の 課題は 達成され ると した4 ｡
"

基本的信頼
"

とは
､ 乳児が自分の 世話 を してくれる母親､ また は養育者に対 して ､ 抱 っ

こや授乳 ､
お む つ 交換や語り かけなどに よ り無意識的に ､ こ の世 は安心 ･ 信頼でき る い い

とこ ろで ､ 自分は大切にされて い ると感 じる ような信頼感の こ とである｡ 赤ん 坊は 日々 の

母親との 関わりの 中で ､
空腹感やおむ つ が汚れて 不快を感 じた ときなどに ､

母親が タイ ミ

ン グ良くや っ てきて その 不快感 を取 り除い てくれ る心地 よい経験 と､ 泣 い て叫ん でも振り

向い てもらえずそ の 欲求に答えて もらえない経験 を幾度となく繰り返す｡ その 積み重ねの

結果 ､ 振り向 い て不快感を取 り除 いて もらえる安心をより多く経験 した赤ん坊は ､
母親に

対 して
"

基本的信頼
"

を持 つ こ とがで きる｡ こ の 時期に こ の 基本的信頼を獲得 した赤ん坊

は
､ 将来人 を信頼す る子 どもに成長する ことがで きる ｡ とこ ろが ､ 泣い て 叫んで も振 り向

い て もらえず放置 ･ 放任され る経験ばかり を多く体験 した赤ん坊 は ､ 基本的信頼を獲得で

きずに ､ 人 に対 して 不信感や敵意を抱く ような子 どもに な っ て しまう恐れが ある｡ こ こ で

重要なこ とは ､
その ような体験 の 量では なく ､ 質で ある｡ 前述 した松山の 5 つ の要因が こ

の 段階で相互 に関連 しあっ て い る こ とが重要なので ある｡

言うまでもなく ､ 乳児にと っ て こ の
``

基本的信頼
"

を獲得す るこ とは ､ その 人格 を形成

して いく 上 でも ､ 発達的な視点で も重要な心の 土台とな るも の で あるとい え る｡ に もか か

わらずそ の大切 な乳児期 を､
望ま しい 質的 な関わりを受けずに 過 ご した子 どもの 多くは ､

思春期 を迎 える中学生の 時代 にな っ てその 弊害が 非行や問題行動 ､ 学校や対人関係 の 不適

応となっ て
一

気に表出す る｡

その ような生徒が 増加 してきて い る昨今 ､ 中学校教育の中で は それぞれ の 生徒に対 して

適切な指導を して いく ことが必要とな っ てきて い る｡ そ して ､
その ような生徒たちの 問題

に学校や教師が充分に対応 しきれなくな っ たとき ､
生徒は学校や教師に不信感 を抱き反発

4 『ライ フサイ クル の 臨床心理学』 馬場稽子 ･ 永井撤共編 培風館 (1 9 97) p p .7
-

8
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し
､ その 結果学校が荒れてく る こともある｡

第 2 項 中学生 と
"

基本的信頼
"

その ような学校の ｢荒れ｣ を筆者自身もこ れまで 何度か経験 して きたが ､ それは どの よ

うな原因で起こ っ た の だろうo 社会背景や世代が原 因で あ っ て も ､
生徒に と っ て も教師に

と っ て も苦 しく辛い 日々 を再び繰り返さな い ため に は ､ 学校や教師は ､ 何 に つ い て合意形

成をする必要が ある のだろうか｡

それまで 平穏だ っ た学校や生徒が なぜ荒れた状態にな っ て しま っ た の か
､ そ の ような ｢ 荒

れ｣ を防ぐに は どうすればよい の か ､ その答えを見 つ け られな い限 り ､
い つ か また再 び同

じ状態に戻 っ て しまうに違い ない ｡

生徒の ｢ 荒れ｣ を振 り返 るとき
､ 安心 して他人を信 じる とい う経験 を､ 保護者にも家庭

に も ､ 残念なが ら教師や学校に対 しても した こ とが な い の で は ない か と思われ る生徒の様

子 を見た o ｢ 自分は 愛されて い ない
､
つ ら い こ とがあ っ て も誰も自分 を助 けて はくれない ｡

だからオ レは オ レ 自身の 力で 自分を守 る｡ 周 り のす べ ては オ レ を攻撃する敵だ｣ とばかり ､

驚く ほ ど誰に対 して も心 を許さない生徒を目 の 当たり に した ｡

そ してそ の とき筆者は ､ 教師と して 自分は こ の 子たちに何が で き るの だろうとずい ぶん

頭を悩ませ た ｡ 人に対する不信感か ら暴力的 ･ 攻撃的に な っ て しま っ て い る生徒に ､ 教師

と して充分に対応 しきれず無力感に押しつ ぶされ そうに なりなが らも悩み考 え試行錯誤 し

た中か ら
､ 以下の こ とを念頭に置い て生徒に接する よう心が けた .

1
, そ の 生徒が攻撃的 な態度で こ ちらに向か っ て暴言を吐 い てきて も ､ た とえ胸 ぐら を

つ かまれて も, とことんその生徒とか かわる こ と｡ 絶対に後ろを向か ない こと｡

2 , ｢ お前がなん と言おうと ､ 壁 を殴 ろうと , あかん ことは あかん のや｣ と間違 いをあい

ま い にせず正 面からぶつ か る こと.

3 , そ の か わり ､ 彼 が したほん の 小さな良い行 い (｢ ごめん なさい｣ をきちん と言えた等)

を見逃さず､ さらりと ｢ がんば っ た な､
えら いやん ｡ ｣ と褒め る こ とo

それでも ､ 生まれて から 1 0 年以上もの 間､ 誰に対 して も十分な
``

基本的信頼
''

を獲得 し

得なか っ た の で は ない か とさえ思われるその ような子 どもた ちか らは
､
そう簡単に信頼を

得る こ とはで きなか っ た ｡ しか し直観的に ､ 彼 らの
"

閉ざされ乾 い た 心
"

を潤すた め には

｢ こ こ に ひとり信頼 してもい いや つ が い た｣ と思 っ て もらえるように なりた い とい う願 い

が あ っ た｡ 生徒には それぞれ の生活世界があり ､ それ は生徒に と っ て たとえ不都合があ っ

て も子 どもに は どう しようもない 問題もある｡ しか し､ い か なる理 由で あれ ､ 乳児期に 充

分な
``

基本的信頼感
''

を獲得できない まま中学校に通 っ て い る の ならば ､ 筆者自身が
"

ひ

とり の 人間
''

と して ｢ こ の 世は安心 ･ 信頼でき る い い と こ ろ､ 自分は大切 に されて い る｣

とほん の 少 しでも思 えるよう接して いく ことが重要であると考えた ｡
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また
,
E ri k B O n の ライ フ サイ クル 論では ｢ 思春期｣ は不安と自信 の 間で揺れ動きなが ら自

己 の
"

アイ デ ンテ ィ テ ィ
''

を確立する重要な時期 とされて い る｡ 先述の よう に特 に表面的

な問題 を抱 えた生徒に 限らず､ どの ような生徒も こ の 時期 はそれぞれに 日 々 の生活 の 中で

困 っ た こ と､ いやな こ と､ 悲 しい こ と､ つ らい こ とや不安なこ とを心 の 中に抱えて い る ｡

それ を家庭内や友人関係の 中でうまく吐き出 して処理できれば良 い の だが ､ それが うまく

い かずにもがき苦 しんで い る場合もたくさんあ る｡ 中学校教師と して 教育に関わるか らに

は ､ 勉強を教える こ とはもちろん 大事なこ とで あ るが ､ それと同時に ､ 筆者は その ような

心 の 問題 を生徒が 安心 してぶ つ けるこ との でき る教師を目指さなければならな い と考 えて

い る｡ 生徒た ちは い っ も ､ 安心 して心の中の 不安や悩みをぶ つ ける ことの で き る
"

基本的

信頼
"

を持て る相手や場所を探 して い る｡

先 に
､
冒頭で示 した松 山の 視点と筆者の 関わり方に類似点が あると述 べ た｡

例 えば
､

1
, そ の生徒が攻撃的な態度で こ ちらに向か っ て暴言を吐 い てきて も ､

た とえ胸倉をつ

か まれても ､
とことん その生徒とかか わる こと｡ 絶対に後ろ を向かな い こ と｡

2 , ｢ お前が なん と言おうと､ 壁 を殴ろうと ､ あかん こ とは あかん のや｣ と間違 い をあい

まい に せず正面か らぶ つ か るこ と｡

以上 2 点は
､ 松山の 示 した ｢ i ) タ ー ンテ

-

キ ン グと母性的機能｣ や ｢ 五) 興奮やわずか

なが らス リル を伴う遊び｣ における母性や養育者の 態度と同 じで はない か と考える｡

こ こで論議 しなければならない こ とは ､
｢ 母性的機能｣ と いう響きと

一

見正反対な荒 っ ぽ

い 筆者の 関わり方に は ､ 同 じ構造が あるとい う こ とで ある｡

乳児 と母親の 関係 が促進 され る の は , 主と して 乳児が 不快な状況に ある場合で ある｡ つ

まり ､ ｢ 何か しらの 要求が ある｣ ｢ 誰かに解決 してほ しい｣ しか し､ ｢ うまく伝えられない｣

と いう状況が ､ 母親や養育者を ｢ 聞き手｣ ｢読み手｣ とい う立場に布置させ る の で ある｡

ま た
､ 乳児の反応 を読み取り なが ら母親が それ に答えるとい う場面で 重要 なの は ､ 性差

で は なく
､ 相手が 投げかける エ ネ ル ギ ー と同 じレ ベ ル で返す ､ と いう こ とで ある｡ した が

っ て筆者は ､ 男性 で あ っ ても ､ 子を持 つ 経験 の な い若 い 教師で も ､ 母性的な機能を発揮で

きる と考え
､ 論を展開 したい ｡

それで は
､
生徒が そ の ような

``

基本的信頼
' '

を獲得 し, 閉ざされ ､ 渇 い た心 を開き潤す

た め には ､ 教師と して具体的に どの ように関われ ばよ い の だ ろうo 筆者はそれに つ い て最

も重要なの は

3 , その かわ り ､ 彼が したほん の 小さな良い 行 い (｢ ごめん なさい｣ をき ちんと言 えた等)

を見逃さず､ さらりと ｢ が んば っ たな､ えらいやん ｡ ｣ と褒め る こ と｡

と いう タイ ミ ン グだと考える｡ それ につ いて 次節で述 べ る｡
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第2 節 情動調律 -

a 飽 ct a tt u n e m e n t

第 1 項 母親の 無自覚な能力

ニ ュ ー ヨ ー ク生まれ の精神分析家S t e r n (1 9 3 4 - ) は母と乳幼児の情緒交流 の パ タ ー

ン の 一

つ で あ る
"

情動調律5
''

に注目し ､ 母 一 乳幼児治療の 分野 の研究 を深 めて い るo こ の
"

情動調律
"

に つ い て岩倉政城6 が実例を伴 っ て以下の ように説明 して い る｡

泣 い て い る園児を抱き上げた保育士さんが ､ 右の 手の ひ らで肩 をリ ズミカ ル にト ン ト

ン ト ン と叩 き続けて泣き止む の を待 つ ｡ 泣きが収ま っ て しや く りあげる頃にな ると叩く

リ ズム が ト ー

ン ､ ト
ー

ン と緩やかになる｡ や っ と機嫌が戻 っ て眠 くなると ､ ｢ ど - ら
､
眠

くな っ た の
､
お膝でねんね して い い よ -

｡ ｣ と語り､ 叩くリ ズム がい よい よ緩ん で
､
それ

で も トオ
-
ン
､ ト オ - ン と続けるo 端から観て い ると肩を叩く リズ ムが 三段 階にギヤチ

ェ ン ジ して い る の がわかる｡ 実は子 どもに語 りかけて い た声の 調子 まで ､ 終わり の 頃に

はやや低く ､ 静か に語りかけて
､
これ もギヤ チ ェ ン ジ して い る｡ 誰に教えられたわけで

もない の に自分で半ば無意識にや っ て い るこ の能力 の ことを ス タ ー

ン は ｢ 情動調律｣ と

名づ けた｡ これができると泣 い て いる子 どもの気分に合わせ て 最適の リ ズム で背中を叩

き
､ そ の ス ピ

ー

ドを自在に変える ことがで きる｡ (筆者要約)

情動調律とは英語で
"

a ff e ct a tt u n e
"

と表記され る.
``

a tt u n e
"

は ラ ジオ の チ ュ ー

ナ
ー と

同 じように ､ 赤ん坊の 情動に ,
母親が 自分の気分 を

"

同調
"

させ る能力の こ とである｡

つ まり ､ 情動調律とは母親が赤ん坊の その とき の気分を読み取り ､ 母親自身がそれに同調

して接 しなが ら､ 徐 々 に安定した気分 - と導く作業で ある ｡ こ の 例 に見られ るように ､ 母

親の 繊細な語 りか けや仕草の変化に より ､ 赤ん坊 も自分の 情動的状態を母親 の変化に対応

させ て いき ､ 母子の 情動が 一

体となりそれを両者が 共有する｡ 岩倉が例 に挙げて い るよう

に赤ん坊が 眠く て泣 い て い る とき, 母親が優 しく語 りか けス キ ン シ ッ プ しなが ら眠りに誘

うこ とで赤ん坊は それ を心地よく感 じ､ 安心 して眠 りに つ く こ とが でき る｡

と こ ろが ､ どんな母親もい っ も気分良く赤ん坊 の相手 をでき るとは限らない ｡ 育児や家

事に疲れ ると ､ 母親は精神的に不安定に なり ､ イ ライ ラす るこ ともあるだろう し､ 体調 を

壊 して しまう こ ともあるだろう｡ 赤ん坊がお腹をすか して泣 い て い ても ､ 兄や姉 の世話で

忙しい ときもあるだろう｡ しか しどの ような時でも赤ん坊は ､ 母親の精神的な状態 (情動)

5 S t e rn , D a a mi el N . 精神分析家､ 発達心理学者｡ 現在 コ
-

ネ ル 大学の心理学教授｡
｢親 一 乳幼児心理療法 : 母性 の コ ン ス テ レ ー シ ョ ン / 馬場稽子

､ 青木紀久代訳 岩崎学術
出版社 20 0 0 ･ (原書名 : T h e m o th e rh o o d c o n s t ella ti o n : a u n ifi e d o f p a r e n t

･

i n f a n t

p 8 y C h o th e r a p y)J
6 五感では ぐくむ 子どもの こ こ ろ 岩倉攻城 かもがわ 出版 (2 0 0 6) p p . 6 7 ･ 68
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をそ の まま受け止 めて しまう｡ お腹 をすか せてお っ ぱい が ほ しく て泣い て い る の にそばに

きてくれなか っ た り ､ 本来信頼す べ き母親か ら ｢ さ っ きあげた ばかり で しょうが｣ とい ら

だっ た言葉を聞か せ られたり とい うネガ テ ィ ブ な経験が続 い た結果 ､ 赤ん坊 は自分 の 情動

を母親に理解され ない と感 じ, その 欲求は安心 に変えられ ない まま満たされずに不信感と

なっ て残 っ て しまう｡

また､ その ようなネガテ ィ ブな経験が積み重なると､ 赤ん坊は意図を持 っ て人とや りと

りをす る こ とに対 して あきらめて しまう｡ あるい は ､ 違う方法で気を引 こ うと して
､
気持

ちとは裏腹 の行動 をとる こ とが ある ｡ 大好きな母親に対 して わ ざと母親が 困る ような行動

を して気 を引こ うとす る ､ い わゆる ｢ い やい やゲ
ー ム｣ などがその 代表例である｡

そ して こ の ような母子間の やり とり の積み重ねに よ っ て赤ん坊 は ､
自分に対 して欲求を

満た してくれ るやさ しい母親と ､ 泣 い て い るの に自分を放置 ･ 放任する悪 い 母親の 両方 を

体験す る｡ そうや っ て ､ 瞬間瞬間の 母親の表情や反応を読み 取る こ とを通 して ､ 満たされ

た り満たされなか っ たりす る経験 を繰り返す ｡ そ して ､ 満たされ ない経験 よ り満たされ た

経験 をよ り深く体験 した赤ん坊は ､ 母親に対 して
``

基本的信頼感
"

を持つ こ とにつ なが るo

そ して その 母親 - の 基本的信頼感が ､ 将来 ｢人｣ に対す る信頼感とな っ てそ の 子どもに定

着 して いく ｡

こ の ように ､

"

情動調律
"

を通 した乳幼児期の 赤ん坊に対する母親や養育者 の働きかけが ､

その 子の 将来 の人格形成にと っ て大変重要な意味を持 つ の で あるo

さて ､ それで は こ の ような
"

情動調律
"

とい う母親との やり とりが人 の成長に と っ て重

要なの は ､
赤ん 坊 の時期だけの もの なの だろうか ｡ 赤ん坊 の時期に充分な安心を得られ る

だけの情動調律を体験 しなか っ た子 どもは ､ 中学生で はもう手遅れなの だろうか｡

第 2 項 中学生と情動調律

中学生ともなれば ､ 身体はすでに大人と同 じく らい にまで成長す る生徒も出てく る｡ 入

学時には まだ幼か っ た子どもも ､
3 年間で見違えるように大きく成長す る時期である｡ しか

し､ 問題行動 を引き起 こ し指導の 困難な生徒が暴れて騒 い だり して い るとき ､ その行動 の

様子は まるで幼児が欲求を満たされずに泣きわめ い て い る の と同 じように見 える こ とが あ

る｡ その ようなとき は ､ 小学生 でも簡単に理解でき るような当た り前 の理屈 を話 して も聞

き入れようとは せずに ､ ただ自分 の欲求だけを主張す る ｡ 場合に よ っ て は ､ 周囲の物や人

に対 して攻撃的に なる場合もある｡ 筆者の経験で はその ように生徒が 暴れ始め たとき ､ 周

囲の物や人に危害を加えない ように その 生徒を抱き しめて押さえなが ら興奮や怒 り の対象

者か ら遠ざけつ つ ､
そ の生徒に負けないく らい の 声 の大きさと激 しさで ､ 落 ち着く よう話

しか けて 興奮を冷ます ように働きか けた ｡ 興奮して い る生徒に対 して こ ちら の言葉を受容

させ るため に ､ 生徒の 声に負けないく らい の 叫び声に近 い声で 語りか ける の だが ､ その よ
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うな教師の 激しい 口調 に対 して , 最初は教師が自分に危害を加 えてく ると勘違い して抵抗

しさらに暴れようとす る こともよく ある｡ しか し､ そうで ない こ とが わか ると次第に抵抗

する力を緩め は じめ ､ 少 しず つ 興奮も収ま っ てく る｡ それに合わせて教師 の方も話 しか け

る声 を次第に和らげて いき ､ とにかく冷静に話がで きる状態にまで落ち着か せ る｡ 長 い 時

間をか けて ようやくその ような状態にな っ た とき､
｢ 落ち着い た らもう

一

度最初か ら話 して

ごらん｣ と生徒の 目を見て全力で思 い を聞き取り ､
｢なるほ どな｡ それ は確 かに腹が 立 つ な｡ ｣

と共感 しなが ら生徒の情動に合わせ る｡ その 上で ､
｢ でもな､ いくら腹が立 っ て も暴力 はあ

かんや ろ ? ｣ と言 っ て今度は逆にその 生徒の 共感を求め る. ｢ どうすれば
一

番 い い の か
一

緒

に考えようか｣ と解決の 方法を冷静に考えさせ る｡

こ の ようなやり方で ､ や っ との 事で生徒の 気持 ちを落ち着かせ て指導が で きたこ とが い

っ た い何十回あっ ただろう｡ 身体が大きく力 の強い生徒は ､ 男性教師が数人 で対応 しなけ

ればならな いようなこ とも少 なくなか っ たが ､
こ の ように対応する こ とで泣き わめきなが

らも生徒は興奮を収め ､ 少 しずつ 冷静に なる ことが でき るの だ っ た｡

これは ほ ん の 一

例で あるが ､
しか し､ こ の ような教師 の働きか けは ､ 泣きわめく赤ん坊

に ｢ よ - しよ し｣ と母親が語 り かけ､ 背中を トン トン とリズ ミカ ル に たたき続けて泣きや

む の を待 つ 前述の 岩倉の 説明に あっ た 母親の赤ん 坊に対す る働きか けと酷似 して い る こ と

に気づく｡ つ まり ､ 興奮 して暴れ る生徒に対 して ､ 教師が 同 じ エ ネル ギ
ー

で生徒の情動に

同調 し､ 徐々 に落 ち着き を取 り戻させて冷静な状態 - 導く作業は ､ 母親が泣 いて い る赤ん

坊を抱き上げて語 りかけなが ら､ 徐々 に穏やか な口調で眠り に誘 う作業と同 じ構 造を持 っ

て い ると い える｡

そ して その 結果 ､
生徒が落 ち着きを取り戻 し､ 素直に自分を見 つ め反省する事が できた

と した ら､ 母子間にお ける
``

情動調律
''

の働きと同 じであ ると考える こ とが 出来 るの で は

ない だろうか ｡ こ の こ とから ､ 母子間に おける情動調律の基本的概念は , 赤ん坊 の時期だ

けで なく中学生 の 心に対 して も充分に機能し､ その こ とを教師が充分認識 して い れば生徒

の 指導に有効に活用でき ると筆者は考えて い る｡

これまで ､ 中学校に おける様々 な指導で生徒が
"

基本的信頼
''

を得るた め に
``

情動調律
"

の 概念をもとに教師 と して生徒と向き合っ て いく こ とが必要だと いう こ とを述 べ てきた ｡

それで は ､ 実際 の 学校現場で その ような教育活動 を行 うため には ､ 学校とい う ｢場｣ は生

徒やそ こで実践 を展開す る教師 にと っ て ､ どの ような ｢空間｣ になればよ い の だろうか ｡

そ して ､ そ の ｢ 空間｣ で は ､
生徒と教師の間で どの ような関係性が成り 立て ばよ い の だろ

うか｡ 松山が音楽療法に援用 した ように ､ 筆者も教育現場で適用するために ､ ｢iv ) 包容
-

c o n t ai n m e n t｣ ｢ Ⅴ) 抱える こ と - h o ldi n g｣ という概念に つ いて 次節で概観す る｡
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第 3 節 容器 ( コ ン テイナ - ) - C o n t a i n e r

赤ん坊が 空腹感やお むつ の汚れな どの 不快を感 じて泣 い て い るとき ､ それを察知 した母

親が おむ つ をきれ い に 取り替え ､
赤ん坊に乳房 を含ませて ゴ ク ゴ クと母乳 を飲み ながら ､

赤ん坊 は空腹感を満たす ｡ そ の とき赤ん坊は ､ それまで 自分 の 中にあ っ た不快感が
一

掃さ

れたと感 じる ことが 出来る ｡ こ の ような母親と赤ん坊 の 関係性 を､ 精神分析家の Bi o n は ､

そ の 著書 ｢ Le 肝 mi n g fr o m e x p e ri e n c e
7
｣ の 中で詳 しく分析して い るo こ の B io n の 考えを

､

松本邦裕 の説明8 を引用 して整 理 して み る｡ ( 下線は筆者に よ る)

生まれ出た赤ん坊はやがて
､
飢え ､ 身体の 痛み ､ 不快感な どと い っ た苦痛 を体験します｡

こ こで はその 苦痛の 中から ｢ 飢え｣ を取り上げます｡

そ の 苦痛はだんだん強烈なもの とな っ て い き､ 赤ん坊には､ 耐えられ ない
､
自分自身が

それ によ っ て壊れ てバ ラバ ラにな っ て しまうと感 じられ ます｡ そ こで ､ 赤ん坊は自分の 中

からそ のわ からない 苦痛/ 恐怖を体外 へ と排出して しまうこ とで ､ そ の 不安から逃れ よう

と します｡ 赤ん坊には心の 中の 不安は ､ 排准できる具体物と して体験されて い るの です｡

自分の 内にある破壊的な悪ヤ
､対象 (心 なの です｡ 赤ん坊は手足 をばた っ かせ ､ 激 しく泣

き叫び ､ も の として の 苦痛の 放散を試みます｡

そ の 恐怖 に圧倒されて い る赤ん坊の そばに母親が居ます｡ 母親は赤ん坊の 苦痛か ら恐怖

に陥 っ て い る様子に気が つ きます｡ そ して ､ それか ら､ 母親は こ の 赤ん坊がおなか をすか

して 泣きわ めいて い るこ とを適切にも理解 して いきます｡ その 理解に基づ い て ､ 次には ､

母親は赤ん坊を抱き上げ
､
あや しながら ､ みずか らの 乳首を含ませます｡ 赤ん坊が ミル ク

を飲む ことで 自分 の 中の 苦痛は和らい で い く の ですが ､ それは赤ん坊自身には母親 - の 苦

痛 の排出がうまく い っ た ことと して体験され るの です｡ こ こ で母親は ､ 赤 卿

苦痛/ 恐怖を母親自身 の 中に包み 込んで い ます (別 ｡
こ の ように して ､ 赤ん坊が排出した

不安/ 悪い もの は母親の 中に滞在する ことが許され るの です｡

母親 の これ ら の対応で ､ 破局的な苦痛にまで高ま っ て い た赤ん坊の 欲求不満､
それは ｢飢

え｣ で したが ､ それが充たされ ､ 赤ん坊はそ の恐怖を癒やされます｡ すなわ ち, 母親の 中

に投げ入れ られ ､ 留め置かれ て い た赤ん坊の不安は赤ん坊に持ちこ たえられ るほ どの もの

とな っ て
､ 適切 なときに赤ん坊に戻 され るの です｡ 悪 い 対象は消滅し､ よ い 対象が出現し

ます｡ ( 筆者要約)

こ の 中で ､ 赤ん坊が感 じる飢 え､ 身体 の痛み ､ 不快感などとい っ た苦痛/ 恐怖( 下線部 心

を Bi o n は ｢c o n t ai n e d ( コ ン テイ ン ド : 内容)｣ と呼び ､ 赤ん坊 が乳房 を含み ､ ミル ク を飲

7 ｢ 経験か ら学ぶ こと (1 96 2) ｣ 福本修訳 法政大学出版局 (1 9 9 9)
8 ｢ 対象関係論 を学ぶ クライ ン派精神分析入門｣ 松本邦裕著 岩崎学術出版社 (1 9 9 6)

p p .2 3 ･ 25
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む ことでそ の苦痛 / 恐怖を包み込み ､ 安心 に変えて返 してくれる とした ｡ 下線部 (B) の よ

うにそ の 包み込むも の , つ まり母親そ の も の を r c o n t 8i n e r ( コ ン テ イナ
-

: 容蕃) ｣ と呼ん

だ9 ｡ そ して ､ 母親が果たす こ の よう な機能の こ とを
``

コ ン テイナ 一

機能
''

と呼ぶ.

岩倉攻城は その時 の母子 関係 を 下図 の ように表 し説明 して い る10 ｡

国 : 乳児の 苦痛 の排出と コ ンテイ ナ
一 役割 をして い る母の もの 想 い ( B io n : 岩舟括画)

ゴ ミ箱 ( コ ン テイ ナ - )

の 中に 苦痛 を入れ て 処

理 し
､ 安心に して 返す

赤 ち や ん に は 外 か ら

襲 っ た 痛 み と して し

か 理 解 で き な い 空腹

の G u t P ai n

空腹 な ど の 理解

で き な い 苦痛 を

乳房 にはき出す

ぉ腹がす い たときに 空 っ ぽ の 勝が ミ ミズ の ように動く連載蓮執ま ｢ ガ ッ ツ ペ イ ン ( g u t

p a 血) ｣ と い うは らわたの痛み を伴う｡ しか し赤ん坊は腸の痛 み の 原因が空腹によるもの だ

とは理解で きず ､ 外か らきた痛み とい う得体の 知れ ない 物体ととらえ ､ それ を体外に排 出

しようと泣 いて 手足をばた つ か せ て追い 払おうとす る o そ の とき ､ それ を適切 に察知 した

母親が ｢ よ しよ し｣ とやさ しく 抱き上 げ ､ 乳房 を含ませ る｡ 赤ん坊は ゴ ク ゴ ク とミル ク を

吸い 取 る ことで , は らわ た の 痛みはウ ソ の ように消え去 る｡ こ の こ とで ､ 赤ん坊は さきほ

どまで 自分 の 中に あ っ たあの 痛み とい う得体の 知らない物体を ､ 乳房 を通 して母親 と い う

ゴ ミ箱, すなわち コ ン テ イナ
一

に 吐き出 したと感 じる . そ して 母親は そ の コ ンテイナ - の

中で苦痛を安心 とい う赤ん坊にと っ て心地よ い物体に変えて 返 してや る｡ (筆者要約)

図の 表題 にある ｢ もの想 い ( r e v e ri e) ｣ とは, 母親が赤ん坊を愛す る原動力となるような

母親 の精神状態 の こ とで ､ 赤ん坊 に対 して こ の ような愛情あふ れる営み をす るの は 理屈で

9 ｢ 経験 か ら学ぶこ と (1 9 6 2) ｣ 福本修訳 法政大学出版局 (1 9 9 9) p . 1 0 6

1 0 ｢ 五感で は ぐくむ子 どもの こ こ ろ｣ 岩倉政城 かもがわ出版 (2 0 0 6) p . 8 6 図 Ⅴ ･

2 よ

り
一

都改変
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は なく ､ い わば母親に元来備わ っ て い る本能の ようなもの と言える｡ ｢ もの 想い｣ に つ い て

松本邦裕は同著の 中で ,
｢ 子守唄をなに げなく 口ずさみ なが ら乳房 を与 え､ 赤ん坊 をやさ し

く あや して い るお母さん を思 い起 こ させます｣ と述 べ て い る｡

B i o n 自身は 同著 ｢ Le a mi n g fr o m e x p e ri e n c e｣ にお ける分析 の中で ､ 苦痛や恐怖の よう

な内容を ｢ ベ ー

タ元素｣ と呼び ､ それを母親に投影す る ことでその 内容が ｢ ア ル フ ァ 元素｣

とい う安心 に修 正され て再び赤ん坊に返され ると いう考えから ､ 母親の こ の 機能 を
"

ア ル

フ ァ機能1 1
"

と定義 して い る｡

こ こ まで
､ 赤ん坊が 自分 の 中にある苦痛や恐怖を､ 母親という コ ン テイ ナ 一

に 吐き出 し､

その コ ンテイ ナ -

の 中で母親が安心に修正 して赤ん坊 に返され るとい う機能に つ い て述 べ

てきた｡

B io n の分析はそれだけに とどまらず､ その ような繰り返 しの経験 に より赤ん坊 は ､ 修正

された安心だけで なく
､
その母親の持 つ ｢ 修正する機能｣ その もの も自分 の 中に取 り入れ ､

いずれは自分自身の 中に
"

自分専用 の コ ン テイナ -

"

を作り上 げ,
自分 の力 で苦痛や不安

を修正 し､ 苦痛 に耐える こ との でき る強さを獲得す ると考察して い る ｡ そ して ､ 母親 - の

絶対的な依存か ら徐 々 に分離 し､ いずれ個と して独立 して いく こ とが でき る の である｡

さて ､ 筆者がこれまで の 教育実践で生徒と向き合 っ てきた中で ､ お ぼろげなが ら直観的

に大切だと感 じて実践の原 点と してきた ことが ､ Bi o n の
"

コ ン テイ ナ 一 機能
''

の概念と出

会う ことでは っ きりと具体的なもの にな っ てきた｡ つ まり ､
B i o n の分析に よる母親と赤ん

坊 の 関係性 を､ 中学校における教師 ( または 学校) と生徒との 関係に置き換えて応用 して

様々 な生徒指導の 中で活か して い ける の では ない か とい うこ とで ある｡ そ して こ の ような

機能の 効用 を充分 に認識するこ とができれば ､ 女性 で ある母親だけで はなく男性教師や子

どもを持 っ た経験 の ない若 い教師でもその力 を発揮する ことができると考えて い る｡

次章で は こ の 考えをもとに ､ 中学校また は教師は生徒との 間に どの ような関係性 を持 つ

べ きなの か という こ とに つ いて論述 して いく｡

l l ｢経験か ら学ぶ こと (1 9 6 2) ｣ 福本修訳 法政大学出版局 ( 1 9 9 9) p p . 1 3 - 1 5
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第2 草 生徒と中学校(教師) の 間の 関係性

第1 節 荒れる学校 ･ 荒れる生徒

筆者が現在の 中学校に赴任 して か ら数年経 っ た頃か ら､
いわゆ る生徒の 激 しい ｢荒れ｣

が 学校を襲っ た ｡ 具体的な様子を以下に述 べ る｡

1 年生 の 1 学期の英語 の中間テ ス ト中､ 机の上 に堂 々 と教科書を開き始めた の で ､ 驚い て

指導すると､ ｢ なん で あかん の ? ｣ と平気な顔 で尋ねてきた ｡ また別 の テ ス ト中には ､ なに

か カチ ャ カ チャ 音が す るなと思 っ て い たら､ 急にその 子 の 机の 中か ら炎と煙が 上が っ てき

た｡ プリン ト類が燃 え始めた の で ある｡ 机の 中で ライ タ ー に火 をつ けて遊ん で い たら しい ｡

その ような出来事から始まり ､ また別の 日に は授業中に他 の クラ ス の 生徒が ガム をかみ な

が ら勝手に入 っ てきて ､ その 生徒の胸 ポケ ッ トに はタバ コ とライ タ ー

が見 えて い る｡ 教室

を出る ように言うと ｢う るせ -

｣ の
一

言だけで 出て行 こうとは しない ｡ 仲の よい 生徒の机

の横に座 り込み ､ 携帯電話 を出 して着信音や音楽 を大きな音で 鳴らす｡ その子 を抱き抱え

るように して力ずく で教室 から出そうとす ると ､ こ ちらの胸 ぐらをつ かん で蹴 りを入れて

く る ｡ こ の ような出来事も日常茶飯事で あ っ た｡ 体育や美術 ･ 音楽な どの 教室移動 の授業

の 時に は必ず と言 っ て い い ほ ど､ その ク ラ ス の 子 の カ バ ン から財布が なく なる｡ 全員に ア

ンケ ー

トな どをと っ て訊 い てみ ると､ あるひ とりの 生徒が浮か んでく るが ､ 本人に問 い詰

めて も ｢ 知らない｣ の
一

点張りで ､ さらに追求す ると ｢ 証拠あるん か ! ｣ と逆ギ レ してく

るo 盗まれた本人は悲 しそうな目 を して見て い る し
､
ク ラ ス の そ の他大勢はたぶん あい っ

だなと思 いなが らも ､ 仕返 しが怖くて それを言葉にする こ とはで きない ｡ 家庭訪問で様子

を保護者に伝えると ､ 担任教師に向か っ て ｢ こ の子がや っ て い な い っ て言うんやか らや っ

て ない んやo お前はう ちの子 を疑うん か ! ｣ と いう父親の 回答o また ､ 休み時間に は蛍光

灯の ス イ ッ チか ら始まり､ 壁 ､ 天井 ､ ほうきや傘立 て の傘､ ガラ ス ､ 掃除道具入れの ドア ､

便器など学校内 の ありとあらゆるもの が壊され る｡ 職員の車 の ナ ン バ ー プ レ ー

トは 曲げ ら

れ ､
エ ン ブ レ ム は外され るo こ の ような頭 を抱 えたくな るような事件が 一

日に何件も起 こ

っ て いた ｡

教師 の方 はその ため に ､ 本来ク ラブ指導や教材研究をす べ き放課後 に ,
その 日起 こ っ た

事件の整 理と指導と家庭訪問で走 り回り ､ 気が つ い たら 1 1 時や 1 2 時 になる こ とも珍しく

なか っ た｡ また今日もク ラブ の指導に い けなか っ た なあと思い なが ら､ 家に帰 っ て放課後

でき なか っ た教材研究やテ ス トの採点等を明け方まで こなす とい う日々 の連続で あ っ たo

こ の まま世 の 中が終 わ っ て いく の で は ない かと思うほ ど､ 精神 的にも肉体的にも全て の職

員が ぼろぼろ にな っ て い た｡ それでもまた､ 次の 日はや っ てく る｡ そん な生徒たちで も昼

間は 学校以外に行く とこ ろは なく ､ 毎日決ま っ て 1 0 時頃になるとや っ てく る｡ 頑張 っ て笑
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顔で ｢ お は よう ! ｣ と声 をか けると ｢ 死ね ! ｣ と返事が 返 っ てく る ｡ 授業の ない空き時間

の 教師は ､
一 時間中廊 下に待機 して お り ､ 教室 - 入らない生徒の相手をす る. 授業妨害だ

けは させ ない とい う最低限の 一

線を守 るた め ､ 授業の 空き の 教師が職員室で次の 授業の 準

備やテ ス トの採点など到底でき る ような状況で はなか っ た ｡ 授業の ある時間は天国 ､
空き

時間は地獄 という感覚で あっ た o

こ の ように ､ 放課後の ク ラブ活動 どこ ろ か ､ 教科 の授業さえまともに進 める こ とができ

な い ような状況の 中で
､
ナイ フ の ように尖 っ た心を持 つ 子どもたちと正 面か らぶ つ か っ て

きた｡ 生まれて から 1 0 年とちょ っ と しか経た ない 子 どもか ら ｢ お前｣ と呼ばれ ､ 胸倉をつ

か まれ ､ 大人と して
､ 人間と して の プライ ドをズ タズ タにされながらも､

生徒に対 して ｢ お

前が どれだけ暴れ ようが間違い は間違い だ｣ ｢ 暴力で 正 しい こ とを曲げる事はできない｣ と

言 い続けた｡ 毎晩毎晩深夜まで続く家庭訪問 の中で ､ こ の子達の 心をこ の ように して しま

っ た原因は どこに ある の か ? こ の 子達は自分に何 を求めて い る ? 教師と して今自分は こ の

子 の ために何が でき る ? という ようなこ とを考え続けた｡ 校内 の校務分掌で 生徒指導代表

(主任) を任された りする 中で ､
｢音楽｣ や ｢吹奏楽｣ の 指導以前に子 どもたちを ｢ 人間と し

て｣ 指導す るに当た っ て本 当に大切なもの は何 か ､
また ､ それ には 教師と して どの ような

気持 ちで子 どもた ちと接 して い けばよ い の か とい うこ と ､ さらには , 子 どもたちに とっ て

どの ような教師が信頼で き
,
心 を開 い て自分の こ とを語 ろうと思 えるの か とい うようなこ

とを､ 毎 日毎 日考えさせ られた｡

第 2 節 生徒たちと向き合う ことから学ぶ もの

こ の ような現実の 中､ 自分 にぶつ か っ てく る生徒か ら以下 の ようないく つ か の事を教え

られた｡

1 , 生徒が 1 0 0 人 い れば､ 1 0 0 通 りの 生活と価値観が ある

当たり前の こ とで は あるが
､
人は皆育っ た環境が違うo 家族 の構成も違えば､ あらゆ

る物事に対する価値観もそ の 家庭 ごとに様 々 で ある｡ 教師に なるような人とい う の は ､

その 中で限られた ほん の
一

部 の 人た ちで あるの だ｡ 教師に なる人 は ､ その 多くが 中学､

高校とそれなり に勉強も つ い て い けて ､ 大学に入 るだけの 経済力が ある家庭に育ち ､ す

くすく と成長 させ てもらえた人たちが多い と思われ る｡ しか し､ 実際に教師と して多く

の 子 どもた ちと接 して それぞれ の 家庭 の様 子まで 見えてく る ように なると ､ 自分の 育っ

た家庭環境は決 して当たり前で はなか っ た こ とに気づく ｡ 様々 な事情で 子 どもの た め に

三度 の食事もまともに準備されな い家庭が想像以上 の割合で ある こ とや ､ 学校で の集金

をす ぐに払う こ とが 困難な家庭が たくさん ある こ とや ,
三人 ともみん な父親がちが うと
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いう ような兄弟姉妹が ある こ と｡ 母子家庭で 母親が仕事 に行 っ て い る間 ､
ク ラブも勉強

もで きずに赤ちゃ ん の 面倒を見なく ては い けない 中学生が い るこ と
､
また

､

｢ 茶髪 は他人

に迷惑をかけてない か ら悪くない ｡ だから ピア ス も自分が開けてや っ た｡ ｣ と悪 びれる こ

となく言 い切 る親が い る こ となど､ 例を挙 げれ ばきりが ない ほ どそれま で の 自分の 常識

で は考えられな い各家庭の 世界が あるこ とを知 っ た｡

2
, 授業中はなぜ立 ち歩い た らい けな い の か本当にわか らな い生徒が い る こと

｢ なん であかん の ? ｣ と生徒に訊 かれた らどう答えればよ い の だ ろう｡ ｢勉強 して い る

みん なの迷惑になるか ら｣ とい えば､ ｢自分は勉強なん か したく ない もん｣ と教室を出て

行く ｡ 追い かけて ｢授業をき ちん と受けられない ようでは高校に行 けなくな っ て しまう

ぞ｡ ｣ とい うと､ ｢高校なん か行か - ん もん｣ と答える o そん な子 どもた ちに ､ 教室で じ

つ と席に着い て い なくて は い けない 理由をきちんと納得いく ように伝えるに は どの よう

な言葉をも っ てすればい い の か ｡ そ して ､ も しそれ をきちん と伝えられな い と したら自

分は 教育の原点 をわか っ て いな い こ とになる｡ そ こで ､ ｢ 学校とは ､ 勉強とは ､ 何 のた め

にする の か｣ とい うこ との本質を考える必要性 を教えられた ｡

3
, それでも子どもた ちは愛された いと思 っ て い るこ と

教師 の言う こ とは聞かな い し､ 気 に入 らな い ことが あれば物や友達や教師に当たり散

らす し､ 注意すれば暴言 を吐い たり暴れ たり してく る｡ それならば､ 放 っ てお い て ほ し

い の かと思 っ て知 らんふ り を して い ると ､ こ ちらに わか るように わざと放 っ てお けない

悪さをす る｡ 何 よ り ､ そん なに勉強が い やなら学校 - 来なければい い の に
､
そん な生徒

に限 っ て毎 日休まず学校 - や っ てく る｡ 家庭訪問で保護者と話 したりする中で ､ 家庭の

様子が見 えてく るが
､
そんな生徒の ほ とん どは 親に甘えると い うこ とが できな い状況で

ある こ とが多い ｡ 辛い こ とや苦 しい こ
_
とが あ っ て も､ 充分に話 を聞い て もらえる余裕が

なか っ た り､ 話そうとす ると親からうるさがられた り暴力を受 けたり して それを吐き出

す場が家庭の 中に ない場合が多い ｡ 教師と生徒との 人間関係 がうまく い っ て い るとき に

は ､ 教師にそ の ような本音をポ ロ ッ と話す こ とがあ る｡ そん な本音の話 か ら聞こ えてく

るの は ｢ も っ と自分をかま っ て ! ｣ と いう心 の 叫びである｡

第 3 節 学校 ( 教師) の役割

そ の ような生徒た ちに対 して ､ 自分は 教師と して何が でき る の だろう ? 何をす べ きな

の だろう ? という こ とを考え続 けてきた o 生徒とぶ つ か りなが らその たび に ､ あの時 ど

う して分か り合えなか っ たの だろ う､ あの とき自分は どうす る べ きだ っ た の だろうとい

う ことを考えさせられた o それと同時に ､ ｢ あの子た ちに とっ て中学校 とは何なの だろう､

1 9



単に勉強を教える場所 で い い の だろうか｡ ｣ とい う疑問も突き つ けられた｡ も し高校受験

の た め の勉強さえで きれば い い の なら , 高校 - 進学す る意志 の ない 生徒は中学校 - く る

必要が ない こ とにな る. 一 般的な高校入試で は受験科 目に ない ｢ 音楽｣ を教えて い る自

分は何 の ため に居 るの かわか らなくな る｡ で は い っ た い 中学校 の 役割とは何だろう｡ も

ちろん
､ 高校進学を希望する しない に か かわらず ､ す べ て の 生徒たちに必要な基礎的な

学力 をつ けるため の充分な指導が行われなければならない こ とに異論は な い｡ 生徒の進

路保障とい う観点か ら考えたとき ､ 高校進学の ため に必要な学習指導は ､ それ は 中学校

の 大きな役割の ひ とつ で ある こ とは 間違い ない ｡ しか し
､ 決 して それだけが中学校の 役

割で は ない｡ 進学を希望する生徒も ､ そうで ない 生徒も, 中学生になれば思春期を迎 え､

様 々 な悩みや ス トレ ス を抱え たり ､ 今の 大人社会 の 不合理さも見え始め て反発 を し始 め

てきた りす る｡ 時には大人ぶ っ て みたり
､
でもや っ ぱり赤ん坊 の ように 甘えたい反 面も

持ち合わせ なが ら､ 毎日 の 生活 を送 っ て い る｡ 生徒たちに と っ て 中学校とは ､ 安心 して

勉強ができ ､ 安心 して悩み を吐き出 し, ス トレ ス をぶ つ け ､ お か しい こ とは お か しい と

言えて ､ 悪 い こ とをしたとき にはき ちん と叱られて ､ そ してきちんと ｢ ご めんなさい｣

を言 えばまた許 して応援 してもらえる , そん な場所 で ある べ きで はな い だろうか｡ そ の

た め に教師は ､ 生徒に対 して毅然 と した厳 しい指導も必要で ある し､ 時にはそう した態

度で保護者ともぶ つ か っ て話 し合う必要も あるだろう ｡ いずれに せ よ中学校は ､ その根

本が ｢ 生徒ひ とりひ とり の成長の ため｣ とい う原点を出発点と して本気 で向き合 っ てく

れ る教師集団が い る場所で なければならない ｡

第4 節 コ ン テイナ - と して の 学校(教師)

原 田隆史1 2 はそ の著書 ｢ 本気 の教育でなければ子 どもは変わらない｣ の 中で ､ 自身の壮絶

な教育実践の 中､ 命がけで生徒と向き合う姿の 中に ､ 荒れた学校を変えるた めには 教師や

地域の持 つ ｢ 父性 的な強さ｣ と ｢母性的な優 しさ｣ と ｢ 子 ども性的な自由さ｣ の バ ラ ン ス

が大切で あり
､ 今の世 の中は ｢父性的な強さ｣ が欠 けて い ると述 べ て い る1 3 ｡ 確 かに ､ その

｢ 父性的強さ｣ が ない と ､ 指導が 入 り にく い 生徒や暴力的な生徒に 正面か らぶつ か る こ と

は困難で ､ その た め に筆者自身も これまで の試行錯誤 の 中でずいぶん と悩み 失敗も しなが

ら､ その ような父性的な強さを身に つ けてきたと実感す る面が ある｡ しか し中学校にお い

ては
､ 筆者は それ に加 えてまだまだ ｢母性的に包み 込む力｣ の不足を痛感 して い る｡

前節で 述 べ た よう に ､ 中学生 の子 どもたちは皆 ､ それぞれ に思春期特有の 悩み や ス トレ

1 2 原 田隆史 1 9 6 0 年大阪府生まれo 奈良教育大学卒業後 ､ 大阪市立 中学校教諭と して 20

年間勤務｡ ク ラブ指導､ 体育指導､
生活指導を通 して子 どもた ちの ｢ 生きる力｣ を高め る

取り組み を実践す る｡ 現天理大学人間学部講師
13 ｢ 本気 の 教育でなければ子 どもは変わらない｣ 原田隆史 旺文社 (2 0 0 3) p p . 1 2 6

･
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ス を抱えて学校にや っ てく る｡ 時と して ､
そ の発散の方法をはき違えて物に 当た っ てみ た

り ､ 友達や教師に ぶつ けてきたりす るこ とが ある ｡ そんなとき ､ その ために物 を壊 した り

人を傷つ けた り した ことに対 しては ､ 教師は父性的な強さを持 っ て毅然と した態度で過ち

を認 めさせ ､ 反省 の気持 ちと謝罪 の態度を教えて いく必要が ある｡ それ と同時に ､ き ちん

と反省し謝罪が できたらその こ とを認 め ､ あの とき どうすれば よか っ た の か ､ こ れか ら同

じ失敗を繰り返さない た めに どう気 をつ ければよ い の かなどを じっ くり と寄り添 っ て話す

こ とが必要で ある｡ そうや っ て母性的 に包み込む こ とで ､ その 生徒の こ の 度の 失敗を､ 学

校が全て 受け止 め たうえで きちん と叱 っ て指導し､ 失敗をプ ラ ス に変えて その 生徒に返す

ことができ る｡

学校は ､ 生徒がそうや っ て自分の 中身を安心 して 吐き出せる場で ある こ とが 必要で あり ､

生徒に と っ て教師がそれ を正 面か ら全力で受け止 めてくれる存在になれば ､ 生徒は 必要以

上 に学校で暴れ る必要もなく なるはずで ある｡ さらに , 学校に来れば ､
自分の 悩み を聞 い

てくれ る人が い る ､
心 の痛みを和らげてくれ る人が い るとい う関係ができた とき ､ 中学校

は生徒に対 して本来 の役割を果 たすこ とになる ので はな いだろうか ｡

赤ん 坊と同 じように ､ 思春期を迎 えた中学生には どこ か らともなく訪れて 自分を苦 しめ

る不安や苦痛が 山の ように ある｡ それ は様々 なス ト レ ス で あ っ た り ､ 甘 えた い けど中学生

にもな っ て甘えて い られない とい う満たされない 愛情の欲求で あ っ たり ､ 勉強や進路に対

する不安や恋愛や友人関係 の 悩みなど､ 実に様 々 なも の で ある｡ そ の 中に は ､ 赤ん坊と同

じように彼 ら自身が い っ たい こ の苦痛は どこ か ら来て い るの か理解できな い事も少 なく な

い ｡ しか し､ 中学生に なっ た彼 らには ､ 乳房 を含ませてくれ る母親は い な い し､ 抱き しめ

て もらう ことも恥ずか しさが先立 っ て 自ら拒 んで しま い が ちな年齢で ある｡ それでは ､ 赤

ん坊が 母親の 乳房を通 じて排出 して い たような不安や苦痛 を､
どこ に 向けて排出 して い け

ば よい の だろう｡

成長に伴っ てそ の 苦痛や不安を, うまく家族や友人との 関わり の 中で ､
または ス ポ ー

ツ

や趣味に没頭 した りす る 中で排出で きる場合もある ｡ しか しこれは ｢昇華｣ とい う防衛機

能で あり ､ 苦痛や不安の 問題その も の と対時 して い る訳 では ない ｡ 対処療法 であ っ て ､ 問

題解決に は至 っ て い ない ｡ 結局 ､ 実際はそ の排出先 を見つ けられずに心が パ ン ク しそうに

な っ て い る生徒が 実にたく さん い る の が中学校の現場で ある｡ 逆に ､ そ の ような苦痛や不

安と向き合う ことが思春期を迎えた 中学生で ある証で あるとも言 え るだろ う｡ その ような

生徒と 日々 向き合い ､ 指導して いくため に ｢学校｣ は ､ 赤ん坊 にと っ て母親が そうで あ っ

た ように ､ 生徒た ちにと っ て苦痛や不安を安心 して排出する こ との できる ｢ コ ンテイ ナ -

｣

と して機能 し､ そ こ で直接生徒と関わる ｢ 教師｣ は母親の ｢乳房｣ と して の 役割をす るこ

とが 必要 であると筆者は考 える｡ そ して生徒の 苦痛や不安を受け止 めた 教師は ､ それを感

じて い る生徒の JL ､ に共感 し､ 苦痛や不安を共有し ､ それ を励 ま しや褒めや愛情ある叱責の

言葉と して ､ 時に は ス キ ン シ ッ プと して生徒に返 してや る こ とで ､ 母子関係と同 じような

教師と生徒の 関係性が成立す る｡ (図)
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生徒

そ して その ような営み の繰り返 しの 中で ､ 生徒は自分自身の中に
``

自分専用 の コ ン テイ

ナ
-
''

を作り上げ､ 不安や苦痛に対 して自分自身で乗り こ えて い く力 ､
つ ま り人間と して

たくま しく生きて いく力を身に つ けて いく の で ある｡

学校が その ような空間と して ､ またそこ に い る教師がそ の ような対象と して存在す るこ

とで ､ 生徒は 中学校を母親に抱かれた時と同 じような居心地の 良い場所と感 じる こ とがで

きるはずで ある｡

生徒にと っ て学校が容器 ( c o n t ai n e r) と して ､ 教師が母親 の乳房 と して機能 し､ そ こ に

生徒が安心 して苦痛や不安とい う内容 ( c o n t ai n e d) を排出す る｡ そ して それを学校が教師

を通 じて安心 に変えて 生徒に返 してや る ､ その繰り返 しの経験 を通 して ､ 生徒が甘え から

自立 し､ 自分自身で困難を乗り こ えて強く生きて いく力 を身に つ ける｡ こ の ような
``

中学

校に お ける コ ン テイナ 一 機能
"

こ そ ､ 多く の 問題が指摘されて い る現代の 中学校教育にと

っ て最も必要な こ とで あると筆者は確信 して い る ｡ 教師の 半分は男性で あるが ､ 男性も女

性も ､
全て の 教師が生徒に対 して こ の ような ｢ 母性的 に包み込む力｣ とい う考え方 を持ち

なが ら教師と して の 役割を果 た して いく こ とが､ 生徒の成長 の ため に必要な条件で あると

筆者は考えて い る ｡

その ため に教師は 当然 ､ 生徒を我が 子の ように愛情を持 っ て 接して行く必 要があ る｡ 表

面的に授業だけを淡々 と進め
､
生徒の 心 の 内を見ようと しない ような教師で は ､ これまで

述 べ てきたように
一

人
一

人の 生徒の 内面に向き合っ て いく指導は到底 できない o 何十人 ､

何百人とい っ た生徒を相手に して こ の ような役割を果たすた め に は ､ 膨大な エ ネル ギ ー を

必要 とす るとても大変な仕事で は あるが ､ その ように生身の 人間を相手に心 を通わせ て導

く とい う事 こ そ､ 教師と い う仕 事の醍醐味で あり ､ それに取り組む教師とい う仕事 の 素晴

ら しさは正 に こ こ に あるとい えるだ ろう ｡
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第 5 節 中学校を コ ンテイ ナ - と して機能させ るた めの アイデア

第 1 項 安心 して ｢ うん ち｣ の で き る学校

赤 ん坊は当た り前の ように ､ したい ときに ｢ うん ち｣ をす る｡ そ して それが おむ つ に た

ま っ た不快感を､ 泣きわめく こ とに よ っ て母親に伝 え
,
それに気づ い た母親が ｢ よ しよ し､

うんち出たね え ｡ お しりきれ いきれ い しようね え ｡ ｣ と処理 を してくれ る ｡ ｢ うん ち｣ は母

と子 を安心 で つ な ぐため の 大切 なフ ァ ク タ
ー とな っ て い る の で ある｡ と こ ろが ､ 中学生と

もなると学校の トイ レでは (特に男子は) ｢ うん ち｣ が しにく い ｡ その 理 由として ､

1 , 休み時間は多く の生徒が トイ レ に行き ､
しかもほとん ど 9 0 % 以上 はお し っ こを し

に いく生徒ばか り｡ ｢ うん ち｣ はお し っ こと違っ て個室 に入 らなければならず､ バ タ

ン と ドア を閉め る音で みん なから注 目される｡ 出てきた彼のみ ん なの視線が怖い ｡

2 , 基本的にす る人が 少ない ｡ とい う ことは ､ トイ レ ッ ト ペ ー パ ー

が切れて い て もその

こ とを気づく生徒も少な い し､ 実際す べ て の 個室で切れ て い るこ ともよく ある ｡ 本

来ならばトイ レ 掃除の 子が 補充をす るとこ ろで あるが ､ サ ボ っ て ばか りでき ちん と

補充す る班 は少ない ｡ か とい っ てそん な緊急事態に職員室 - 行 っ て先生に ｢ トイ レ

ッ トペ ー パ ー ください｣ と言うの も死ぬ ほ どつ らく勇気が い るこ とで ある ｡

3
, 学校で ｢ うん ち｣ を しただけで ク ラ ス の 噂に なり ､ 時に はそれ をネタ に い じめられ

る こ ともある｡

などが挙 げられ る｡ 自宅では誰もが当た り前の ように毎朝 して く る ､ 何 の 特別なこ とでも

ない こ とが
､
ひとたび学校の トイ レで となるととて も恥ずか しく , 勇気 の い る ことに な っ

てく る｡ その 点 ､ 女 の子 は い つ も個室で密 かに うん ちを しても誰にもわからない の で ､ 筆

者は羨ま しく思 っ て い た｡

生徒指導担当とな っ た筆者もそ のような思 い を してきた 一 人と して
､
自分 の勤め る学校

では少 しでもその ような思 い を解消 して あげたい と思 っ た｡ そ こ で
,

ゴ ミや落書き ､
い た

ずら等 の早期発見 をかねて ､ 毎朝す べ て の トイ レ を点検 し､ トイ レ ッ ト ペ ー パ ー の補充を

担任外 のす べ て の 教師にお願 い し､ 一 斉に確認 した｡ 特に大切なの は , 音楽室や被服室な

どの 特別教室だけの 4 階の トイ レで ある｡ 実は ､ こ こは人前で うん ちを しにく い生徒たち

が
､ 人目 を盗んで (授業中に ｢ す みません

､
トイ レに行 っ て きます｣ と言 っ て出る場合も

ある) 密かに安心 して用を足す大切な場所で ある｡ そ こ に トイ レ ッ ト ペ
ー パ ー

が なか っ た

と した ら､ その 生徒は動揺 して しまうだろうo また､
点検の行き届 いて ない トイ レ の便器

に は ､

ペ ー パ ー の 芯が突っ 込ん で あっ たり
,
足元 が吸殻 だらけで あっ たり

,
お よそ落ち着
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い て ｢ うんち｣ が でき るような場所で はない こ とが 多い ｡ しか し､ どの ような子で も時に

はお 腹 の調子が 悪く なる こ ともある｡ 特に試験期間中などはそ の傾向が顕著に見 られ る｡

最近は ､ 精神的な ス ト レ ス や不安定か らお腹が ゆるく なる生徒も多い ｡ そん な時 ､ 学校内

に安心 して ｢ うん ち｣ の できる トイ レが ある こ とで ､
生徒は居)L l 地よく学校生活 を送 る こ

とが でき る｡

人間にと っ て排滑は ､
生きて いく上で欠 かせ ない生理現象で あり

､
生まれた ときか ら食

べ る ことと排椎 を繰り返 しなが ら成長 して い る｡ その ような人間と して当たり前の行動を､

家庭 の トイ レと同様､ 安心 して でき る トイ レ環境を準備す る こ とで ､ 学校が よ り高い レ ベ

ル で コ ンテイナ 一 機能を果たす器 (う つ わ) となりうる ので ある｡

第 2 項 全生徒 の ｢今｣ を把握するために

生徒が安心 して 学校生活 を送るため には ､ い つ も生徒の ｢今｣ を教師が把握 して い ると

い う信頼感が必要で ある｡ 例えば､ 授業が始ま っ た の に 0 0 君 が い ない ･ ･ ･ と言う場合

に ､ そ の理由と居場所 を教師がき ちん とわか っ て い る ､
と言う当たり前 の話で ある｡ い ち

い ち生徒にそれ を報告する必要 はもちろん ない が ､ も し生徒が ｢ 0 0 君は ? ｣ と心配 して

訊 い てきた場合､ ｢ ああ ､ 今保健室で休 んで るか ら｡ ｣ とか ､ ｢ ああ ､ ち ょ っ と理 由が あっ て

今別 の とこ ろに い るか ら｡ ｣ と教師が しっ か りとそ の子 の こ とをつ かんで い る ことが , 他 の

生徒全体に も大きな安心感を生む こ とになる ｡ 逆に ､ 授業が始まっ て しばらく して か ら教

師が ｢ あれ ? 0 0 は どう した ? ｣ と生徒に訊く ような場合､ 大体にお い て生徒は黙っ て い

るが 心の 中で は ｢今頃気付 い たの か よ o 遅い ん だよo どうせ あい つ は体育館 の裏で □ □ と

煙草吸 っ て るさ｡ も しか した ら△ △ もい ない か ら二人 に呼び出 されて今頃△ △ はやられて

るか も - ･

｣ と言うように教師よ りもずっ と詳 しく正確に現状を掴ん で い るこ とも多い ｡

何よ りも､ 指導が大変だ っ た時代には ,
登校 して いた はずの 生徒が授業に い ない とい う

ような事は 日常茶飯事だ っ たの で
､ 誰が今現在登校 して い て誰が欠席 して い て ,

登校 して

い るはずなの に授業に居な い生徒は今どこで何 を して い るの か と いう生徒の動 向を正確に

把握す る必要が あ っ たの で ある ｡

そこ で本校で は ､ 全校生徒の ｢ 今｣ を正確に把握す るため に様々 なこ とを実施 して きたo

まず
､ 朝の ホ

ー ム ル ー ム で担任が 出席確認 をす るとき ､ 担任以外 の 教師も
ー

斉に職員室を

出て ､ ( こ の ｢
一 斉に｣ というとこ ろが ､ 職員の意識を統

一

す るため にも､ 習慣化するため

に も大事なポイ ン トで ある) 自分 たちの担当学年の 階 - 移動す る｡ 担任は各教室で 自分の

ク ラ ス の 出席状況 を確認 し､ 同時に担任外は各ク ラス を順 に の ぞき ､ 担任 か ら出席状況の

報告 を受け､ ノ
ー

ト ( 表 1) に チ ェ ッ クす る｡ 5 ク ラ ス あれば 5 クラ ス ともである ｡ 同時

に担任外 の 教師で 分担 して ､
全 部の トイ レを個室まで全部の ぞき ､

ゴ ミや破損状況 ､ トイ

レ ッ ト ペ
ー パ ー

が あるか どうか等 の確認 をした｡ そ して ペ ー パ ー

が ない場合はす ぐに補充

した o 屋上 - の 出 口 の 階段等 ､ 普段死角 になる場所も
-

日
一

回は教師が 直接確認 をする よ
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う心が けた｡ そ して ､ 担任がその 日の 予定を連絡 した り ､ 提出物 の 回収 を した り して い る

間に担任外 の教師で ､
登校 して い な い の にまだ欠席連絡 の ない 生徒の家に 電話連絡す る｡

多くの 場合は ｢ さ っ き遅れて 家を出ま した｡ 連絡遅れてすみませ ん｡ ｣ とい う保護者の 声が

聞けるの だが ､ 時 々 ｢ あれ ､ 朝練に行く とい っ て 7 時半には家を出た んです けど｡｣ とい う

ような こともあるo そうなると職員の 間で緊急事態の黄色信号を心に灯 して対応す る｡ 登

校途中で何 らか の 事故に巻き込 まれ た可能性もあるo 実際は ､
1 時間目が 終わ っ た 頃に友

達と 2 人で登校 してきて ､ ｢ 誘 い に行 っ て ふたりで遊ん でた ･ ･

｣ と言うようなこ ともよく

あるの だ｡

そ して ､ その 時間学校に い ない 生徒 (欠席,
早退 ､ 遅刻 ､ 途中退出等) の 氏名

一

覧をク

ラ ス ごとに記入す る専用 の ホ ワイ トボ
ー

ドを職員室に設置し､ (表 2 ) 誰が見てもひと目で

わか るよう記入 した｡ しかも ､ 連絡あり の欠席は黒 ､ 連絡な しの場合は赤で記入 し､ 理由

が わか るまで学校か ら各家庭 に連絡を入れ る｡ 早退を した生徒の氏名は緑色で書き ､ 無事

に帰宅 したとい う電話が入 っ た ら丸でか こむ｡ 登校して い るはずなの に今姿が見えない と

い う緊急事態の生徒の名前は青で記 入 し､ 授業が 空きの 教師で 学校中を探すo
一 時間探 し

ても見 つ からない場合は保護者に連絡 を入れ る｡

そ して ､ 1 時間目が始ま っ た らまた
一

斉に教師が動き , 各学年の 階 へ 移動 し､ す べ て の

教室を空きの 教師がの ぞき ､ 授業担 当教師か ら出席状況 を確認する ｡ さ っ き い たはず の 生

徒が い なく な っ て い る場合こ の 段階で気づく事が 出来る｡ 音楽や体育
･ 美術などの教室移

動 の授業もす べ て 空きの 教師が 分担 して確認に行く ｡ 生徒の 移動で空 いた教室は戸締りと

施錠をす る｡ そ して職員室 - 戻 りホ ワイ トボ ー

ドの情報 を毎時間更新す る ｡ そ して ､ 登校

して い るはずの生徒が教室に い ない場合､
一

番可能性 が高い の は保健室で あ る｡ こ の 段階

で 3 - 4 人の 仲良しが教室に い ない場合､ 集団で保健室で ダラ ダラ して甘 えて い て ､ 養護

教諭が
一

人奮闘 して い る こ とが 多い ｡ その ような時 ､ す ぐに担当学年の空き教師が集団で

保健室 に行き ､ 本 当に体調 の悪 い 生徒以外 を教室 に戻 る よう指導す る こ とで ､ 養護教諭と

の 連携も取れ る し ､ そ こ に来る生徒の 状況も把握す るこ とがで きる ｡ こ の ように して ､ 短

時間毎時間学年教師が全員で ､ 担当学年すべ て の 生徒の ｢今｣ を確認す る こ とを当た り前

の状況 に して いく ことで ､
生徒自身にも ｢ 勝手に抜け出 してもすぐばれ る｣ とい う歯止 め

を植えつ けるこ とができ る し､ 逆に ｢ 先生たちは い つ も見て い てくれて い る｣ とい う安心

感を与える こ とに も繋が る｡ 見方に よ っ て は ､
｢ 子どもたちを監視 して い る ようで ､ 本当に

そ こ まで細かく管理する必要が あるの だろうか ? ｣ という考え方もでき るが ､ 我 々 教師は ､

何百人も の生徒の 命を保護者か ら預か っ て い るの で ある｡ 何年何組 の 0 0 が今どこ に い る

かとい う基本的な情報をす ぐに答えられない よう な体制で は無責任と言われても仕方が な

い の では な いだろ うか ｡ また ､ 自分の 経験か ら思う の は ､ それがき ちん とでき て い ない こ

とは ､ 学校が荒れ てく る大きな原因の
一

つ に なると言う こ とで ある｡
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( 表 1 ) 各学年の確忍ノ
ー ト

2 年欠席生徒 月 日 曜 日

1 組 2 組 3 組 4 芦阻 5 j阻

朝

H R
○

大 日

池 下

囲

逮
○ ○

1 限
○

大 日 園 小

○
地 下 道 壷

2 限
○

大 日 P] 小 竹

池 下 道 茎 内

3 限

4 限

5 限

6 限

( 表 2 ) 職員室 の欠席者
一

覧ホ ワイ トボ
ー

ド

欠席生徒
一

覧 月 日 曜 日

1 年 2 年 3 年

1 山 田

○
用 阪

級 田 中 淵 倉

2 北 倉 大 日

::0組 村 田 弛 f

3 禰 大 那

○
級 本 串 道

4

○
小 典 #

級 秦 臼 井

5 【ヨ 竹 松 榊

組 井 内 井

2 6

解説 : 2 時間目が 始ま っ たとき の

2 年生 の チ ェ ッ ク の様子で ある｡ 朝

の 段階で 1 ､ 4 , 5 組 は全員出席,

2 組 2 人 ､
3 組 1 人が登校して いな

い ｡ 1 時間日が始 まっ た段階で登校

して い たはず の 小室が い ない ｡ 確認

すると H R 後､ 体調不良を訴え､ 保

健室で様子を見 る こ とに な っ た｡ 2

時間目が始まり ､ 小童は早退す るこ

とにな る｡ さらに 2 限目始まりの チ

ェ ッ クで 登校 して い たはず の竹 内の

姿が見 えない ｡

解説 : 2 限 目現在の の全 クラ ス の 欠席

状況 を表 して い る｡ 赤字は家庭

連絡な しの欠席. ( 学校か ら連絡

をと る｡) 2
- 4 小壷 は早退 した

がまだ帰宅 したと言う連絡 を待

っ て い る状態｡ 西はすで に早退

して帰宅 したこ とを確認済み ｡

竹 内は , 登校 して い たの に 現在

行方不明｡ ( 学校中を捜 し, 1 時

間捜 して も見つ か らな い場合 は

保護者に連絡をと るo)



こ の ような具体的な取り組み の方法は
､ 毎日 の ように生徒が勝手に授業を抜け出 して ､

校内の 死角や学校周辺 にたま っ て ､ 抜 け出 し常連の 生徒が 今どこ で何 をして い るか つ かめ

な いと言う状況で ､ ｢何とか しなければ｣ と､
目の前 の ｢ 荒れ｣ と闘っ て いた教師集団の 中

で 必要に迫られて試行錯誤 の末 に生まれた方法で ある｡ も っ と別の 効果的な方法もあるか

も しれない が ､ 本校の 場合､ 現在も こ の形 で安定 して取 り組まれており ､
か なり の成果を

挙 げて い るこ とも事実である｡

そ して付 け加えて おく と､ 保健室や , 校舎の 死角か ら教室 - 戻る こ との で きない生徒に

対 して ､ 教師は その 時間が終わるまで職員室でや る べ き仕事が あろうと絶対にそ の生徒の

そばに居続ける こ とが大切 で ある｡ 生徒が教師を受け入れず, 会話が成立 しにく い ような

とき でも ､ 何も しや べ らなくて もい い か らとにかくそばに居 る ことで ある｡ 教師に抜け出

しを見 つ か っ て あわてて いる生徒に対 し､ ｢ どう したんや ? ｣ と穏やか に語 りか ける｡ (揺

や かな 口調で ない 方が い い場合もある) そ して ､ 教室に行く よう話 しなが ら､
これは無理

だと判断 した段階で ､ 職員室で の 仕事はき っ ばり あきらめて ､ 目 の前 の生徒とでき る範囲

で い ろんな話 を しなが らそ の子 の 思 い を聞きなが ら ｢ ふん ふ ん - ･

｣ と肯き ､
そ の子 の

思い を受け止 めて い こ うとする姿勢が大切 で ある ｡ それが たとえ屋上 の階段や ､ 体育館の

裏で あろうと関係 ない ｡ そうする こ とで ､ も しか した ら次の 時間は自分か ら ｢ 先生 ､ 授業

行く わ｣ と前 を向 いて動き出す かも しれない ｡ そ の生徒が教室に 入れない の は ､ それ なり

の 理由が あるか らである ｡ い けな い こ と ぐら いは 生徒自身が十分にわか っ て い る｡ それで

も入れな い の は なぜなの か ｡ 生徒はそれを本気で 聞 いてくれ る大人 を求 めて い る｡ 仕事が

ある からと言 っ て そん な生徒を置き去り に して職員室 - 戻 っ た り ､ 頭 ごな しに詰も聞かず

に 叱り つ けたり ､ 力ずくで教室に 入れ ようと して も
､
生徒は反抗す るだけで教室か ら遠ざ

か るばか りである ｡ 教師不振や対教師暴力は こ の ような場面で生まれる｡
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第3 章 ｢音楽｣ と人と の 間の 関係性

こ れ まで ､ 中学校にお ける主に生徒の 心 の 指導にお い て ｢ コ ン テイナ 一

機能｣ を踏ま え

た指導が有効であ る ことを述 べ てきた ｡ こ の 章で は視点 を変えて ､ 筆者の こ れまで の音楽

指導の 中か ら､
｢音楽｣ その もの の中に ｢ コ ン テイ ナ 一 機能｣ があるこ とを検証 し､ その認

識 に基づ いた音楽指導の効果を論述 して いく ｡

第 1 節 中学生と音楽

第1 項 授業で歌わ ない 生徒たち

筆者が新規採用された昭和 6 0 年頃 ､ 津市内の 音楽教師 の集まる津市教育研究会音楽部会

では ､ ｢ 生徒が 生き生きと表現す る中で音楽性を高め るには どうすればよ いか｣ とい う研究

テ
ー

マ の もとで音楽教育に関す る研究が なされて い た｡ しか しその 当時､ 中学生が授業の

中で なかなか歌わない とい う状況が あり ､ 研究テ
ー

マ 以前の 問題 で苦労 して い る教師が多

く ､ その研究会で の 論議も ｢歌わない 生徒をどうや っ て 歌わせ るか｣ とい う方法論をめ ぐ

るもの が多か っ た｡

実際に見学 した研究授業で は
､

一

番歌わない とい われ る 3 年生 の あるク ラス に対 して ､

その ク ラ ス を指導 してきた音楽教師に代わっ て ､ 講師と して招 いた経験豊富なべ テ ラ ン教

師が授業をす ると い うも の だ っ た. 生徒は初対面の そ の ベ テ ラ ン教師に対 して ､ まるで能

面の ように無表情な反応 しかせず ､ それで もそ の教師は笑顔 で 必死 に歌う こ との楽 しさを

伝えようとして い たが､ いく ら合唱指導の ベ テ ラ ンで あ っ て も ､ 初対面の ク ラ ス に対 して

た っ た
一

度の 授業で ガラリと声 の 出 る合唱に変えられ るはずが なか っ た｡ こ の様子 を見て

筆者は ､ こ の 生徒たちが 歌わない 理由は ､ 教師の 方法論だ けで は解決でき ない 問題が内在

して い ると考えた｡

こ の ような生徒た ちも, 授業で は なかなか歌わない の に
､ 休 日に は友達とカ ラオケ に行

き ､ そこ で は歌う ことを心 か ら楽 しんで い る｡ い やなら行か なく ても い い 場所 に ､ お金 を

払 っ てまで 自分か ら行くわけだ から､ 彼 らは決 して 歌う こ と自体が嫌いなわけでは ない は

ずある ｡ では ､ なぜ こ の 生徒た ちは ､ 授業と いう場で歌わない の であろうか ｡ そ の 理由は

どこ にある の だろうo 精神科医で あり音楽療法士 で ある村井靖児はカ ラオ ケ の 効用 に つ い

て ､ 次の ように述 べ て い る14 ( 下線は筆者に よる) ｡

14 ｢ 音楽療法 の基礎｣ 村井靖児著 音楽之友社 (1 9 9 5) p .1 3 9
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カラオケを見ますと
､
カラオケ の 中には ､ 与えられる娯楽か ら､ 積極的に自分を表現する

娯楽 - の視点 の転換が見 られ ます ｡ 言 い換えれ ば自分 の精神的健康を自分の 手 で管理 しよう

とするたくま しい生き方が あります｡ い つ の時代にもある庶民 の健全さ です｡ カラオ ケには､

エ コ ー

､
画 面 ､ 移調技術､

歌詞 の 先読みな どい ろい ろな工夫がされて い ます｡
カラオケは ､

エ コ ー 掛けによ っ て自分の 声を出すこ との 快感､ ひ い て は人間が生きて いく上 で の最低の 支

えで あるナ ル シ シ ズ ム を満足させ ますo - 中略 -

カラオケは 1 人 で行く より もグル ー プ

で行く方が楽しく ､ た い て い グ ル ー プ で出かけます｡

挑撃す串､ 自分を皆の 前に出す､ 牌 それは人生 の勉強で あり ､

挑戦であり ､
そ の勉強や挑戦を楽 しくわく わく しながらやれ るとこ ろが､ カラオケの 音楽療

法と して の 卓越性だと思い ますo しかも歌う側 の ､ うまく なりたい ､ あ の 歌を覚えた い ､

一

度は演歌に挑戦して みよう､ などとい う気持ちを刺激する効果も含んで い ます｡

村井 の論より ､ 授業空間の あ り方や自己表現 の あり方に対 して ､ 多く の 示唆を得る こ と

が できる｡ 例えば､ 下線部 ( A ) は ､
｢聴く - 挑戦する - 表現する - 評価され る｣ とい う授

業と同 じ構造で ありなが ら､ 誰が指導す るわけで もな い の に ､ さらにうまく なり たい ､ 新

しい 歌に挑戦 した い と､ 気持 ちを刺激す る場に なっ て い る｡

村井の 述 べ て い るように ､ 生徒たちがカ ラオ ケに求め るもの が

･ ｢積極的に自分 を表現す る娯楽 - の視点｣

･ ｢ 自分 の声 を出すことの快感(ナ ル シ シ ズム の満足)｣ ､

･ ｢勉強や挑戦をわくわく しなが らやれ るこ と｣ ､

･ ｢自分を皆の前に 出 し､ 皆に温 かく迎えて もらう｣

とい う こ とで あるなら
､
生徒たちが授業で歌わない の は ､

授業の 中にその 求め る物を見

い だせ ない で い るか らに他ならない ｡ 本当は 歌うこ とや表現する こ とを通 して自分を表出

し
､ 他人に認め られ受け止 め て ほ しいと いう願望 を持 っ て い るはずの生徒た ちが授業で歌

わない の は ､ ｢ 自分の 声を出す こ との快感｣ ｢ ナ ル シ シ ズ ム｣ とい っ た基本的な欲求が満た

され ない ため だと考え られる｡

もちろん ､ 音楽の授業は生徒にと っ て心地 よい だけの も の で ある必要は ない ｡ カ ラオケ

と授業を同列に並 べ るこ とはで きない ｡ しか し､ 村井 の 言う ｢ 自分 を皆の 前に出 し､ 温か

く迎 えて もらう｣ ような空間作りは ､ 音楽表現 に欠か せない 条件で あると考える｡ それは

音楽 の授業で も同 じで ある｡ お金 を出 して でも手に入れた い要素が カ ラオ ケには あるの

に
, 音楽の 授業に はそれが ない とすれば､ 授業の 中に求め る物 を見 い だせ な いで い るか ら

で あり ､ 授業者で ある音楽教師は ､ その ような空間を作り出す ため の更な る努力を惜 しん

で はな らない ｡
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第 2 項 同質の原理

音楽を聴きたい とか歌を歌 い た い とか ､ 私 たちが音楽を求め て い るとき ､
い つ でもどん

なときで もどんな音楽で もい い か ら聴きた い ､ 歌い た い ,
とい うわけで は ない ｡ そ の とき

の気分や体調 ､
心 の状態に よ っ て ､ 求め る音楽の 種類も変わ っ てく る｡ ス ポ ー ツで たくさ

ん汗 をか い た後はす っ きり した飲み物 をゴ ク ゴ ク と飲みたく なる し､ 腹 ぺ こ の ときには お

腹い っ ぱい ご飯 を食 べ たくなる ｡ 和食が ほ しい ときもあれば ､ お 肉や パ ス タ を食 べ たい と

思うときもあるo それと同 じように ､ 聴きた い ､ 歌 い た い と思う音楽もそ の とき の その 人

の 状態に よ っ て様 々 で ある｡

アメ リカ の精神科医 A lt s h 山e r は精神病院で統合失調症患者の音楽療法を行うときの 治

療戦略と して 1 9 5 2 年に ｢ 同質の原理｣ を提唱 した｡ 彼はそ の ような患者を治療す るため に ,

まず最初に どの ような音楽を与 えたらよい の か を研究 した結果 ､ 最初に与える音楽 は ､ 患

者の 気分とテ ン ポに同質の音楽で ある べ きだと考えたo こ の ｢ 同質の原理｣ は現在の 音楽

療法 の 治療原理 の うち､ 欠 かす こ との できな い概念の ひ とつ とな っ て い る｡ それに つ い て

村井は ,

私たちは
､
憂彰なとき には憂彰な音楽を聴きた い ですし､ 陽気なときには陽気な音楽を

聴きたい ｡ 深刻なときには深刻な音楽を求める｡ そういう具合に､ 自分の その ときの気分

と同 じ音楽を選 んで聴こうと します｡ - 中略 -

そ こで 同質の原理 をもう少 し日常的な

言葉に言い 直しますと ､ ｢ 今患者さんは どんな音楽を歌い た い(聴きたい) と思 っ て い るの

か
､ それ を患者さん の 側に立 っ て 考えて み る｣ というこ とになると思い ます15 ｡

と述 べ て い る｡ こ の こ とを音楽の授業に置き換えて 考えると､ 授業にや っ てく る生徒は ､

それ ぞれ の気分で音楽室にや っ てく る ｡ 友達とは しや ぎなが ら元気 に音楽室にや っ てく る

生徒もい れば､ さ っ き友達と喧嘩をしたばか りで気分が落ち込ん だ状態で来 る生徒もい る

かも しれ ない ｡ 生徒が 3 0 人 いればみん なそれぞれ 3 0 通 りの 気分でや っ てく る の だ｡ そこ

で
､ 教師が いきなり混声合唱曲を ｢さあ､ 歌い ま しょう｡ ｣ とい っ て い きなり伴奏を弾き始

めて も,
生徒た ち全員が そろ っ て その 音楽の世界 の気分で歌う こ とは できな い だろう｡ 元

気に は しやぎなが らや っ て 来た生徒は ､
つ い つ い その 高いテ ン シ ョ ン の まま ､ 叫び声 の よ

うに歌 い始 め るかも しれな い し､ 喧嘩 したばか り の生徒は ､
そん な心の 状態の ままで歌な

ど歌えるはずが ない ｡ 例 えばそこ で教師が ､ ｢ 0 0 君 どう して 歌わない の ! ｣ といきなり叱

っ た と したら どうだろう｡ その 生徒は その 音楽教師に対 して反感を持 ち､ それ以後 どん な

に気分の い い ときでも 二度とその教師の授業で は歌 いたくない と思 っ て しまうだろう.

｢ 同質の原理｣ は ､ 音楽療法 ､
つ まり病気 を抱えた人 の治療の ため に考えられた概念で

ある ｡ しか しこう して考えると ､ 心地よ い と感じ る音楽は病気を抱えた人に限らず､ 全 て
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の 人に対 しても基本的には その 人の そ の ときの気分やテ ン ポと同質の 音楽を聴きたが る と

い う こ とが言える ｡ 確 かに音楽 の授業は病気 の 治療 の 場では ない ｡ しか し ､
生徒た ちが音

楽室にや っ てきた時点で ひとりひ と りの JL ､ の 状態が 同 じであるはずが ない ｡ 音楽療法では ､

患者の 治療が 目的で あるか ら､ セ ラ ピ ス トはそ の 患者個人 の 心の 状態にあわせ た音楽を探

し選択 し与えるこ とか ら始 め る｡ しか し授業の場合は 生徒の音楽教育が 目的で あるか ら､

生徒の状態に よ っ て音楽を選ん で ばか りは い られない し､ 授業には 3 0 人 の生徒が同 じ空間

に い る訳 で ､ 全員に共通す る同質の音楽な どあり得な い ｡ したが っ て ､ 音楽 の授業で は音

楽療法とは逆に ､ 教師が指導 したい と考える音楽題材 を味わ っ た り表現 した りす るために

必要 な気分やテ ン ポに ､
生徒たちの 心を少 しで も近づ ける こ とが 必要とな っ てく る｡ 音楽

療法 の ように患者と同質の 音楽 を探すの とは逆に ､ 指導した い 音楽に対 して 生徒の 心を同

質に近づ ける作業が必要なの だ｡ 音楽は 心を表現す る教科で あるか ら､ 教師はそ の こ とを

踏まえ, 授業の 導入時や ､ 表現活動を始め る前には ､ 生徒た ちの心 の状態をでき る限り つ

かみ , 語り かけやその 内容 ･ 口調等を工夫して生徒たちが 表現 しやすい 雰囲気を作り上 げ､

生徒た ちの心 をこれか ら始め ようとする音楽活動 の題材と同質に近づ ける ような努力が 必

要に なるo 前に述 べ た歌わない ク ラ ス の音楽教師は ､ その努力 をせずに ､ 歌わない の は 生

徒が悪 い とで も言 わん ばかり の 態度で授業を進 めて しま っ たた め に ､ 生徒たちは その 無神

経さに反感を持ち､ その ような場面の積み重ねに よ っ てその 教師の授業で は 歌う気持 ちに

なれ なく なり ､ あの ような歌わない ク ラス が できあが っ て しまう のだと筆者は推察す る｡

第 3 項 ｢ 場｣ の 空気

前項で述 べ たように ､ 人が心地 よく歌を歌 っ た り表現活動 をす るため には それに必要な

心の 状態が必 要であ る｡ また､ その 表現 を受け止 め る側 に対 しても ､ 自分の表現を しっ か

り と受け止 め てくれるだろうと い う安心感が あっ て初めて 自分の 心を表現 しようとい う気

持 ちに なる｡ こ の ような状態を根津知佳子は ｢ 音楽的場16｣ と呼ん で い る｡ ｢音楽的場｣ に

おい て大切なの は ､ 表現す る側 の 心の状態と､ それ を受け止 め る側 の聴きた いとい う心と ､

もう
一

つ はその 相互 間の ｢ 信頼 関係｣ で ある｡ 前項 で取り上 げたあの ク ラ ス の 生徒たちが

授業で歌わなか っ たの は ､ 授業者で ある教師がその こ とを理解せず､ ｢音楽の授業なの だか

ら生徒が歌うの は 当然｣ とい っ た認識 しか ない まま授 業をすす め ようと して い たからで あ

り ､ 決 して 生徒たちが 特別な の では ない ｡ 原因は生徒で はなく教師の 方に ある｡ そ の教師

の 音楽の授業とい う ｢ 音楽的場｣ の 中に ､ またその 教師と生徒たちとの 間の 人間関係 の 中

に ､ 生徒たちを ｢ 歌う こ とが楽 しい｣ とか ｢ も っ と歌 いた い｣ という気持 ちにさせ るた め

の 要素が欠 けて い るの で ある｡ その ような状態で教師が ､

｢ 歌い なさい｣ と言 っ た とこ ろで ,
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生徒が ｢ は い ､ わか りま した｡ ｣ と歌い始め るはずが ない ｡ また ､ その ような ｢場 の 空気｣

や ｢ 教師との 関係性｣ を築き上 げるた めに は ､

一

定 の 時間が 必要 である｡ 生徒は まず初対

面の 教師 の話 し方や しぐさを見て それに反応 し､ それに対 して 心地 よい リア ク シ ョ ン が 教

師か ら返 っ て きたとき ､
また反応を返す｡ その ようなや りとり を繰り返す中で ､ ｢ 生徒と教

師の 関係性｣ がで きあが り , その 中で ｢ 歌う こ とや表現す る こ との 楽 しさ｣ を教師が どう

伝えるかは ､
その 教師の努力と熱意次第だと筆者は考える｡ そ して 歌うこ との 楽 しさが 生

徒に伝わ っ たとき ､ 生徒は 自分たちか ら積極的に歌 い たい と思うようになる の だと考える｡

こ の ような考 えの 上に立 ち ､ 筆者が これ まで の経験 の もとに 現在自分 の授業実践の 中で

常に心が けて い る こ とを､ ひとつ の試論と して以下に挙げてみ る｡

1 , まずは生徒が 歌お うが 歌うまいが ､ 教師 自身が楽 しそうに 声を出 して 歌 っ て みせ る｡

生徒が 歌わな い か らとい っ て最初から怒 っ た り しな い ｡ 生徒が 声を出さない の は歌 い

た い 気分にな っ て い ない か らで あっ て ､ それは 自分 の 授業空間作りが まだ十分では な

い の だとい う自覚を持 つ ｡

2 , とにかく どん どん歌う｡ 特別な予定がない 限り ､ 授業の 最初1 0 分か ら 1 5 分くらい (3

- 4 曲) い つ も全員で 歌を歌う習慣をつ けて い る｡ そ して ､ 音楽の授業は歌を歌うの が

当た り前 という空気を作り出す｡

3
, 歌う曲は ､

それ が合唱曲で あっ て も､ 初期 の段階で は全員 がメ ロ デ ィ ー パ ー トをつ な

げて 歌 っ て か まわない し
､ 多少音程がずれて い た り して も い ちい ち曲を止 めて注意 し

たり しない ｡ とにかく ｢ 歌 を歌うと気持 ちい い｣ とい う体験 を生徒たちにさせ る こ と

を第
一

目標 に掲げて ､ 安易に音楽の 流れ を止 め ない よう心が ける｡

4
, 歌 っ て いる中で ,

ハ モ れそうなと ころが あれ ば教師自身が ハ モ っ て見せ る｡ その うち

生徒たちが ｢ ハ モ っ た ら気持ちい い｣ と感 じる こ とを信 じて歌 い続ける｡

5 , そ の ときに
､
ピアノ伴奏はテ ン ポや強弱 の変化な どで きる限 り音楽的に表現豊か に 弾

く よう心が ける｡ その 中で ､ 音楽の流れに変化が あると感動が増大す るとい う体験 を

させ る｡

6 , 生徒が積極的 に歌えたときや ､
い い 歌声が聞 こ えたと感 じた ときには ､ 必ずその こ と

を言葉に して褒め るo

｢音楽的場｣ にお い て根津の 言及する ､ 教師と生徒の間 の ｢信頼関係｣ を築くために ､

こ の よ うに心が けなが ら日 々 の授業に臨み ､ その 上で生徒と の間に ｢ こ の 先生 の 言う通

りにや っ て み たらうまく なれる かも しれな い ｡ ｣ と いう信頼関係 が成立 したと感 じたら ､

少 しずつ 授業の 中で音楽的要求を高めて いく ように して い る ｡
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中学生と いう年代は ､ 思春期を迎え精神的に も肉体的に も不安定 になりが ちなときで

ある｡ 人前で自分 の 意見や気持 ちを言葉や態度 に して表現す る こ とが とても恥ずか しく

感 じて しまう時期である ｡ 歌うこ とに関 して も ､ 変声期を迎 えた生徒は とて も歌 いづ ら

く ､ 思う ような声が 出ない こ とか ら歌う こ とに 消極的にな っ た り もする ｡ しか し､ 自分

の 中に溜ま っ てく るあ らゆ る エ ネル ギ
ー

は ､ 人生 の 中で 一 番 パ ワ フ ル な時期で あり ､ そ

の発散 の仕方さえうまくすれ ば､ 無限の 可能性 を秘めた時期で あるとも言 える ｡ 実際に

そ の恥ずか しさ等 の ためらい を乗り越えたクラ ス 集団は ､
どん どん と声を出す こ とに積

極的 にな っ てく る｡ その たび に教師が ､ 声の響きや音程や表情等ひと つ 上 の課題や目標

を具体的 に提示 して いくだけで ､ 生徒は自ら自分たちの声を高め て い こうとする｡

と こ ろで
､
そ の ような中学生が､ 音楽の授業にく るとき ､ そこ に い っ た い何を求めて

く る の だろう.
一

般的に は ､ 高校の入学試験 にも音楽のテ ス トはな い か ら､
生徒にと っ

て ある面気楽な教科であろう｡ こ の こ とに つ い て筆者は ､ それで い い と考えて い る ｡ 音

楽の授業にきて ､ みん なと
一

緒に歌 っ た り自分 の 内面 を外に 出す作業を したりす る こ と

で
､
生徒自身が ｢ 楽 しい｣ とか ｢ 歌 っ た ら気持 ちい い｣ とか ｢ も っ と歌 い たい｣ とか感

じる こ とが できた ら､ それ こ そが音楽科 の授業の
一

番本質的な目標を達成できた ことに

なると考えるからで ある｡ 音楽を気楽に楽しむ こ とができたらそれはすばら しい ことだ

と考える｡ 中学校を卒業した後は ､ もう
一

生音楽の 授業を受けるチ ャ ン ス が ない とい う

生徒もたく さん い る ｡ そんな中で筆者は 中学校の音楽の授業を通 して ､ 生徒が ｢音楽が

好き ､ 音楽は楽 しい｣ と感 じて卒業して ほ しい と考えて い る ｡

第 2 節 ｢音楽｣ の持 つ 力

中学生に限らず､ 人は自ら求めて 音楽を聴く ｡ 好きなア ー チ ス トの C D を買 っ たり ､ ラ

イブや コ ンサ ー トに出か けたり ､ 音楽番組を T V やラ ジオで観た り聴 いたりす る｡ また ､ 歌

や楽器 を演奏する人たちは ､ 仲間を求めて集まり ､ ともに練習 したり コ ンサ ー トを開い た

り して楽 しむ ｡ 上級生 の活動の 様子を見聞き して ､ 吹奏楽部 にも未経験の 新入生た ちが希

望 を胸 に集ま っ てく る｡ 町 - 出ると ､ カ ラオケボ ッ ク ス もに ぎわ っ て い る し､ ほとん どの

種類 の 店舗で は B G M と して音楽が流れて い る｡ また最近では メディ ア の 進歩に よ り
､ 多く

の 人々 が 道を歩き なが ら ､ 電車 の 車中で も､ 携帯音楽プ レ
ー

ヤ
ー

で好きな音楽を聴く時代

にな っ て きた｡ また音楽療法等 ､ 医学や精神分析 の領域で も､ 音楽そ の もの を活用され る

ように なっ てきて い る｡ それ で は ､ 音楽には い っ た い どの ような力が あり ､
人 々 は そこ に

何を求め て音楽に 関わろうとす るの だろうか ｡ 村井が ､
"

音楽の心理的作用
"

に つ い て述 べ

て い る五 つ の力を要約 して挙げて み る17 ｡
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1 , ｢ 音楽に よ る気分の転導｣

音楽の 音の 流れ の 変化が ひ とつ の力道と考えた とき ､ それ は人間の感情の 力道

と酷似 して い て ､ その 音楽 を聴く こ とに よ っ て人 の感情をその 音楽の 力道に 引

きずり込む力 の ことで ある ｡

2 , ｢感情の誘発｣

現在持 っ て い ない感情が ､ 音楽に よ っ て誘発され る こ と｡ ある 曲を聴 い て突然

昔 の こ とが 思い 出され る こ と等は これ に当たる｡

3 , ｢ 発散｣

内に容積 して いた もの が外 に表現され る状態｡ カ ラオ ケな どで歌うこ とや演奏

する こ と以外 にも､ 鑑賞の ような運動を伴わな い音楽活動で も発散が起こ る｡

4
,
｢ 感情の 高揚､ 鎮静､ 正常化 ､ 浄化｣

音楽に よる気分の 転導は ､ その方 向に よ っ て高ま る方向 ､ 静ま る方向 ､ ある い

は正 常化 の 方向な ど様 々 な方向が存在す る｡ それぞれ の気分に 基づ い て ､ 高揚

的音楽､ 鎮静的音楽 ､ 調整的音楽 などの名で呼ばれ る ｡ また音楽を聴 い て 心が

洗われ るような気分に なる ことを浄化作用と呼ぶ.

5 , ｢ 励ま し､ 慰め｣

音楽を聴 い て励まされたり , 慰 められたりす る こ と｡

こ れらは ､
セ ラ ピ ス トが患者に音楽療法を行う際 に有効に活用されて い る音楽の 持 つ 力

で あるが ､ それは 音楽療法に限らず日常の生活 の中で 人々 が音楽に接す る際 に起 こ る ごく

自然な心 理的作用で もある ｡ 例 えば筆者が激 しい仕事で心身ともに疲れて い るとき ､ 帰り

の車 の 中で ゆ っ た り と した音楽を聴い て リラ ッ ク ス するこ とは , 感情の ｢鎮静｣ 作用や疲

れや ス トレ ス を ｢発散｣ し, 次の 日もまた頑張ろ うと いう方 向に ｢気分の転導｣ が 行われ

る こ とで ｢励 まされ｣ ｢慰め｣ られる｡ 多く の 店舗で流されて い る G B M に 関 して も､ 客の

購買意欲をそそ る よう , 商品 のイメ
ー ジや季節感を考慮 した選 曲を工夫し ､ 店の 商品を購

入 した いと いう ｢感情の誘発｣ を目的と して い る｡ そ の ような中で お客は ､ 商品を手にす

る喜びと同時にその 過程で ある シ ョ ッ ピ ン グその もの を楽 しん で い る0

また
､ 音楽を聴く こ とで こ の ような心理的効果 が あるから こ そ､ 人 々 は無意識的に 自分

の 求め る感情力道を有す る音楽を求め ､ C D を買 っ たり ラジオ を聴 い たり ､ コ ン サ
ー

トに出

か けた りする の で はな い だろうか｡ そ してそ の音楽の持 つ 力道に自分 の感情を同化させて

いく こ とで 自分の感情を コ ン ト ロ ー ル しようと して い る と考 えるo また ､ 中学校で 生徒が

吹奏楽部の ような音楽ク ラブに入部 してく るの も , その 理由の 1 つ に音楽活動 を通 してそ

の ような心理的作用を求め て集まっ てく る の では ないだ ろうか ｡
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第 3 節 ｢音楽｣ と ｢ コ ン テイ ナ 一

機能｣

同 じ音楽でも ､ それを聴く人 の 心 の 状態に よ っ て ､
心地よ い と感 じたり不快に感 じたり

す るの で あるが ､ 人は誰もそ の ときに 心地 よ い と感 じる音楽を求めて い る｡ そ して ､ 心地

よ い音楽に巡 り会い
､
それに浸 っ て い るとき , その 人の 心 はそ の 音楽の世界に包まれ ､ 様々

な ス ト レ ス か ら解放され る｡ 筆者は ､ 人 々 が心地 よい音楽に浸 っ て 心 を解放 して い るとき ､

赤ん坊 の時 に母親の乳房 を口 に含んで ､ ま どろん で い る状態と共通す る安心感を得て い る

の で はな いか と考える｡ 村井が先述 の 4 で 言及 して い る ｢感情の 浄化｣ の項で彼 は ｢ 音楽

は 空調機の ようなもの で ､ 心 の中の 古い汚い空気 を音楽に よ っ て新鮮化す る作用 を持 っ て

い ると言 えます1 8｣ と述 べ て い る｡ つ まり ､ 人 々 は音楽を聴く こ とで ､ 心 の 中に あっ た不安

や 苦痛､
ス ト レ ス などを音楽の 中に吐き出 して ､ 音楽とい う洗浄機 がそれ を清浄化 して新

しい 気分になる こ とが でき るo 言 い換えれば母子 関係 にお い て母親が コ ンテイ ナ
一

機能を

持 つ ように ､ 音楽に はそれ を聴く人 の心 を コ ン テイナ - と して包み込み ､ 様 々 な感情を
一

旦取 り込む こ とで ､ それをより受 け入れやす い形 に変えて 再び人 の心 に返すと いう コ ン テ

イナ 一 機能を備 えて い ると いう ことができ る の では ないだろうか｡ ( 図)

図 : 音楽と人 の間の 関係性

図に示 したよう に ､ 人が 心 の 内に持つ ｢ 喜び ､ 悲 しみ ､ 寂 しさ､
疲 労感､ 焦 り ､

い らだ

ち
,
とまどい

､
感動 の欲求｣ な どの 様々 な感情を自分 の好きな音楽､ つ まり 自分 の感情力

道に あっ た音楽を求めそれ を聴 い て心 を浸す ことで ､ その 音楽が コ ンテイ ナ
- と して働き

それ らの様々 な感情を高揚､ 鎮静､ 正 常化､ 浄化す る｡ ｢喜び｣ は それを満足感と して高揚

させ
,

｢悲 しみ ､
寂 しさ

､
疲労感｣ は正 常化 ､ 浄化 して ｢ 癒 し､ 安らぎ､ リ ラ ッ ク ス , 元気 ､

リフ レ ッ シ ュ
､

エ ネル ギ ー

｣ に変 えて ､ ｢欲求不満 ､ 焦り ､
い らだち

,
とまどい｣ は鎮静化

18 ｢ 音楽療法 の基礎｣ 村井靖児 音楽之友社 (1 9 95) p . 5 5
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して ｢ リ ラ ッ ク ス ､ 安JL ､｣ 等に変えて ､
｢感動 の欲求｣ は それ を満たす ｢感動｣ と して ､

人

の 心 にフ ィ
ー

ドバ ッ ク され る｡

こ の ように ,

｢ 音楽｣ には人の 心に ある様々 な感情をより自分 の受 け入れやすい 形に変え

てくれ るとい う
"

コ ンテイ ナ - と して の 力
''

を持 っ て い ると言 え る｡ そ して ､ 人 々 が好み

の音楽 を求 め るの は ､ 音楽の も つ そ の ような力 を直観的ある い は経験的に感 じ取 っ て い る

か らで はない だろうか ｡
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第4 章 吹奏楽部顧問の視点 から

こ の章で は ､ 筆者が顧問をして い る橋南中学校吹奏楽部 の本年度(平成 1 9 年度) の活動 を

記録 ･ 検証 しなが ら､ 実際の 生徒の様子や演奏の 変化 を追 っ て いく こ とで ､
これ まで述 べ

て きた概念の 必要性を確認 し､ 教育実践の 中で応用す るた め の 更なる課題 を見出す こ とを

目的とす る｡ その 方法 と して ､ 生徒の様子を より客観的 ･ 具体的に捉えるた め に ､ 筆者自

身の指導の記述 とともに ､ 筆者の 指導の様子を第三者が参与観察 した記録や ､ 随時行 っ て

きた生徒 - の ア ン ケ
ー

ト の結果 を織り交ぜなが ら論 じて い く｡ 本校吹奏楽部は ､ 年間を通

して様 々 な学校行事や演奏会 - の 参加等の活動 を行 っ て い るが ､ こ の章 では 主に ､ 夏の 吹

奏楽 コ ン ク
ー ル を目標に練習 した時期を中心に 焦点 を当て る｡

第1 節 橋南中学校吹奏楽部の現状

筆者が本校に赴任 して今年で 11 年目になるが ､ その間ま る ごと現場を離れ大学院で研究

した昨年度 ( 平成 1 8 年度) 以外 ､ 毎年吹奏楽部の顧問を担当 して い る｡ 今年度 4 月 の時点

で , 部員数は 3 年生 24 名 ､
2 年生 1 8 孝. に加 え､ 2 3 名 の 新入生が新た に 入部 して合計 6 5

名で ス タ ー

ト した｡ 津市内の 中学校の 吹奏楽部で は人数的に はやや多い方で あ る｡ 現在吹

奏楽 コ ン ク ー

ル で は
､
30 名まで が小編成､ それを超 えると大編成と いう規定に な っ てお り ､

本校は近年､ 2 - 3 年生を中心に 4 0 名前後で 大編成と して 出場 して い るこ とが多い ｡ コ ン ク

ー ル で の 成績は , 県大会 で銀賞と いう年が多く ､ 例年 ｢ 目指せ金賞 ･ 目指せ 県代表｣ とい

っ た こ とを目標に コ ン ク ー ル に臨んできた｡

中部地 区で は ､ 全国で毎年繰り広 げられ る朝日新聞社主催 の吹奏楽 コ ン ク
ー ル の 他に ､

中日新聞社が 主催す る中部日本吹奏楽コ ン ク ー ル ( 以下 ｢中日 コ ン ク ー ル｣ と表記) とい

う こ の地域だけの コ ン ク ー ル が あるo 中日 コ ン ク ー ル 三重県大会の 中学校の 部では例年､

朝日 の コ ン ク ー

ル が 終わ っ た後に申 し込み の締 め切 りが あり ､ 9 月 の初旬に 県大会が行 わ

れ る｡ 学校に よ っ て は 3 年生 の 引退 の時期が延 び る こ ともあり ､ 参加 しな い と こ ろもある

の だが
, 筆者 の赴任 2 年目か ら橋南中も参加 を して い る19 ｡

例年通 り本年度も吹奏楽 コ ン ク ー ル に参加するに 当た り , 朝日 コ ン ク ー ル の課題曲は マ

ー チ 4 曲の 中か ら 1 曲を選択 して演奏するの で あ るが ､ 4 曲全て 音出 しをして相談した結

果 ､ マ
ー

チ ｢ ブ ル ー

ス カイ｣ に決定 した｡ 自由曲に つ い て は ､
こ こ 3 年間作曲家の鈴木英

二氏 の 編曲に よ る作品に挑戦 して好結果を得て い る こ ともあり ､ 同 じく鈴木英二 氏の 編曲

作品で ある ヨ ハ ン ･ シ ュ トラウ ス Ⅱ作曲の
"

喜歌劇 ｢ こ うもり｣ セ レ ク シ ョ ン
"

と いう曲

19 巻末に資料と して ､ 本校の コ ン ク ー ル参加 の 記録 (1 9 97 - ) を掲載した｡

3 7



を演奏す るこ とに な っ た｡ 近年人気を博して い る鈴木氏 の こ の シ リ ー ズは ､ 中学生や高校

生に も音域や技術的 に無理 の ない ア レ ン ジで あり なが ら､ 深 い 音楽表現が でき る作品と し

て 知られて い るが ､ 筆者もその 素晴ら しさに 共感 し､ 氏 の ア レ ン ジ作品を取 り上 げるの は

4 年連続となるが生徒の 賛成も得られ決定 した .

コ ン ク ー ル に出場するメ ン バ ー

は例年通 り 3 年生 2 4 名 ､
2 年生 1 8 名 に打楽器 パ ー トに

1 年生 1 名を加 えた合計 4 3 名とい う形で準備を整えた2 0 ｡

第 2 節 音楽指導にお ける情動調律

実際 に生徒に演奏指導をす る際､ 指導者は 生徒との 間で どの ようなや りとり をすれば効

果的に指導す る こ とが でき るの だろう｡ その演奏箇所に対 して ､ 指導者がイ メ ー ジ して い

る理想的な演奏を様 々 な形で生徒に伝えなが ら ､ 最終的 に生徒自身が それを自分 のイメ
ー

ジと して表現できれば よい と考 える｡ そ のた め に指導者は ､ 様 々 な言葉や自らの 声や演奏

で生徒の 表現を引き出そうとす る｡ それは ､ 指導者からの
一

方的な指示 では なく ､ 指導者 ･

生徒間 の相 互 のや り とり を通 して ､ 生徒が指導者の 求め る音楽 を自分の 音楽と して習得 し

て い くの で は ない かと考える.

以下は 6 月初旬 ､ コ ンク ー ル の課題曲の 橋南中吹奏楽部のセ ク シ ョ ン練習の様 子に つ い

て の参 与観察記録 で ある2 1 ｡ 文 中の ｢ T ｣ は筆者､
｢ C｣ は 生徒の発言を表す ｡ また ､ 生徒の

演奏部分は ｢ ♪1 - 1 4｣ で表されて い るが ､ その右 ( ) 内の斜体字部分は ､ 生徒の 演奏に

対 して筆者が感 じた評価を書き加えたもの で ある｡

セクション練習

パ ー ト練習後 ､ ピッコロ ､ フル ー ト､ オ ー

ボエ ､ クラリネット､トランペット､ アルトサックス､ グロ ツケンの

メンバ ー

でセクション練習を行っ た｡ 練習箇所は､ 課題曲｢ マ
ー

チ ブル
ー

スカイ｣ の｢ C｣ の前4 小節

闇で ､ メロディを担当するメンバ ー 全鼻が集まった｡

まず ､ 先生の指示でチュ
ー

ニ ングをした｡ 先生は ､ 姿勢 ､ 喜色く吹き方) に注意しなガら進めてい っ

た｡ チュ ー ニング後は ､ ピッチB b から下行( アルト､ トランペット 一 っラリネット - ピッコロ ､ フル
ー ト､ オ ー

ボエの慣で入る形で) を行った｡

2 0 それ以外 の 1 年生は ､
9 月 の 中日 コ ン ク

ー ル に ､ 県大会 のみで 人数制限な しと いう ｢ 任

意の 部｣ と いう部門があり､ 毎年こ の 部門に 出場す る こ とを目標 に練習 して い る ｡ 今年

も ｢F olkl o r e f o r B a n d｣ を自由曲に選び 22 名で こ の部門に出場す る こ ととなっ たo
2 1 参与観察 : 日下瑠子 ( 三重大学大学院教育学研究科1 年)
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場面 1
+
ロングト ー

ン

丁 : 準備が悪いといい書出ないし､ 逆にいい書出そうっていう気持ちがないから準備が悪い ｡ 気

持ちが ､ ここに何しに釆てるかっていう気持ちが足りんの さ｡ いい書を､ 最高の ､ このメンバ

ー

で 最高のこの4 小節を作りに来たんやからそのつ もりで1 つ1 つ の書を出さないと､ どんだ

け時間かけて練習しても気持ちガ伴って ないと｡ 要は ､ 三重県で1 番うまいC の4 小節前作り

に釆てるんやから｡ わかった?

C : はい !

T : ｢ ペ ー

ツ｣ って書出してそんなんできるわけないやんか ｡ もう1 回やり直しな ｡

場面 2 メロディ練習( その
+
1 :テンポ88

T : せ っ か< 集まっ てきたんやから､ 頭と心精
一 杯使ってやらないと､ コ ンク ー ルで上位狙っ てる

とこは ､ それ<
b

らい手練習しとるんや｡ 6 月9 日の土曜日にそれぐらい やっとるわ｡ その中で ､

なんとな< やっとって先生が教えて< れるかなあって ､ そんな気持ちでやっとったら､ お前ら

ガ最高の気持ちでやらんと絶対いい音楽はできん｡ お前らガ作るんやで ､ お前らが良い音楽

作るんや｡ 1 ･ 2 ･ ･( 先生がカウントする｡)

♪1 : ㈲ 賛助必孟坑 出だしがぞうっ てい鹿か 3 jE
-

)

T : (とめろ) 最初悪かったやろ｡ もう1 回､ 1 ･ 2 ･ ･ ･

∫2 : 他出望//y f 5 っ虐カて137,f5 0 /j Z Z 1ガ 肪 つい てい a)

T : ( メトロノ ー ム) 8 0 で練習した? 今
一

番やりたいのは音程もなんだけど､ 付点のリズムガタン

タタ(1 6 分音符) って正確に演奏できることが大事｡

♪3 : (1j 7 Z l 雌 花) く参ま玖 スピ
ー

佃紅 棚

T : ビワラ ー トもかけていいけど､ お前らテンポがゆっ < りやからっ て患のスピ ー ドも気持ちもゆ

つ < りになっとる｡ (模倣唱)

三 重県 -

のこの4 小節闇を作りに釆てるんやから､ 誰ガ聞いても､ ｢ むっ ちやうまい｣ っていう

演奏つ < りに来てるんやから｡ お前らにその気持ちガ､ 0 0 中学校に負けやんって言う気持

ちガあれば絶対出来る｡ 最高の4 小節! ! 1 と2 と3 と4 と

♪4 : (ま宏 脚 頗穿と 研 摩わら虐L ))

丁 テンションが違う｡ 1 と2 と3 と4 と

♪5 : ㈲ 曹す申ご少L / す
■

っ 勧 艶I 減 ら7?彪必 a)

- 中略 -

♪6 : 僻 卦 ラニ/ へ
'

i3J+ ぞ｣ 一 臓

T 俺が 一 緒に入っ たら音楽ガ生き生きするでしょ｡ 何でかって ､ 愚のスピ ー ドが違うから｡

♪了 : 触 闇
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T ちょっとよ< なったけどまだ｡ もう 一

回 ｡

♪8 : 紛 彦甥穿くをっ てきこ 屈葬に超勤感妙鳩むら7?彪必a )

T 付点の1 6 分音符もうすこし引っ掛けな(トランペットで範奏)

♪9 : (算定と ｢ 戯 つ熱気 空港媒先生の勢いLZ)参孟虜芳香必屠 軌 ようとするノ

最後まで緊頚感を緩めない !

この後､ ①フル
ー ト､ ピッコロ ､ オ ー ポ工④クラリネット､ アルトサックス､トランペット④オ

ー ボエ ､ ア

ルトサックス､ ブロッケン④全員の煩で何度か繰り返した｡ その中で ､ 教師は ､ 演奏のたびに1 6 分音

符･アクセントの位置･書の切りの勢い ･

フレ
ー ジング等を指摘し､ 出来るまで何度も繰り返した｡

易面 3 メロディ練習( その之: テンポを上げてい< 練習

丁 : 少し音楽に躍動感が出てきましたけど､ まだテンポがゆっ< りやからって苦らの気持ちまでこ

うなってるんですよ｡ ゆっ< りのテ ンポでも気持ちは前へ 前へ ｡ そうやって作っとかんとこれ

からテンポが速くなったときに躍動感のある音楽にならん｡ じやあ､ これから少しずつテンポ

を上げてい< 練習に入ります｡ ( メトロノ ー

ム) 8 8 で ｡

♪10 : 佑桝/LZ)b す 腺 なっL
-

f y /FT L
-

つい r 行伊すンrラ/ rラ密度 寛ノ

T : 駄目です､ 遅い ｡ テンポ上げたんだよ｡ もう1 臥 (トランペットで範奏)

♪11 : (妙L , す
■

っそぅっ T < a )

一 省略 一

丁: もう1 回全員で

♪12 : ｢ 7 - 8 僻 す申ぞこ8 0 郵 配′農産寛がi# 釆石よ5 / L
`

凌 a )

T : O K ! ( メトロノ
ー

ム) 8 8 クJ ア次 9 6 ! ますフル ー トだけ

C : はい!

* このようにしてクラリネット､ サックスと慣に作ってい< ｡

丁 : 苦ら自身が｢ ああ楽しい｣ っていう気持ちに本気でならんと､ 楽しさは伝わらん｡ 1 0 4 ! ここか

ら1 6 分音符が甘< なり始めるから気をつけて ｡

♪1 3 : (こ1 かあL
-

クから､ 貞:軌だろガら宥産軌 = 兼好をL , ようとい う努L 臓 必a)

T : そう､ わりとよかった｡ ｢ T a a a n｣ っ て最後余韻つけて

♪1 4 : ｢
一

助 法曹 働 芽早く変給す盲ように凌っ r く盲)

T : 手の演奏で三重県で 15 位< らい かな ｡ 何が足らんって ､ 気持ちが足らない ｡ もっとこう､ こう

やっ て向かいたいって気持ちが足らない ｡ まだ準備が遅いし｡

♪1 5 : L # g tZ?最初と比/ aヾ と､ 点 斬 a よう庇藤島 .生産の重野 慨 で 臥 (玖よ5)

T : O K ! ､ 今のいいです｡
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曲の練習に入る前に､ 教師は様々 な角度から生徒の精神面に訴えかける言葉がけをしている｡

テンポを上げてい< 中で ､ 教師は ､ ｢ 息のスピ
ー ド｣ ｢ 音程｣ ｢ 書の切りしっかり｣ と技術面を言葉で

示しながら､ また､ 教師自身ガトランペットで
一

緒に演奏して生徒に示してい た｡ 教師が
一

緒に演奏

することで､ 生徒は ､ 教師の真似をしようとして合わせていけた｡

また､ 教師は生徒ガ吹き終わるたびに上記のような注意をし､ うま< 出来たときは｢ O K ! ｣ ｢ 今の

いいよ｣ と褒めた｡ ｢ 生徒が吹き終わる｣ - ｢ 教師のアドバイス｣ - ｢ 次の指示｣ の テンポガ心地よ< ､

だんだん生徒も真剣な顔つきになり､ 音程･ 患のスピ
ー

ド･ フレ
ー

ズが合っていった｡

教師は ､ 指導の言葉の端々 に｢ 三重県で○位< らい｣ ｢ 0 0 中よりも｣ ｢ 三 重県で 一 番の｣ と具体的

なものを提示していた｡事昌導の中で｢ 三重県で1 番｣ という指導者が示した具体的な言葉は生徒の動

機付けを高めたと考える｡

まず場面 1 の ように話すこ とで ､ 集ま っ た生徒たちに こ の練習で具体的に どの ような演奏

を創 っ て いく の かと いう目標を同 じレ ベ ル で持たせ る こ とを意図 した o 次に ､ ♪ 1 - 5 の

ように 示す こ とで
､ 筆者が具体的に どの ような レ ベ ル を求めて い るの かを生徒に伝 え よう

と したo さらに
､ 言葉だけでは伝えきれない音の ニ ュ ア ン ス を伝える方法と して ♪ 6 - l l

の ように実際に トラ ン ペ ッ トを使 っ て演奏 して聴か せ ,

一

緒に吹 い た り ､
また生徒だけで

吹か せ てみ た りと い うやり とり を繰り返 しなが ら､ 徐 々 に生徒自身が 自分の 音楽と して 表

現で きる ように した o そ の間 の言葉がけと して ､
イ メ ー

ジをもた せ るた め に ｢ 息 の ス ピ
ー

ド｣ や ｢気持 ち｣ の持 ち方などを言葉で伝えなが ら, うまく いくまで 徹底 して繰り返 した｡

そ の中で い い演奏が できたときには 間髪入れず ｢ ちょ っ と良く な っ た｣ ｢O K ! ｣ と成果 を認

め る言葉をかける ように した｡

しか し､ これ らの 言葉が けや トラ ン ペ ッ トを用 い た範奏な どは ､
その都度筆者が頭 で考

えて行動 して い ると言う よりは ､ い い 演奏を引き出 した い とい う願望 から ､ 直観的に体が

そう動 い て い ると い う方が的確で ある｡ 生徒と指導者の 間に ｢ よ り良い演奏を創りた い｣

と い う共通 の 目的が持て たとき ､ 生徒の演奏に対 して指導者は直観的に言葉を発 し､ 演奏

して聴 かせ る｡ それを受けて生徒は また直観的にそれ を真似 して 自分 の も の に しようとす

る｡ その ようなや りとり の繰り返 しに よ っ て
､
徐 々 に生徒自身が 指導者の求 め る演奏を自

分 の力で 出来 るようにな っ て いく ｡

こ の 練習の中で ｢ ♪｣ で示 した部分 の繰り返 し練習が なか っ た と したらどうだろう｡ 演

奏を媒介と した 情動 のやり とり な しで ､ 単に言葉で の説明だけで果 た して音楽 の も つ 勢い

や細 か い ニ ュ ア ン ス まで も生徒に伝 えるこ とが出来る だろうか ｡ こ の練習を通 して ､ 音符

を追うようにた だ楽譜通り に吹く こ と しか出来て い なか っ た生徒たちに ､ 言葉で説 明する

だけでは なく , 教師が同 じように模倣を して歌 っ た り ､ 楽器 で生徒の 真似を して 吹 いて聴

か せた りする こ とで ､ 自分た ちの演奏に足らない もの を具体的 に自覚 し､ 理想的な演奏の

形をは っ きり と目標 と して定め る こ とが出来た ｡ さらにそ こ か ら､ その 部分 を反復練習す
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る中で ､
｢生徒が吹き終わる｣ - ｢教師の ア ドバ イ ス｣ - ｢ 次 の指示｣ とい うサイ ク ル を繰

り返 しなが ら徐々 に生徒の 演奏が教師のイ メ ー

ジす る演奏の 形 - と近 づ い て い っ た o

筆者は こ の ような形 で指導す るとき､ 第 1 章で述 べ た S t e r n の
``

情動調律
"

との 共通点

を見 出す こ とが出来 ると考える｡ 泣 いて い る赤ん 坊に母親が ｢ おお ､ よ しよ し､ どう した

の お｣ と語 りか け抱き上げてその 全て を受け入れ るように ､
生徒の未完成な演奏に対 して

｢な るほ ど､ そう吹きた い んだね｣ と
一

旦受 け入 れる｡ 赤 ん坊 の泣き声の ト ー ン に合わせ

て母親が語 りか ける声 を変化させ ､ そのや りとりを繰り返す ように ､ ♪3 の彼の ｢模倣唱｣

の ように ､ 教師が 生徒 の演奏を真似 して聴 か せ る こ とで ､ そ の欠点 を自覚させ ､
再度生徒

に吹か せて み る ｡ 赤ん坊の 背中をトン トン とたたくテ ン ポが 次第に ゆるんで 落ち着いて い

く ように ､ 教師の 求め る演奏に
一 歩近づく ごとに ｢そう ､ 今の 良か っ た｣ と褒めなが ら次

の 注文 を与えて い き ､ 最終的に赤ん坊が母親の腕 の 中で安心 して眠 りに つ く ように ､ 教師

のイ メ
ー

ジ して い たような演奏を生徒が自分の表現と して 出来 るように なるo こ の ような

母親と赤ん坊 のや り とり と､ 演奏を通 した指導者と生徒の やり とり には
"

情動調律
''

と い

う共通する概念が あると筆者は考える｡ そ して それ を通 して ､ 記号で書 かれた音符をそ の

まま吹 い て い た だけの 生徒の 演奏に ､ 生徒自らが ｢ 生命｣ を吹き込む こ とが 出来 るように

なる の では ない だろうか｡

音楽表現は ､ 数学の ように決ま っ た
一

つ の答 えが ある訳で は ない の で
､
そうい う意味で

は指導者が イ メ ー ジす る音楽 を生徒に教える こ とは が なか なか容易で はな い ｡ しか し､ こ

の ように心で感 じて い るイメ ー ジを情動調律とい うや りとり を通 して相手に伝えて いく こ

とで
､ 文字や言葉だ けで は伝え切れない音楽の も つ 感情的な部分 を教 えて いく こ とが 出来

ると筆者は考えて い る｡ 言 い換えれば､ 音楽の 持 つ 情動 を表現す るような部分は ､ 言葉や

文字だけで は伝 える ことは出来 ない ｡ それ を生徒に教え伝えて 生徒がそれ を自分の 表現 と

して獲得す るため に は ､ 音楽の 指導者は
"

情動調律
"

の概念を使 っ た生徒との 音楽 のや り

とり を媒介と して伝えて いく必要が あるとい える の では ない だろうか 0

第 3 節 目標設定と部員の居心地 の 関係

クラブで何らか の行事に取り組もうとする場合､ どの ようなス テ ー ジに したい の か
,
それ

まで の練習期間を考えて い つ までに どれくら い完成すれば良い か とい うような長期的な展

望に 立 っ た計画 を立 て る こ とが 必要である｡ 夏 の コ ン ク ー ル で最高の演奏をす るために
､

い っ の 時期に何 をなす べ きか とい う長期計画を立 て ､ そ の計画 と現状を考え合わせた上 で

初めて ､ 今日 の こ の時間にすべ き練習内容が見 えてく る の で ある｡ そ して ､ 練習の進み具

合に よ り ､ 現状は 常に変化 して いく の で ､ 定期的に ｢ 今の 目標は これで よい の だろうか｣

とい う視点に立 ち､ 必要が あれば見直して いく必要が ある｡

こ の節では ､ 橋南中の コ ン ク ー ル に 向けた練習の中で ､ その ような長期間にわたり目標
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を設定 して いく様子 を､ 時期を追っ て記述す る｡ そ して
,
そ の 目標 の 内容と , 生徒の感 じ

る
､ 吹奏楽部にお ける｢居心地｣ の 変化を追っ て いく ことで ､ 吹奏楽部とい う空間が ､ 部員

たちに と っ て コ ン テイナ -

と して機能して いく こ とを検証 して いく｡

4 』 当塑

コ ン ク
ー ル 参加 の 目的に関 して ､ 全部員と顧問とで共通理解22 が できて , 参加す る ことが

決定 した ら
､
具体的な到達目標 が必要に なる. 吹奏楽 コ ン ク ー ル で は ､ タイ ム オ ー バ ー 等

で失格 しない 限り
､
全て の 出場団体に金銀銅 いずれか の 賞が授 与され る｡ そ して その 上位

チ ー ム か ら
､ 規定に より決め られた数の県代表チ

ー ム が発表され る ｡ 今年度､ 朝日 コ ン ク
ー ル にお い て 三重県 の 中学校大編成の 部で 県代表 と して東海大会に出場 でき る県代表 は 3

チ
ー ム とな っ て い た ｡

そ こで
, 本校では 4 月 当初部員た ちと相談 を進め る中で ､

｢ 今年 の コ ン ク ー ル の 目標は ? ｣

と尋ねたとこ ろ
､
｢ 金賞｣ ｢ 県代表｣ ｢ 東海出場｣ ｢東海金｣ ｢ 全国大会｣ など､ 様 々 な意見が

聞かれた｡ 前年度は朝日 コ ン ク ー ル が銀賞､ 中日 コ ン ク ー ル が金賞だ っ た こ とか ら考える

と, 妥 当だと思える意見もあるが ､ 現実離れ した意見も平気で 出てく る｡ ｢ い い演奏が した

い｣ とい う共通 した 目標は 明確に あるもの の
､ 具体的に今自分たち の力は どの 程度で ､ 自

分た ちが 目指す べ きも っ とも適切な到達目標をどこ に設定 した ら よ い の か は ､ そ う簡単に

見 えてく るもの では ない ｡ それは ､ 生徒の 現在の 能力だ けで なく ､ これか ら作られるク ラ

ブ全体 の 一

体感や ､ コ ン ク ー ル に向かう
ー 人 一

人 の意気込み に よ っ て演奏の レ ベ ル が 大き

く変わ っ て いく か らで ある｡ とりあえず こ の時点で はそれ以 上具体的には論議で きる状態

で は ない と判断 した が ､
これか ら練習を進めて いく 上で徐 々 に具体的な目標設定をす る必

要が ある ことを部員た ちと確認 した ｡

こ の 時点 で生徒に はまだ話 して い なか っ たが
､ 筆者自身の 心 の 中で設定 して い た目標は

県大会で 3 位以内に 入 っ て県代表になる こ とだ っ た｡ 今年 の橋南中学校の 実力と して努力

次第で実現で きる かも しれない とい う筆者なり の期待を持 っ て いた｡ しか し､ 同 じ大編成

の 部で出場 してく る学校は年々 増えてきており､ ( 今年は 2 5 校) その 中で代表 の 3 校に入

る こ とは相当難 しい こ とで もあるの も事実で ある ｡ どこまで到達で きる かは わからない け

れ ど, 最終的な目標 とす るには妥当な線だと考えて い た.

2 2 コ ン ク
ー ル参加 の 教育的意義に つ い て

､ 筆者の 考えを補遺 (p . 6 4) に記述 した ｡
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6 月 9 日 ( 土)

以下は ､ 6 月 9 日 ( 土) の練習の参与観察記録か らパ ー

ト練習中に参与観察者が各部屋 を

回り ､ コ ン ク ー ル の 目標に つ いて尋ねた部分 の記録で ある｡

部員の目的意識について

B o xl (円,O b)
.

日下 : 今年のコンク ー ルの目標は?

部員 : え っ(パ ー ト鼻の顔を見る)

日下 : 目標をどうぞ

部員 : 代表?

日下 : お -

｡ 乗海代表 ? 全国?

部員 : え､ あ ー

､ どうしよ｡ 全国に行く

調 Q室 賀≡

日下 : パ ー

トリ ー ダ ー

さん､ 享年のコンク ー

ルの目標は ?

パ ー トリ
ー

ダ
ー

: 目標? 目標は ､ 朝日のコンク
ー

ルで代表､ 東海で金賞!

B o x 3 (E u p h)

日下

部鼻

白下

部鼻

パ ー トリ ー ダ ー さん､ 多年のコンク ー

ルの 目標は ?

乗海 1 番になって ､ 朝日で東海でたら中日って出られないんですかね?

いや､ いけるやろ｡

じゃあ､ 中日もできれば東海いきたいです

郭鼻にコンク
ー

ルの目標をインタビュ ー した｡ しかし､ 初対面だったこともあるのか ､ 部鼻は ､ ｢ え ー

つ｣ と困ったような顔をし､ 顔を見合わせた｡ 部鼻は､ どうしよう､ 何と答えようと考えて ､ ｢ 朝日のコ

ンク
ー ルで金賞､ 東海出場｣ という目標が出てきた｡ パ

ー

トによって は ､ さらっと目標が出て< るとこ

ろもあった｡

部員の中で ､ 目標が明確になっ ていないので はない かと感じた｡ 朝日のコンク ー

)L ,で 金賞､ 乗海

出場､ 乗海大会金賞等､ 目標があればそれに伴った練習が子ども達から自然に行われるであろう｡

目標をもっと明確にし､ 子ども達の中で練習に向かう気持ちを高めることが必要なのではなし1 か｡
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4 月 か らすで に 2 ケ月 も経過 し､ コ ン ク
ー

ル 本番まで残り 2 ケ月 と いう時期で ､
こ の よう

な意識 の状態で あ る｡ こ の 時期､ 練習内容はまだ ｢ ゆ っ く り の テ ン ポで楽譜通り 正確に｣

とい う段階だ っ たの で ､
そ の 日の前 の 目標 を達成するだけで精

一

杯 で ､ コ ン ク
ー

ル その も

の の 最終目標 を設 定す ると ころまで の意識 には 至 っ て い ない ｡

さて
､
こ の ような状態の 中で ､ 生徒たちは い っ た い こ の ク ラブ をどの ように感 じて い る

の だ ろうか ｡ 吹奏楽部は部員 たちにと っ て居心 地 の よ い場所 とな っ て い るだろうか ｡ こ の

日 の 練習後 の ア ン ケ
ー

トで ｢吹奏楽部は居心地が い い と感 じま した か ? ｣ とい う質問を し

たo それに対 し 5 段階で自己判断す る形で以下の ような回答結果が得られ た｡

た と

て

も

感
じ

じ ま

た あ

ま

あ

感

感
じ

た

な あ
か ま

三去
じ

か 全
つ く
た 感

じ

な

吹奏楽部は居心地が い い と感じま したか ? 5 4 3 2 1

回答結果 ( 6 月 9 日)

5 4 3 2 1

3 年生 ( 2 2 人) 9 6 5 2 0

2 年生 ( 1 6 人) 6 3 3 1 3

1 年生 ( 2 0 人) 1 8 2 0 0 0

合 計 ( 5 8 人) 3 3 人 1 1 人 8 人 3 人 3 人

結果の考察

1 年生が 5 と 4 だけに集中 した 理由は ､
こ の 日 の午後 の練習で 1 年生が全員 の 前で短 い

ソ ロ 曲をひとりずつ 発表する とい う企画が あり ､

一

人
一

人に上級生全員が コ メ ン トを書い

て渡 した りア ドバイ ス を した り したこ とが彼 らに と っ て とて も充実感を感 じる要因とな っ

た こ とが 考えられ る｡ またその後 ､ 自由曲の 楽譜 を初めて配 られ ､ 上級生がとなりでそ の

曲を合奏 して聴か せ るとい う取り組み をしたこ とも ､ 1 年生 に とっ て は かなり プ ラ ス の 刺

激 に な っ た と思われ る｡ これまでず っ と基礎練習ばか りで教師の 指導も上級 生に偏りが ち

で あ っ た の が
､
こ の 日初め て自分たちが主役 の ように感 じて嬉 しか っ たこ とで ､ 全員が 居

心地が よ いと感 じた の だと考える｡ 1 年生が記 入 した理由も
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･ 5 r 先 パ イが任しい し､ 直した方がいいとこや ､ アドバイスをはっきり書いてくれるし､ な によL)

楽器を吹いてい るのが楽しい ｡ ｣

I 5 r 先半の人たちが いいところはよか ったとい ってくれ て､ よくない所はダメとい っ てくれ ､ こ こ

にいて ( がん ばれば) うまくなれ るカナと患えた ｡ ｣

1 5 r 吹奏楽辞で音楽を耳凱 1 ていると落ち着く｡ そういうことで居心地イ ー ナ ー と思いました! ｣

とい うように ､
こ の 日の練習で こ の ク ラブを充分に楽 し いと感 じて い る こ とが うかが え る｡

しか し
､ 以下に示 した 2 - 3 年生の状況は 1 年生 とはだ いぶ違う｡

･ 5 ｢ 楽しいし集中できるし毎日が輝いているから｣ ( 3 年生)

I 4 r 先牛後牛が仲が よくて ､ 時には注意されたL) 怒られたL) するけど､ それが成長にもなるか

ら｡ ｣ ( 2 年生)

I 3 r まだ自分が先牛という立場になって時間が 少ない し､ しっかりして いな い部分が あって .

部活以外の好きなこととの 両立の不安が あり､ まだ不安定です｡ 先年が自分をどう患ってい

るかも不安です｡ ｣ (2 年生)

I 2 r み んなのやる気に差があるから｡ ｣ ( 3 年生)

･ 1 ｢ 何も楽しいと思わない ｡ 練習きつくて - ･ 頑張れそうな気がしません ｡ あと､ 仲良くでき

な い ｡ ( み んなと) ｣ ( 2 年生)

( * 全長のコメントを文末に掲載した)

こ の 日 1 年生は 一

人もつ けなか っ た ｢ 2 ｣ や ｢ 1 ｣ を つ けた生徒が 上級生に は 6 人もい

る o 同 じク ラブで活動 して いなが ら､ 6 0 人もい るとそ の とら え方は実 に様々 で ある こ とに

驚かされ る ｡ 顧 問と して大切な ことは ､
こ こ で ｢ 2 ｣ や ｢ 1 ｣ と書い た生徒に し っ か り と

目 を向ける こ とで あろう｡

｢ 2 ｣ と書い た 3 年生はク ラリネ ッ トの パ ー

トリ ー ダ ー

で 副部長も兼ねてお り ､ 人
一

倍

向上 心が強く ､ み んなで心 を 1 つ に して全力 で頑張り たい と い う気持 ちを持 っ て い る生徒

で ある｡ しか し､ 最近パ
ー ト内の 3 年生で欠席の多い子が い た り して 思 い通 り の練習が で

きて い な い こ とに不安と不満を感じて い る｡

｢ 1 ｣ と書い た の は 3 人の 2 年生で あるが ､ それ ぞれに 事情は あるもの の ク ラ ス の友人

たちと遊びた い の に休 日もク ラブが あ っ てそ の 時間が とれない 事が 最大 の 理由で ､ 少 しず

つ ク ラブ全体の 空気 に なじめなくな っ てきて い る｡ 個 々 に話 を聞くと ､ ｢ も っ と遊びたい｣

とス ト レ ー

トな言葉が返 っ てく る ｡ 3 人に対 して はそれぞれ に思 い を聞き取 り ､ 顧問の 考

えを話 しなが ら 一

緒に頑張ろうとい う働きか けを継続 した｡ また ､ 危機感を感 じて い たそ
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れぞれ の パ ー ト内でもそ の子 の気持ちを聞きなが ら何とか
一

緒に頑張れ る よう ミ ー

テ ィ ン

グの機会を持 ち説得 して いた ｡ しか し残念なが ら 3 人の うち 2 人が コ ン ク ー ル を前に ク ラ

ブ を辞め て い っ て しま っ た ｡

6 月 30 日 土 -

_
7 月 1 日 日

コ ン ク ー ル 本番 も約ひ と月後に迫 っ た 6 月 3 0 日 ( 土) ､ ｢ ゆ っ く り の テ ン ポで楽譜通り

に正確 に演奏でき る｣ とい う筆者の 考える第 1 段 階の 完成度まで 8 割方近づ いて きた｡ そ

ろそ ろ本格的な音楽作り に入 る時期がや っ てきた ｡ そ こ で ､ 自分た ちの 実力を客観的 に考

えて
､
こ の コ ン ク

ー ル で どこまで の 目標を設定す る の か具体的な到達ライ ン を考 える時期

が 来たと感 じた｡ リ ー ダ ー の 生徒た ちも､ 依然 と して は っ き り した 目標 の な いまま漠然と

練習を して い る状況に ミ
ー

テ ィ ン グの必要性 を感 じ､ 部員全体に その こ とを提案した｡ リ
ー

ダ ー た ちを中心に 同 じ思い を抱 い て い た生徒も多く ､ す ぐに 了解 しミ
ー

テ ィ ン グを開く

こ ととな っ た .

各学年に分 かれて ミ ー

テ ィ ン グの形 をとり ､ そ こで 学年 ごとに考 える目標 を出 し合う こ

とに した o こ の 時期 に音を出さずに ミ ー テ ィ ン グに時間をと るの はも っ た い ない ように も

思 っ た が , あえて じ っ くりとメ ン タル 面を統
一

する こ とに時間を割く こ とで ､ 演奏にも大

きく プ ラ ス にな ると考えた o こ の ミ
ー

テ ィ ン グで ､ 3 年生は以前 か ら問題 とな っ て い た練

習を休みが ちな A 子 の こ とに つ い て学年で本音を出 しなが ら
, 今後どう して いく の かを涙

なが らに思 い をぶ つ け合い話 し合っ た ｡

学年別 の 話 し合い が 終わり
､
全員で集合 し各学年で話 し合 っ た こ とを発表 し合い総括 し

て
､ 本校と して の コ ン ク ー

ル の 目標 を相談 した｡ その結果 ､ ｢ 県大会で金賞､ 県代表とな っ

て東海大会 - 出場す る｣ と いう目標に決定 し､ 顧 問の 考えと同 じライ ンで 生徒た ちも目標

を設定 してくれた｡

そ して こ の 日は 午前で練習を打ち切 り ､ 翌 日曜 日の 7 月 1 日 からその ミ
ー

テ ィ ン グの 結

果 をもとに 目標 を目指 して練習を開始する こ と とな っ た ｡

以下は翌 7 月 1 日 ( 日) の朝の様子の観察記録で ある｡

8 時の集合前に､ 部員ガ音楽室に集まりだした｡ 楽器を組み立てて いる子もいる｡ 8 時になると生

徒たちはパ ー ト毎にならんだ ｡ そして ､ ｢ オス｣ という挨拶で活動が始まった｡

ますは ､ 部長 ･副部長ガ出席をとる｡ その後､ 先生から話がある｡ 先生は 唱 標は ､ 県の代表になって

乗海大呈出場って ことで 一 応まとまったけど｣ と､ 話し始め､ コンク ー

ルに出場するということの意

義について話をした｡ 話し終わると､ ｢じゃあ､ 練習にうつ る前に何か見るか｣ といい ､ 一 昨年橋南中

ガ中日コンク -

JL ,で県代表になったときのビデオを見ることになった｡
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ビデオが始まると､ 生徒たうは
一

心にビデオを見つ めていた｡ 身体を動かさす にじっ と画面に食

い入るように見ている｡ 前に並んでいる 2 ､ 3 年生は ､ 特に真剣だった｡ 後ろのほうの 1 年生は ､ 遅刻

者が入ってきたら笑いかけたり､ しやべったりして いた が､ 上級生は ､ 喋ることもな< ､ 無言で見てい

た｡ 身体でリズムを取って いる子もいない ｡ この横手から､ 生徒たちのコンク ー

ルにかける真剣な気

持うがうかがえる｡ 上級生は何度かこのビデオを見ているということだが ､ ｢どうすれば､ ビデオの

なかの先輩のようになれるの か｣ ということが常に頭にあるのだろう｡ ビデオに写っているのが他

の学校で もな< 橋南中の自分たちの先輩だからこそ ､ 現実味があり､ 身体を揺らすなどの楽しむ余

裕がなし1くらい ､ ビデオを見させたのではないか ｡ また､ ビデオが終わってからも喋る生徒はほとん

どいなかった｡ 画面を見つめていたのと同じように､ 顔がこわばりどこかを見つめている｡ 友達同士

で目を合わせたり､ しゃぺったりということはほとんどなかった｡

こ の段階で ､

コ ンク
ー

ル に対す る気持 ちが大きく変わ っ た ように思う｡ 自分たちが コ ン ク
ー ル に参加す るに 当たり ､

これまで漠然と練習を してきたの だが ､
こ の 日 の ミ

ー テ ィ ン グ

を通 して ､ 自分た ちは こ の コ ン ク ー ル で何 を目指すの かが ､ は っ き りと した目標とな っ て

生徒た ちの 利 こ具体化 した o また ､ 欠席の 多い ひとり の 3 年生 の生徒の こ とに つ いて も ､

これまで気 になりなが らも本音をぶ つ け合う機会が なか っ た が ､ 今回その件に関 して もそ

れぞれが思 い をぶ つ け合 い ､ み ん なが心 の 中を出 し合うこ とでお互 い を認 め合い
,

コ ン ク

ー ル に向けて みん なで頑張ろうとい う方向に歩きだす こ とが出来た｡

そ して こ の 日 の練習後, 再度前回と同 じア ン ケ ー

トをと っ てみた｡ 比較の た め前回 6 月

9 日の 結果 を合わせて掲載して み る

問 吹奏楽部は居心地が い い と感 じま したか ? ( 6 月 9 日)

5 4 3 2 1

3 年生 ( 2 2 人) 9 6 5 2 0

2 年生 ( 1 6 人) 6 3 3 1 3

1 年生 ( 2 0 人) 1 8 2 0 0 0

合 計 ( 5 8 人) 3 3 人 1 1 人 8 人 3 人 3 人

問 吹奏楽部は居 心地が い い と感 じま したか ? ( 7 月 1 日)

5 4 3 2 1

3 年生 ( 2 2 人) 1 3 7 2 0 0

2 年生 ( 1 2 人) 3 6 2 1 0

1 年生 ( 2 0 人) 1 7 1 2 0 0

合 計 ( 5 4 人) 3 3 人 1 4 人 6 人 1 人 0 人
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締盟 u) 考察

今回 の ミ ー テ ィ ン グを した ことで ､ 特に 3 年生 に つ い て はか なり不安や不満が解消され ､

部員の 心が 同 じ方 向を向き始めた こ とが わか るが ､ 1 , 2 年生に つ いて は数字的に はそれほ ど

変化 して ない ようである｡ 各自の記入理由をいく つ か取 り上 げて見 ると､

･ 5 ｢ 昨日 ､ 自分の気持ちをぶつ けまくって ､ み んなの気持ちがわか っ てみん なと前よりも心が

深まったから｡ 何もかも話せる友達ばっかりだから! ! ｣ ( 3 年生)

･ 5 ｢ 青春! ! 最高の感動の場所｣ ( 3 年生)

･ 5 r 先半や友達と 一 緒にいて楽しいと患っ たから｣ ( 2 年生)

･ 4 ｢ ミ ー

テ ィングしたあとやし､ みん なの気持ちがそろい始め たのがちょっとわかったから｣

( 3 年生) ･ ･ ･ 前回 ｢ 2 ｣ だっ た副部長

･ 4 ｢ 忙しい けど､ 充実感があるから｣ ( 2 年生)

･ 3 ｢ ふ つう｡ たのしい｣ ( 2 年生)

･ 2 r 別にふつ - 1 ･ ･ ｣ (2 年生) 前回 r l ｣ で退部しな かった生徒

( * 全長のコメントを文末に掲載した)

と い う具合で ある｡ みん なが かなり真剣に本音をぶ つ け合 っ た ミ
ー

テ ィ ン グを経て ､
生

徒間に あ っ た不安や不満をぶ つ け合 っ て解消 し､ みんなで相談 した結果 コ ン ク
ー

ル も全員

が
一

致 して具体的な目標が持て たせ い か ､ ｢ 3 ｣ や ｢ 2 ｣ をつ けた生徒も否 定的な言葉は な

くな っ て いた ｡ ｢ 5 ｣ か ら ｢ 2 ｣ まで ばらつ きは あるもの の ､

｢ 楽 しくな い｣ ｢居 心地が良く

な い｣ 等の 言葉は 3 学年を含め て誰
一 人書 い て い なか っ た｡ こ の こ とから ､

たくさん の 部

員たちの 中で 自分 の 心の 奥で 思 っ たり感 じた り して い る こ とを本音で語 る こ とは なかなか

勇気 が い る し､ 難 しい こ とで あるが
､
それが集団 の 中で できた時,

その メ ン バ ー

は ｢ 雨降

っ て地固ま る｣ の こ とわ ざの ように強 い粋が できてく ると言 える の では な いだ ろうか｡ そ

の結果 と して ､ 吹奏楽部とい う場所が ､ 前回に比 べ て居心地が よ い と感 じる生徒が増えた

の だと考え られ る｡

8 月 5 日 ( 日) 朝日 コ ン ク ー ル当日

夏休みに入 り三 日間の合宿練習を終え､
い よ い よ コ ン ク

ー ル 当 日を迎 えた ｡ 四 日市市文

化会館で
､
こ れまで の 練習で積み重ねてきた全て を ス テ

ー ジで 出 し切 ろうとみん な頑張 っ

たo 吹奏楽 コ ン ク ー ル は ､ 指導者が指揮をして 生徒と
一

体とな っ て演奏表現す るため ､ 生

徒の 演奏と同時に指揮者の 音楽性も試される｡ つ まり ､ 指導者も審査され る対象とな るわ

けだ｡ 生徒とともに緊張感を コ ン ト ロ ー ル しなが ら舞台に上り ､
全員が 心 を

一

つ に して演
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奏 した ｡ 制限時間の 1 2 分が夢の ように過ぎて い っ たo 今まで で最高の 出来だ っ た o 演奏し

終わ っ た生徒 たちも舞台袖で鳴喝 して い た｡ それ は ､ 本番で の ほん の小さなミ ス に対す る

悔 しさで あ っ た り
､
それでも自分の全身全霊 を 12 分に凝縮 して表現できた感動と満足感の

涙で もあ っ た｡

出演 25 団体の演奏が全て終わり ,
い よい よ結果発表 の 時がきた ｡ 出演順に結果が発表さ

れ る｡ ｢2 1 番､ 津市立橋南中学校 - ･ A ｣ ( 聞き間違い を防ぐため ､ 発表 の アナ ウン ス は

金銀銅の かわりに A B C で発表され る) ｡ 会場に ｢ キ ヤ ー ! ｣ とい う歓喜の 声が響く｡ 念願

の金貨受賞で ある｡ これまで の 努力が報われ る瞬 間で ある｡ しか し今年度､ 本校の 本当 の

目標 は こ こか らで ある｡ 2 5 校中金賞が本校を含めて 5 校､ 銀賞が 1 8 校 ､ 銅賞が 2 校とい う

結果 で あっ た｡ そ して 最後に ､ 県代表 に選ばれる 3 校が発表 され る｡ 生徒た ちは皆, 祈 る

ような気持 ちで ア ナ ウン ス を待 っ た. こ の とき筆者も生徒と全く同 じ気持ちで あっ た . し

か し､ 残念なが ら本校の名前が呼ばれる ことは なか っ た ｡

チ ー ム 代表 と して賞状を受け取り舞台から帰 っ てきた 3 年生 の部長は ､ 舞台袖で待 っ て

い た筆者の顔 を見 るなり､ こ らえて い た涙が
一

気 にあふれた o それは金賞を受賞 したうれ

し涙では なく ､ 明らかに代表 になれなか っ た悔 し涙で あ っ た o それだけ真剣 に 目標達成を

目指 して い た の だ｡

終了後 ､ 目を真 っ 赤に泣きはら して集合 して い る生徒の 前で ､ 筆者は生徒た ちの健闘 を

称 え,
あと 一

歩で 目標に は到達できなか っ たけれ ど､
こ れまで の みん なの努力 に こそ宝石

の ような価値が ある こ とを話 した ｡ そ して ､ 翌日 の ミ ー

テ ィ ン グでは録音を聴きなが ら反

省点 を話 し合い ､
一

月後 の中日 コ ン ク ー ル に向けて今度 こ そ金賞､ 県代表 を目指そうと い

う新たな目標 を全員
一

致で設定 した｡

9 月 1 6 日 ( 日) 中日 ? ン ク
ー ル 当日

十 日あまり のお盆休み の 後 ､ 夏休み後半と 9 月 の 前半を全力で 中日 コ ン ク ー ル の練習に

取 り組 んだ｡ 自由曲は朝日 コ ン ク ー ル と同 じ曲を演奏す るが ､ 課題曲は新た に ス - ザ作曲

｢ キ ン グ コ ッ トン｣ に取 り組ん だ｡ 中日 コ ン ク ー ル は ､ これ まで上級生 の 陰で黙々 と練習

をして い た 1 年生も副顧問の指揮で 同 じ日に
"

任意の部
"

に 出演す るた め ､ 二 つ の チ ー ム

が それぞれ の 目標 に向か っ て頑張 っ た23 ｡

9 月 1 6 日 ( 日) ､ 当日 の会場は演奏 し慣れた 地元津市 にあるす ばらしい ホ ー ル ｢ 三重県文

化会館大ホ
ー

ル｣ だ っ た ｡
"

任意の部
"

が先に行われ ､ 緊張 しなが らも立派に演奏をした 1

23
"

任意の 部
''

は ､ 課題 曲 ･ 人数制限な しで ､ 表彰状も参加チ
ー ム 全て に ｢ 奨励賞｣ が授 与

され るが ､ 審査員の 評価と しては A B C を つ けて講評されるため ､ 1 年生チ
ー ム として は

5 人 の審査員の評価の うち ｢ C なし､ 出来れば
一

つ で も A ｣ とい う目標 を掲げて いた｡
"

任
意の 部

"

で も本校の ように 1 年生チ
ー ム と して 出場す ると こ ろばか りでは なく ､ 新チ ー

ム の 1 , 2 年生で出場 してく る学校も多い ため ､ 審査基準が甘く なる こ とは ない ｡
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年生 の 姿に ､ それ まで何度も自分の ことの よ うに 教えて きた 上級生た ちは感動 し､ 演奏後

ロ ビ ー

に戻 っ てき た 1 年生と泣きなが ら健闘を称え抱き合う姿が見 られた ｡

そ して い よ い よ 上級生 の本番で ある｡ 前回の 悔 しさを胸 に ､ ス テ ー ジ上で 精
一

杯 の表現

を した ｡ 筆者の 指揮棒の 先に全員の 目 と心が集中して ､ 正 に
一 体感を感 じた瞬間であ っ た ｡

演葬後, やは り多く の 生徒は涙 を流 してい たが ､ 生徒と顔 を見合わせなが ら内心 ｢や っ た ! ｣

とい う手応えを感 じて い た｡ 最高の演奏だ っ た o

全て の 演奏が終わり ､ 結果が発表された｡ 1 年生チ ー ム は ｢奨励賞｣ で審査員の 評価は 5

人とも ｢B ｣ で あ っ た｡ 1 年生だけの チ ー ム と して は大健闘であ る｡ 彼 らの 目標 も見事達成

され た ｡ しか し､ 上級生チ ー ム の 結果は何と ｢銀賞｣ ｡ 参加 1 2 チ
ー ム 中 4 チ ー ム が金賞を

受賞した が ､ その 中にさえ入る ことが出来なか っ た ｡

二 つ の コ ン ク
ー ル を終えて

｢ 橋南中学校 - ･ B ｣ と聞い た瞬間 ､ 部員た ちの体と心が 固ま っ たo
一 瞬 ､ 何が起 こ っ

た の か わか らない ような不思議 な時間が流れ たo 声も言葉も涙も出なか っ たo お互 い の顔

を見合わせ る こともできず ､ 下を向い たまま誰も動か なか っ た ｡ 遠く の方 で結果発表 の続

き の ア ナ ウン ス の 声が響い て い る の が聞こ え たが ､ 何 を言 っ て い るの かわか らなか っ たo

発表後 ､
しばらく して から部員たちの 目か ら涙が あふれてきた ｡ 朝日 の コ ン ク

ー ル で後
一

歩 の と こ ろで代表 を逃 し､ 今度 こそ代表になるぞと いう目標を掲げて 頑張 っ てきて , 本番

で は今まで で
一

番 い い演奏が できたとみん なが感 じて い た だけに ､ 金賞さえ受賞できな い

と い う予想外 の結果 を誰もが なかなか受け止 め るこ とが できなか っ た 0

3 年生 の ある生徒の 文章か ら

コンク ー ル の日 ､
｢ B ｣ と言われ た瞬間意味がわからなくて ｢ ? ｣ っ てな っ て ､ とりはだがプワ 一

ってな った ｡ 涙も声も出なかっ た｡ 次の 日 ､ 朝起きてベ ッドの上から悪の外を見たら森の上に太陽

が光っ とって ､ 昨日の ことはリアルやったんや - と患ったらなんか泣けた ｡ その日は 一 日泣きっ ばな

しやった ｡

コ ン ク
ー

ル 参加 に 当た っ て その 目的は ｢本気で 取り組ん だか ら こ そ味わえ る嬉 しさ､ 悔

しさ､ 充実感｣ を心 の 底から味わうため に参加する の だという事を強調 してきた し24
､ 部員

た ちも筆者自身もその こ とを何度も繰り返 し自分に言 い 聞か せて きたも の の ､ これ ほ ど悔

しい結果をそう して受け入れる こ とは容易 い こ とで は なか っ た｡ 大人で あ る筆者が そうで

ある の だから､ 中学生 の部員た ちにと っ て は想像を絶す る苦 しさであ っ た だろうo しか し､

悔やん でみて も結果が 変わる ことはなく , 前向きに受 け入れ る以外 に方法は ない ｡ 数日後

2 4 ◆補遺 ( p 64) ｢ コ ンク
ー ル 参加 の教育的意義｣ 参照
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の ミ
ー

テ ィ ン グの 中で
､
全員の 努力とが んばりを称 え､ 顧問か らの 言葉と して ､

｢結果は伴わなか っ た けれ どみん なの こ れまで の 努力と目標 に 向か っ て頑 張 っ てきた こ と

自体が ､ 君た ちの 大きな財産 になる｡ これほ ど悔 しい結果も ､

一

緒に頑張 っ た こ の 仲間が

い る から受 け止 め る こ とが できる ｡ みん なの これ か らの 人生 の 中で
､
これ ほ ど悔 しい経験

はそうたくさんは な い だろう｡ でもそれ は ､ み ん なが今回本当 に全力で頑張 っ た か らそう

思 えるの で あ っ て ､ 全力で頑張 っ て い ない者には決 して 味わう こ との 出来 ない ､ 本当にす

ばら しい 経験 なの だ｡ そ して こ の経験を通 して み ん なは ､
これか ら少々 の 事で は動 じずに

乗 り こ えて い ける強 い心 を獲得す るこ とが でき るはずだo み ん なと 一

緒に頑張れて ､ 先生

も楽 しか っ た し成長 した｡ こん なすばら しい 部員た ちと 一 緒に頑 張れ た こ とを誇 り に思

う｡ ｣

とい う こ とを話 した｡ そ して ､
2 週間後 に地域で の 二 つ の コ ンサ ー

トを して 3 年生は引

退 とな るた め ､ それ に向けて残 りの 日々 を大 い に楽 しもうと前を向 い て動き出す こ とが で

き た｡ 残酷とも い える結果に泣き疲れて い た生徒たちに , ようやく笑顔が 戻 っ てきたo

当た り前 の ように い つ も
一

緒に い て喧嘩 した り涙 を流 した り
､
それで も同 じ目標に 向か

っ て頑張 っ た りでき る ｢ 友達｣ ｢ 仲間｣ が い る｡ こ の 吹奏楽部とい う空間が彼 らに とっ て こ

の 時点で どの ような存在で あっ ただろう.

以下はその 日 の ア ンケ ー

ト結果で ある｡ 比較の ため
､
1 回目 ( 6 月 9 日) と 2 回目 ( 7

月 1 日) の結果 と合わせて掲載す る

た と

て

も

感

じ

じ ま
た あ

ま

あ

感

感
じ

た

な あ
か ま

三晶
じ

か 全

完孟
じ

な

吹奏楽部は居心地が い い と感 じま したか ? 5 4 3 2 1

回答結果 (第 1 回目 6 月 9 日)

5 4 3 2 1

3 年生 ( 2 2 人) 9 6 5 2 0

2 年生 ( 1 6 人) 6 3 3 1 3 L

1 年生 ( 2 0 人) 1 8 2 0 0 0

合 計 ( 5 8 人) 3 3 人 1 1 人 8 人 3 人 3 人
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回答結果 (第 2 回目 7 月 1 日)

5 4 3 2 1

3 年生 ( 2 2 人) 1 3 7 2 0 0

2 年生 ( 1 2 人) 3 6 2 1 0

1 年生 ( 2 0 人) 1 7 1 2 0 0

合 計 ( 5 4 人) 3 3 人 1 4 人 6 人 1 人 0 人

回答結果 (第 3 回目 9 月 2 3 日)

5 4 3 2 1

3 年生 ( 2 3 人) 2 0 1 2 0 0

2 年生 ( 1 3 人) 6 3 3 1 0

1 年生 ( 2 2 人) 2 0 2 0 0 0

合 計 ( 5 8 人) 4 6 人 6 人 5 人 1 人 0

結果の 考察

第 1 回目か ら､
5 または 4 をつ けた 生徒の割合を比較すると ､ 1 回目 が 7 5 . 9 % ､

2 回

目が 8 7 . 0 %
, 第3 回目が 9 0 . 0 % と いう結果にな っ たo 第 3 回目 の生徒の コ メ ン トをい く

つ か挙げてみ る｡

･ 5 ｢ 3 年生は特に､ 1 年生の時からずっと同じ想いで頑張ってきて ､ 話し合いとかも何でも本

音で言い合って来たから､ すごく居心地が良かっ たです｣ ( これまでのアンケ ー トで 2 ー 4

と変わ ってきた 3 年生副部長)

･ 5 ｢1 日のうちの大部分を吹奏楽部にいて ､ 自分の 家のような感じがしているから｣ (3 年生)

･ 5 ｢ 一 番安心できて ､ 自己表現ができる｡ 笑える｣ (3 年生)

･ 5 r 薄しいときにはみんなで書ぺて ､ 悲しいときにはみんなで泣けるから｣ ( 2 年生)

･ 4 r 先辛が 仲良くしてくれて ､ たまに怒られ たL) ､ 褒められ たりしてもらったから｣ ( 2 年生)

･ 3 ｢ みんなと居ると楽しいから｣ ( 1 回目で ｢1 ｣ をつ けたけど辞めなか っ た 2 年生)

･ 2 ｢ 最近もめごとが多い し｣ (2 年生)
2 5

( * 全長のコメントを文末に掲載した)

2 5 こ の ｢ 2 ｣ は ､

コ ン ク
ー

ル を終 え､ 次 の コ ンサ ー

ト の練習をす る中で ､ パ
ー

ト内で新た

なもめ ごとが起 こ っ て い るときにア ンケ ー

トをと っ たため ､ その 気持 ちを記入 したもの ｡
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6 月 から考えると
､
まだ目標も バ ラバ ラなまま漠然と頑張りた い と思 っ て い た コ ン ク ー ル

に対 し､ 徐 々 に練習を重ねて音楽が出来上が っ て いく に つ れて 部員 の心も 1 つ になり始め ､

具体的な目標 を設定す るこ とで さらにその意識も高まり
､ もめ ごとや課題 を 1 つ 1 つ 解決

して いきなが ら自分た ちの 全力で最高の 演奏を目指 して練習に取 り組 ん できた｡ そ して 時

期に合わせ て具体的 な目標 を設定 して いく 中で生徒の意欲も増大 し､ みん なで
一

つ の 音楽

を作る こ とを全力で 目指 して努力す るこ とが 出来たo

そ の結果 と しては ､ 残念なが ら目指 して い た目標に は到達で きなか っ たけれ ども､ 本年

度の橋南中学校吹奏楽部の こ の ような活動 を通 して ､ 部員たちが こ の 吹奏楽部とい う空間

を居心地の 良 い場所と して感 じる ようになり ､ さ らにそ こ で演奏す る音楽を通 して 自分た

ちの 心をそ の音楽に ぶつ けてきた｡ そ して ､
こ の ようなたくさん の貴重な経験 を通 して 一

人
一

人が 大きく成長して 2 週間後 ､ 3 年生は 引退の 日を迎えた｡

第 4 節 吹奏楽部と コ ン テ イナ -

これまで の 三 回の ア ン ケ ー

トで ､
｢ 吹奏楽部は居心地が い い と感 じま したか｣ とい う質問

を した｡ そ して
､

コ ン ク ー ル に 向けた練習が進み ､ 音楽が徐 々 に 出来 上が り ､ トラブ ル も

乗 り こ え､ 目指す 目標も具体的にな っ て いくに したが っ て ､
"

居心地が い い
"

と答える生徒

の割合が増えて い っ た｡

とこ ろで ､ 人は どん なときに ｢ 居心地が い い｣ と感 じるの だろうか ｡ 9 月 の ア ンケ ー

トで

生徒が 書いた 言葉をみて み ると ､
｢何で も本音で言 い合 っ てき た か ら｣ ｢ 自分 の 家の ような

感 じが して い るか ら｣ ｢ 安心 ･ 自己表現が出来る ･ 笑える｣ ｢ み ん なで喜 べ て ､ みん なで笑

える｣ 等が挙げられ る ｡ つ まり ､ その場に居 る こ とで ｢ あり の ままの 自分で 居 る ことが 出

来 る｣ とい うような感覚が持てたとき､

"

居心 地が い い
"

と感 じる の では ない だろうか｡

筆者 は ､ 吹奏楽部と いうク ラブ活動 の ｢場｣ に は 二 つ の 側面が あると考えて い る ｡ 学校

の 中に ある吹奏楽部と いう枠の 中で ､ 生徒た ちが毎 日そこ - や っ て きて あり の ままの 自分

を出 し ､ そ こ では 部員間や ､ 先輩後輩の人間関係 の トラブル などもたくさん起 こ っ てく る

し､ その たび に喧嘩 したり仲直り したりとい うこ とが繰り返 され る｡ みん なで気持ちを 一

つ に して コ ン ク
ー ル 等に取 り組み ､ その 過程で の 苦しみや結果 の 喜びや悔 しさを共有す る｡

その 様子を ､ 顧問で ある教師が い っ もそばに い て 見守り ､ 必要に応 じて 話を聞 い て共感 し

た り指導した り しなが ら問題解決 の手助 けをす る こ とで ､ そ の ような様々 な不安要素を安

心 に変えて生徒に返すo 第
一

の 側面は本論文 の第 2 章で述 べ た ｢ 学校また は教師として の

コ ン テイナ -

｣ と いう側面で ある｡ こ れは ､
吹奏楽部に限 らず ､ 他 の 全て の ク ラブ活動 で

の顧 問と部員間や ､ 各ク ラス で の担任と生徒との 関係性 でも同 じこ とが言 える｡

また ､ 吹奏楽部は 言うまでもなく ｢ 音楽｣ と向き合う活動で ある ｡ 楽器演奏を通 して ､

より美 しく感動的な音楽を作ろうと日 々 努力をす る中で ､ 自分 たちが 向き合っ て い る ｢ 音
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楽｣ そ の もの の 中に
､
自分 の中にある様々 な思 い を投影 し､ そ の 曲を聴 い た り演奏したり

す る こ とで無意識 の うちに癒や されて いく ｡ 第二 の側面は つ まり ､ 本論文第 3 章で述 べ た

｢ 音楽の も つ コ ンテイ ナ -

｣ が機能するとい う側面で ある｡

吹奏楽部では ､ その ような二 つ の ｢ コ ン テイ ナ
-

｣ に包 まれ て安心 して ｢ あり の まま の

自分で居 る｣ こ とが できるはずなの で ある｡ 吹奏楽部顧問と して生徒に関わ る際に は ､
こ

の ような視点 を持 ちなが ら生徒を見守りなが ら音楽指導を進 め ､ こ の 二 つ の要素が コ ン テ

イ ナ
- と して全て の 生徒に十分に機能するように配慮 して いく こ とが大切だと考え る｡
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終 章 - 成果と課題 -

これまで の筆者の 教師経験をもとに ､ 第 1 章と第 2 章で B io n の ｢ コ ンテ イ ナ 一 機能｣ と

い う概念が
､
母親と赤ん坊という枠を超えて ､ 学校(教師) と生徒との 間に応用す る ことの 効

用を述 べ て きた｡ さらに第 3 章で はその機能が ｢音楽｣ と人との 間にも当ては まるとい う

考えを述 べ ､ それ を活用す る ことで よ り効果的に音楽教育を進め る方法 を考察 した o

筆者の それらの 考え方を実際の指導現場で どの ように活 か して い ける の か を､ 第 4 章で

実際 の筆者 の 指導例と して吹奏楽部の指導の 記録 を記述 した ｡

吹奏楽部にお ける教師と生徒の 関係性 にお い て
､ 筆者は顧問 と してただ単に演奏曲を指

導す る だ けで はなく ､ 吹奏楽部という集団の 中で 一 人 一

人が持 つ 不安や不満に 目を向け ､

それ らを同 じ目標を持 つ 仲間の 中で出 し合う指導を した ｡ 個々 に顧問 (筆者) に訴 えてく

る不安や不満を､
喧嘩 してでも い いか らみ んな の 前で 出 し合う場をミ ー テ ィ ン グとい う形

で持た せ た ｡ そ こ で は ､ ふ だん 心 で思 っ て い て も トラブル を恐れて言葉に して 言 い にく い

ような本音を出させ る よう心が けた｡ 自分の気持 ちを言葉に して 伝えるの が 苦手な生徒に

は ､ ミ
ー

テ ィ ン グの 中でその 子 の立場 に立 っ て ｢ 0 0 さんは ･ - と い う気持ちなん と違

うかな ? ｣ と い う風に筆者が代弁 して周囲に ｢ なるほ ど｣ と気 づ か せ るよう に した ｡ そう

す る こ とで ､ 吹奏楽部とい う集団が うわ べ だけの 関係 で なく ､ 何 でも本音で ぶ つ か る こ と

の 出来る仲間の い る安心 の場と して存在出来る と考えた からで ある｡ そ して発言力の ある

子 もそうで な い子も ､
全て の 立場 の仲間の気持 ちを理解 した 上 で ､ 全体 と して どの方向 -

進ん で いく の か とい うこ とを論議させ るよう心が けた｡

第 4 章で コ ン ク ー ル の 目標 を設定す る話 し合い の 中では ､ 目標以前にみ ん なのや る気が

バ ラ バ ラ なこ とが 問題となり ､ 特に塾で欠席が ちな 3 年生の 部員に対す る不満や ､ その 本

人の 複雑な気持 ちをみん なの 前で吐き出すこ とが出来た ｡ そ の結果 ､
｢ 自分 の気持 ちをぶ つ

けまく っ て ､ み ん なの 気持ちが わか っ てみ んなと前 よ りも心が 深ま っ た o 何 もかも話せ る

友達ば っ かり ! ! ( 7 月 1 日 3 年生)｣ という感想を引き出す こ とが 出来た .

顧問教師と して ､ そ の ように本音で話 し合う こ との 大切 さを教えなが ら ､ 全て の立 場 の

生徒の気持 ちをまずは 無条件で 受け入 れ ､ 言葉に して 生徒に返す こ とで ､ そ こか ら生徒は

自分か ら新 しい答えを見 つ けて いく｡ 教師と して こ の 関わ り方は ほん の
一

例で あるが ､
｢ コ

ン テイ ナ -

｣ と して の役割を意識 した こ の ような関係性 は ､ 生徒に安心を与 え ､ 自立 を引

き出す こ とに つ なが る と言 える｡ 筆者は こ こ に ､ 学校(教師) と して の ｢ コ ンテイナ 一 機能｣

の効用 を見出す こ とが出来 ると考える｡

また
､ 最終的に コ ン ク ー ル の結果は これ以上 ない ほ どの 悔 しさと無念さで終わ っ て しま

っ た に もかか わらず､ 生徒たちが こ の クラブは居心地が 良い と答えた理由と して
､

｢素の 自

分が 出せ る し､ す っ ごくみんなの こ とを信頼でき る仲間た ちば っ か りだか ら(3 年) ｣ ｢嬉 し

い ときには みん なで喜べ て , 悲 しい ときには みん なで泣 けるか ら( 2 年) ｣ とい う コ メ ン トに
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見られ るように ､ ク ラブ活動を通 して ､ 結果 にか か わらず
一 人 一 人 の 心が立 派に成長して

い る こ とが うかが える. こ の こ とか らも ､ 中学校にお ける吹奏楽部 とい うク ラブ活動が ､

基本的信頼 の おける場であり ､ そこ に身を置い て活動に励む こ とで安心 を得られて い る様

子が うかが える｡ こ の ことも､ 学校が コ ン テイナ
- と して機能 して い る こ との 実例だと筆

者は考えて い る｡

また
､

｢ 音楽指導における情動調律｣ の節で述 べ た ように ､
生徒の あり の まま の演奏を指

導者が い っ たん受け入 れ ､ 演奏におい ても生徒の 目線に降りて
一

緒に考え､

一

歩ずつ 進 ん

で いく なかで ､ 生徒はやが て自分自身の演奏と して音楽的に高度な表現 を獲得出来た ｡ こ

の こ とも､ 指導者が 音楽指導にお い ても ｢ コ ン テ イ ナ
-

｣ と して の機能 を果たす こ とで ､

よ り効果的に指導で きた例と して捉えるこ とが 出来 ると考える｡

しか しなが ら
､ 今回の 実践か らいく つ かの 課題 も見えて きた o

そ の 一

つ は
､
6 月 の段階で ｢何 にも楽 しい と思わない ｡ 練習きつ くて ･ ･ ･ 頑張れそうな

気が しませ ん｡ あと､ みん なと仲良くできな い ｡ ( 2 年) ｣ と書い た生徒ら数名 が コ ンク
ー ル

を前に ク ラブ を辞 めて しま っ た ことで ある｡ 結論か ら言うと ､ 教師 ( 顧問) と して その 子

たちを筆者の コ ン テイ ナ
一

に包み込む こ とが 出来なか っ た とい う こ とだ｡ 多く の 部員た ち

が居心 地良く感 じて い る 中でも ､
こ の 生徒の よう に活動 を楽 しめな い生徒も実在す る｡ 顧

問と してそ の子た ちに対 してす べ き最も必要な指導とは どの よ うなもの で あ っ たの か ､ 考

えて い かなければならない ｡ 筆者の 主張 してきた ｢ 中学校にお ける コ ンテ イ ナ
一

機能｣ は ､

かな り効果的に活用でき ると考えて い るが ､
しか し決 して それ だけで 万能な概念では ない

ことも明らか にな っ たとい える｡

二 つ 目は
, 音楽指導に つ いて で ある｡ 指導者と して コ ン ク

ー

ル に臨むか らには 当然良い

結果が ほ しい ｡ しか し､ 20 年の 指導経験の 上 に ｢ コ ン テイナ
一

機能｣ の概念を念頭に置き

筆者なり に精
一

杯指導したが ､ その結果はまだまだ満足 の いく もの で は ない ｡ 同 じように

顧問と して 結果 を出 して い る多く の指導者たちか ら学ぶ べ き点 がたく さん あ る｡ コ ン ク
ー

ル で は
､ 今回 の ように悔 しい結果 に終わ っ て も生徒の心 の成長とい う面で は 多く の プ ラ ス

面が ある こ とは間違い ない が ､ や はり努力 の成果が結果 に結び つ く こ とで ､ 生徒た ちの 自

信や満足 にも つ なが る し､ 努力す る こ との価値をわか りやすく体感す る こ と が 出来 る｡ そ

うい う面で ､ 筆者は 吹奏楽指導者と して ､
まだまだ多く の こ とを学ばなければならい ｡ 生

徒が 素晴ら しい演奏をす るには ､ 健全な心の指導が 最も大切 で あるが ､ それだけでは多く

の聴 衆を感動させ る こ とは 出来ない ｡ 筆者は ､ 生徒が心地 よく演奏活動 をする中で ､ その

成果と して 多く の 聴衆が涙を流すほ ど美しく感動的な演奏を目指 した い と考えて指導して

い る｡ 音楽科教師と して吹奏楽部の顧問をする か らに は ､
やは りそ こ を目指 し続けて努力

を怠っ ては ならな い だろう｡ これ は ゴ ー ル の ない レ
ー

ス でもあるが ､ まだまだ自分 の前に

は目標 とす べ きたくさん の ラン ナ ー が い る こ とは間違い ない ｡
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終わりに

筆者が教師とい う仕事 に就いて 2 0 年あまり ､ 考えて みるとすで に 7 - 8 千人と い う生徒

と関わ っ てきた こ とになる｡ そ の都度 ､ 目 の 前の 生徒に対 して教師と して何 が 出来 るだ ろ

うと精
一

杯考 えて教育実践 してきたっ もりで は あるが ､ うまく い かなか っ たり ､ 生徒の た

めと思 っ て行動 した こ とが 逆効果であ っ たり して ､ 数々 の 失敗を経験 して きた ｡ 当然の こ

となが らそ こに は ､ 自分の 言葉を素直に受け入れてくれ る生徒ばか りで はなく ､
これまで

出会 っ た こ との な い ようなもの の考え方をす る生徒や保護者に 出会 っ て 困惑 した り ､ 目の

前で泣 い た りわめ いたり興奮した りす る生徒が ､ 何 の理 由で そうす る の か全く わ からない

で ､ どう指導したらい い の かわか らず途方に暮れた こ ともあ っ た｡

その ような経験 の 積み重ねの 中か ら ､ まるで母親が 赤ん坊 に対 して接 して い るか の よう

に筆者自身が 生徒に対 して 母親の ように接 して い っ たとき ､ 予想以 上に生徒の 心が 素直 に

なり ､
こ ちらの言葉に耳を傾 けるようになる こ とを実感 して きたo そ れは ､ 生徒と向き合

うとき の 具体的方法だ けで なく ､ そ の ときに教師が生徒をどの ように見 つ め るか とい う教

師の 心 の持 ち方にお い て も同様で ､ 好ましい 母子 関係 に 必要な いく つ か の 視点を教師が生

徒 に対 して持 つ こ とで
､
そ れが大変有効に機能 して い ると考えた｡ しか し ､

それ らは常に

教育現場でそ の場 そ の 場の 直観で行動 してきた こ とで あ っ て ､
なぜ そうなる の か ､

それ は

普遍的な事実と して言えるの か という疑問に 関 して は ､ 裏付けの な いもの で あ っ た .

本論文を執筆す る に当た っ て ､ こ の ように筆者が教師経験 の 中か ら直観的に感 じてきた

こ とを言葉や文章に まとめ ､
先行研究等と照 ら し合わせ て 自分 の 実践 を整理 して いく 中で

で ､ Bi o n の ｢ コ ン テイ ナ
一

機能｣ とい う概念に出会 うこ とが 出来 ､ 直観的に感 じて いた だ

けの もの を文章に し
､ 論文と して まとめ るこ とが 出来たo 本論文を通 して ､ 筆者の 見解が

今後 の教育研究に少 しでも貢献できれば幸い で ある｡

末筆なが ら､ 論文執筆に不慣れな筆者に対 し根気 よく ご指導い ただ いた 根津知佳子先生

は じめ ､ 多く の助言 をい ただい た 三重大学教育学部音楽科 の先生方 ､ 筆者が大学院で研究

す る こ とに御理解 ･ 御協力そ して応援まで して い ただい た津市立橋南中学校の 職員 ･ 生徒

の 皆さん ､

一

緒に励 ま し合 っ てきた大学院生 の 仲間たち､ そ して支 えてくれ た筆者の 家族

に感謝の 意を表 します｡
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資 料 ( 1 )

橋南中学校吹奏楽部の コ ン ク ー

ル参加 の記録 ( 三重県大会)

編

成
自 由 曲 朝 日 中 日

1 9 9 7 班 . 9 大 ハ ン ガリ ー 狂詩曲第 2 番 銀 * * *

1 99 8 H .1 0 大 大草原の 歌 銀 銀

1 9 9 9 H .l l 大 フ ェ ス テ ィ
ー ボ 銀 銀

2 00 0 H .1 2 大 飛鳥 銀 金

2 00 1 H .1 3 大 フ ィ ン ラ ンデ イア 銀 銀

2 00 2 班 .
1 4 小 吹奏楽の た めの バ ツ サカ リア 銀 銀

20 0 3 班 .1 5 大 ハ ンガリ ー 狂詩曲第 2 番 銀 銀

2 00 4 fⅠ.1 6 大 ｢ メ リ
ー

ウイ ドウ｣ セ レ ク シ ョ ン 金 金

2 00 5 H .1 7 大 ｢ 小鳥売 り｣ セ レ ク シ ョ ン 金 金 ( 代表)

20 0 6 班 . 1 8 大 ｢微笑み の 国｣ セ レ ク シ ョ ン 銀 金

2 00 7 H . 1 9 大 ｢ こうもり｣ セ レ ク シ ョ ン
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資 料 ( 2 )

6 月 9 日 の ア ンケ
ー ト の生徒の コ メ ン ト

5

3 年

･ 楽 しい し集中でき る し毎日が輝 い て い るか ら

･ 吹い て いて楽 しい し､ 上手になつ て いく の がわかるか ら○

･ 部活で疲れても楽 しいと思えたか ら

･ 嫌なこ とも い ろい ろあるけど､ 吹奏楽部の みん なと しや べ つ たり ､ みんなで吹

い て 1 つ にな つ たとき の感動が好きだから○ 部活 にぼつ とうす るo

･ みん なで 1 つ の もの を作つ て い つ たり ､ 協力 してや つ て いく の が好きだ し, み

ん な良い 子や し, おも しろ い か ら○

･ み んなとい て吹い て楽 しいか らo

･ や つ て て楽しい からです o

･ 音楽が好きだか ら○ 上下関係 があまり ない か らo

･ 音楽が好き だ し､ 色ん なジャ ン ル の 音楽にも向き合える から○ (違う答えにな

つ て るけど . . . 汁)皆元気 だ し､ や りにく い とこ ろなんて 1 つ もな いか らo

2 年

･ みんなが思 つ た ことをちやん と言い合 つ て仲が い い か らだと思 い ます○

･ 楽しい からだと思 い ます

･ みんなと楽 しく過 ごせ るか らo 吹い て い て楽 しい か ら !

･ 先輩後輩の 関係 は し つ か りあるけどみんな仲良い か らo

･ 先輩に は普段は優 しく してもら つ て真剣なときは真剣になれる雰囲気に なる か

ら ､ 気持ちにメ リ ハ リが つ くか らo あと､ 途中から入部 したけど､ あたたかく

迎えて もらえた気がす るか らo

･ みんなの 吹い て い る音とかが合奏とか で合 つ てく の が楽 しい からo

1 年

･ みんなが仲良い し､ 先輩も優 しい から . . .

･ 吹奏楽はすごくお も しろい し楽 しい し､ みん ながす ごく優 しい の で居心地が い

い と思い ま した .

･ 先輩の人た ちが い い とこ ろは よか つ たとい つ てくれて ､
よく ない所は ダメ とい

つ てくれ ､
こ こ に い て ( がん ばれば) うまくなれ るカナ と思えたo

･ 吹奏楽部で音楽を聴 い て い ると落 ち着くo そう いう ことで居 心地イ
-

ナ
- と思

い ま した !

･ 先パ イが優 しい し､ 直した方が い い とこや ､ ア ドバイ ス をは つ きり書い てくれ

る し､ なに よ り楽器 を吹い て い るの が楽 しい ○

･ 今まで先輩た ちとあまり話をする機会がなくて , 最近 い ろん なこ とを話せ た の

で ○ まわり の人とも話せ たo
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･ 先輩や周り の みん なが と つ ても明 るい か ら.

･ 先生や先輩たちが ､ 優 しく教えてくれ るか らo F g は先輩が い ない けど､ 他の

先輩がわ か らない とこ ろ を教えてくれ る し､ 先輩たちの 演奏が 上手であ こが れ

る か らo

･ 練習はき つ い けど､ 悪 い とこ ろ なんか は先輩が言 つ てくれ る し､ それ を直せ る

の が うれ しい ○

･ せん ぱい がた ､ 先生 ､
きび しい けど優 しく教えてくれ るか らo

･ みん な優 しい から

･ 練習がすごく楽 しい か らです

･ 先輩たちがす ごくやさ しい o 曲で自分 のだめ なと ころをゆ つ てくれ るo

･ みん な優 しく教えてくれ るからo 楽 しくで きそうo

･ 先輩たちは と つ てもおも しろ い し､ 優しい けどあかん とこ ろは ちやん とい つ て

くれる し､ 先輩たちの輪の 中にもす つ ごい 入 りやすか つ た o 間違えても別 に悪

い 雰囲気 には ならない の が い い o

･ 優 しい先輩たちが い て ､
1 年ができなか つ たら怒りなが らア ドバ イ ス をくれて

( 多分) 1 年の こ とを思 つ てくれて い るから ! ?

･ 先輩た ちが ほめ てくれたり怒 つ てくれたり注意 してくれたり ､ 自分た ちの こ と

を思 つ て言 つ てくれたり してす ごく い いです o

･ 先輩と後輩の仲が とて も良い か ら居心地が い い と思 い ます ! あと､ 激 しく ､ し

つ か り
､ 楽 しく教えてくれ るとこ ろが うれ しい ですo

4

3 年

･ み んな優 しい し楽 しいか ら

･ 楽しい し仲間 ? が い るか らo

･ コ ン ク
ー ル に向けて ､ みん なで頑張 つ て い るか ら､ 今の とこ ろ居心地が い い で

すo

･ みん ない い 人だ し楽しい けど､ 男子が少ない か らo 1 年生 の男子が あまり好き

で はな い からo

･ 友達o 楽器弾く の 楽 しい o

･ みん なと
一

緒に い たほ うが楽 しい し､ 練習がは か どるo 協力 し合う ことで ､ お

互 い を高めて い けるか らo

2 年

･ 練習の ときは
一 生懸命にや るけど､ 休み は大は しやぎで あそ べ るか ら !

･ 私 は こ の 学校に 4 月 に転校 してきたばかり で ､ 普通の 学校生活は ク ラ ス の人に

圧倒されて あまり楽 しい と思うときが ない けど､ 部活で先輩とか と
一

緒にい る

ほ うが楽 しい と思 つ た か らo

･ 先輩後輩が仲が よく て ､
時には注意された り怒られたりす るけど､

それが成長

にもなるか ら○

1 年

･ 思 つ て い た よりも楽 しい ○ で も嫌なこ ともたくさん あるの で あえて ｢ 4 ｣ ですo

･ 先輩優 しい ○ 友達お るo
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3

3 年

･ 音楽は楽 しい けど人間関係が あまりうまく い つ てな い ○

･ ぶ つ か るこ とが今日 あつ たけど､ 自分 の家の ように感 じるか ら○

･ 友達と気軽に しや べ れ る し､ 何 でも言 い合えるo

･ 友人が い るから○

2 年

･ まだ自分が先輩とい う立場 にな つ て時間が少な い し､ し つ か り して い ない 部分

が あ つ て
､ 部活以外 の 好きなこ ととの 両立 の 不安が あり ､ まだ不安定です ○ 先

輩が 自分 をどう思 つ て い るかも不安ですo

･ 楽しい けどうまく吹 けないか ら○

･ み んなが コ ン ク
ー

ル に 向けて集中 して い る から ､ 自分もも つ と頑 張ろうと思う

か らo

1 年

2

3 年

･ み んなのや る気に差が あるか らo

･ 楽器 を吹く の は好きだか ら楽 しい けど - . 部活だと思うと憂密 な気分に なるo

なか なか パ ー トもうまく い か - ん しなん か嫌な こ との ほうが 多い o

･ 楽 しい けど緊張ば つ か して い るo

2 年 ･

○○ちやんとギ ク シ ヤ クす る○

1 年

1

3 年

2 年

･ 何に も楽しいと思わない o 練習き つ くて . . . 頑張れそうな気が しませ ん o あ

と
､ 仲良くできな いo ( みん なと)

･ けんか が多い し､ なんか居心 地は ない o

･ グ ロ ツ ケン久 しぶりにや つ た か らo 居心地 なん て もん じやな い o

1 年
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資 料 ( 3 )

7 月 1 日ア ン ケ ー ト の生徒の コ メ ン ト

5

3 年

･ 吹奏楽部は楽しい です

･ 楽 しい か ら

･ 自分 らしく過 ごせ るから

･ す ごく練習 しやす い し
､
だん だん気持ちが ひ とつ に な つ てきた気が したか ら

･ 昨 日､ 自分 の気持ちをぶ つ けまく つ て
, みん なの気持ちが わか つ てみ んなと

前よりも心が深ま つ たか らo 何もかも話 せ る友達ば つ か りだから ! ー

･ 青春 ! ! 最高の感動の場所

･ 楽 しいか らo なんか落ち着く ○

･
コ ン ク ー ル に 向けて の夢が ふく らん できたか ら

･ なん か い い ! おも しろい o 相談でき る友達が い つ ぱいお る !

･ みん なと楽 しく吹 いて ､ 時には 言い合い を して いた とき

･ 楽 しい か ら

･ 楽 しい か ら

･ これもミ ー

テ ィ ン グの話か らになるけど､ 合奏 して ､ 皆が 団結 してきて い る

の がす つ ごく わか つ てき て本 当に嬉 しか つ た から ! も つ と居 心地が い い な

と思 つ た し､ 音楽が大好き にな つ た

2 年

･ 先輩や友達と
一

緒に いて楽 しい と思 つ たか ら

･ みんな仲が良い ! !

･ なんか ､ 演奏中の音楽とか ､ メ トの 音が なん か
､
こ こ ちよか つ た

1 年

･ 合奏がと つ て も楽しい か らです !

･ 色々 と楽 しい ! これか らもや りた い ! ー

･ みん なが仲い い か ら

･

みん なとい て楽 しい し練習も楽 しい

･ 先輩 ( O B) はやさ しか つ た し､ 先生もオ モ シ ロ く つ て居心地が良か つ たで

す

･ や つ ぱりみんなが 一

致団結 して演奏 して い た の で ､
とて も楽しくな つ てそう

思 いま した

･ みんなが優しく ､ くわ しく わか らな い とこ ろを教えてくれ るから

･ 先輩た ちは ､ い つ もの ように優 しく教えてくれたこ と

･ もめ ごとなく仲良くできる から

･ みん なが真剣に音を出 して 練習 して い るか らが んばれ ると思うか ら
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･ み ん なでや つ て悪 いと こ ろも直 してくれ るか ら

･ 先輩とか がや さ しいか ら

･ みん なが仲良くて とても吹きやす い から

･ 先輩たちは こ わい けど､ ちや んと教えてく て る トキ は教えてくれるけど､
民

話 の途中から教えてもらつ て ない か ら

･ 楽 しい し友達お るから

･ 卒業 した先輩が 色々 教えてくれた ! 竹内先生も先輩も教え方が優 しくて い い

です

･ す ごく楽 しい からです

4

3 年

･ 楽 しい か ら

･

ミ
ー

テ ィ ン グ したあとや し､ みん なの気持 ちがそろ い始めた の とか ちよ つ と

わか つ た から

･ 最近パ
ー トが仲良くな つ た から

･ 楽 しい か ら

･ 楽 しい の は楽 しい けど､ 恐い 人もおるか らちよ つ とイヤ o o ○

･ わか らない けどなんとなく

･ 友達の おかげo

2 年

･ 仲もよくて ､

一 生懸命だか らです

･ みん なす ごいうま いか ら手本 ? になるo 楽 しい !

･ た の しい から

･ 楽 しい し､ けん か とか もない か ら

･ 忙 しい けど､ 充実感が あるか ら

1 年 ･ みん なと楽 しく練習でき るから

3

3 年

･ い つ も どお りだか ら

･ なん となくそん な風に思 つ たか ら

2 年

･ ふ つ うo た の しい

･ 今まで休 んで い た子が昨 日か ら戻 つ て きたけど､ みん なあたたかく受け入れ

て い たか ら

1 年

･ もめ ごとが ない か ら

･ 全部 (合奏 . パ ー 練 トカ) がた の しい か ら

2

3 年

2 年 ･ 別に ふ つ - . . .

1 年

1

3 年

2 年

. 1 年
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資 料 ( 4 )

9 月 2 3 日 ア ン ケ ー ト の生徒の コ メ ン ト

･ み ん なと楽 しく 曲を吹 い たりす るとき になん かホ ッ とす る ような感 じだか

ら｡

･ みん なやさ しくてお も しろくて楽 しい か ら

I 3 年生は特に ､ 1 年生の 時か らず っ と同 じ想 いで頑張 っ てきて ､ 話 し合い と

かも何で も本音で言 い合 っ て来たか ら
,
す ごく居心地が 良か っ たです

･ ず っ と
一

緒に い るメ ン バ
ー と楽しく頑張れ るもの だか ら

･ 仲間が い るか ら

･ や っ ぱり練習は つ ら い けど､ それを頑張る こ とで得られ る ことはすごく多い

と思う し､ 吹奏楽 をや っ て い てとても楽 しい と思えるか ら｡ 音楽で 人を楽 し

くさせたり ､ 悲 しくさせたり ､ 感動 させ たりできる の はす ごい と思う

･
一

番安心できて ､ 自己表現ができ る｡ 笑える

･ 1 日 のうちの 大部分を吹奏楽部に い て ､ 自分の 家の ような感 じが して い るか

ら

･ 素の自分が出せ る し､ す っ ごくみんな の こ とを信頼でき る仲間たちば っ かり

だか ら

･ 3 年間い ろん な事が あ っ て ､ 音楽を通 してす ごく い ろい ろ成長 したと思うか

らo 信頼関係が あるか ら

･ 楽 しい し､ みん なとおる 日が ほとん どだから

･ 3 年間ず っ と 一 緒に頑張 っ て きた仲間が居 るから

･ こ の メ ン バ
ー と先生みん なが最高やか ら !

･ み んなおも しろくて よい 子たちば っ か りだか ら｡

･ す ごく チ
ー ム ワ

ー

クが感 じられ る し､ い ると楽 しくなる

･ 全体的に皆仲が い い か ら

･ よくわからない けどいや じやない から

･ みんな い い人です

･ 本気でぶ つ かれる友達が お るから

･ 感 じた｡ なん だかん だあ っ た けど､ 皆
一

人
一

人が助け合っ てや っ てきた 3 年

間だ っ た し､ 欠点が あっ て も､ それ を皆で 直して い こうとする意欲が っ た わ

っ たり してた し ･ ･ ･

｡ とにかく居心地が よか っ た｡

･ みん なとけ っ こう仲が良い か ら

･ い つ もと同 じだから

･ 雰囲気が よか っ たか ら
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2 年

5

･ 過 ごしやす い か ら?

･

みん な仲い い か ら ?

･ 部活 して い て楽 しい か ら

･ バ ン ド全員が気持 ちを 1 つ に して同 じ思 いで 練習 ､ 本番に臨んだ ので コ ン ク

-

ル時は居心地が良か つ た と感 じる

･ 嬉 しい ときに はみん なで喜べ て ､ 悲 しい ときには みん なで泣 けるか ら

･ コ ン ク
ー ル が終わ つ てみん なで心 を 1 つ に して演奏した こ ととか

4

･ 楽 しい か ら

･ 先輩が 仲良く してく れて ､ たまに怒られたり ､ 褒められたり してもらつ た か

ら

･ 感じる こともあ つ たけれ ど､ たまには 先輩と 口論す るときが ある

3

･ わか らない

･ み んなとい て楽しい か ら

･ み んなと居 ると楽 しいか ら

2 ･ 最近もめ ごとが多い し

1 年
5

･ 楽しい から

･ けんか を しても仲直り をして また元通りに仲良くでき るか ら

･ い つ で も助 け合 つ て乗 り こ えてきたか ら

･ みんなにな じめ てきたか ら

･ み んなやさ しい o は げま してくれる

･ 先輩が
一 生懸命教えてくれた

･ 先輩たちがやさ しく教えてくれ るから

･ 励 ま し合えたり とかする し､ み ん なと演奏 しと つ て楽 しいか ら

･ 先輩たち ( 上級生チ ー ム) に励まされ て応援されて嬉 しか つ たか ら

･ 楽 しい し楽器が好きだか ら

･ 演奏が終わ つ たとき ､ 先輩たちも迎えてくれて ､ 嬉 しか つ た から

･ みん なと目標が達成できて嬉 しか つ たから

･ これか らも続けた い と思える○ みん なで頑張れる ような感 じ

･ みん なで助け合 つ て るか ら

･ 先輩がやさ しい

･ 先輩たちが やさ しい から

･ 先輩たちが やさ しい し､ い ろん な事を知れたりするか ら

･ たの しい

･ ( コ ン ク ー ル の 演奏) や つ たあと泣 い て い るときに ､ 先輩がや さ しくなぐさ

めてくれた

･ 練習めちや楽しい

4 ･ パ ー

トの みんなが い るから
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補 遺

コ ンク ー ル 参加 の教育的意義に つ い て

吹奏楽 コ ン ク ー ル に参加す るに当た っ て ､ その 目的と意義に つ い て全部員と顧問が共通

理解が出来て い る こ とは大変重要なこ とである と考える｡ そ こで ､ 第 4 章で記述 した コ ン

ク
ー ル に 向けて の練習記録の 補章と して筆者なり の考 えをこ の 章で述 べ る｡

筆者自身も, 中学 ､ 高校､ 大学と吹奏楽部に所属 し､ トラ ン ペ ッ ト奏者と して海牛 の よ

うに吹奏楽コ ン ク ー ル に参加 してきた ｡ 教師に な っ て か らもず っ と顧問と して ､
また指導

者 ･ 指揮者と して コ ン ク ー ル に参加 してきた ｡ そ の おか げで 自分の 吹奏楽指導に対 し多く

の課題 を見つ け る こ とがで きた し､ 参加するた び に音楽的な面でも自分 自身の音楽性 を見

直し､ 反省す る機会 を与えても ら っ て い る ｡ 生徒た ちにと っ て も､
コ ン ク ー ル が あるか ら

こそ
, 夢中に なっ てひ とつ ひとつ の 音を追求す る練習ができ ると思う0

日本 の吹奏楽が こ こ まで盛ん に なっ た こ とは
､ 吹奏楽 コ ン ク ー ル の 存在抜きには語れな

い だ ろう. しか し, コ ン ク ー ル の ように ､ 音楽 とい うもの で他人と競うこ とに否定的な考

え を持 つ 人も い る ｡ コ ンク ー ル に出場するか らには ､ 顧問も生徒も ｢ 何 の ため に コ ン ク ー

ル に 出場す るの か｣ とい う根本的で 大切なことに対 し､ し っ か りと した話 し合い の 上で 共

通理解を持 っ て臨む こ とが大変重要であると考える｡ ｢金賞とれた らそれで よ し｡ とれなか

っ た ら意味が ない ｡ ｣ とい うような気持 ちで コ ン ク ー ル に臨む の で あれば､ 特に 学校吹奏楽

の場合それは教育的配慮に欠けて い ると指摘 されて も仕方ない だろ うo 学校吹奏楽はあく

まで生徒たちの 健全 な心の 育成が第
一 の 目標で あ るはずで ､ 勝負に勝つ こ とだけを目標 に

した とき ､ 生徒の 心は歪 んで しまう｡ 例 えば ｢勝 つ こ と以外 に価値が ない ､ ある い は勝 つ

ため に手段 を選ばな い｣ とい うような勝利至上主義の 考えに陥 っ て しま っ て は ､ 教育活動

と して は明らかに誤 りで あるとい っ て も過言で はない ｡ しか し ､ だからとい っ て ､
｢参加す

る こ とに意義が あ るの だか ら ､ 賞に は こだわらな い｣ と い うような安易な気持ちで コ ン ク
ー ル に臨む のも正 しい参加 の 考え方だとは思え ない ｡

これに関 して ､ 西田治2 6 (2 0 0 6) は次 の ように述 べ て い るo ( 下線は筆者に よる)

私は コ ン ク ー

ル を ｢ 競技の 場｣ と して改めて捉え直す必要性 を感 じて い る
｡

｢競技 の場｣

と い うからには競技ス ポ ー ツにおける試合と同様に勝 つ 事を目標とする｡ 禁欲的にならずに

勝ちたい と い う自然の欲求を受け入れ ､ 勝 つ ために努力する｡ そ こ に音楽で競う こと の罪悪

26 学校吹奏楽 に お け る コ ン ク ー

ル 参加 の 意義 -
ス ポ ー ツ ･ コ ー チ ン グか ら の 考察 -

西 田治 ( 音楽教育実践ジャ ー

ナ ル v ol . 3 n o . 2 20 0 6)
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感を持ち込む必要は無い ｡ ｢ 音楽はもともと競うも の ではない｣ と い う意見がある｡ もちろ

ん音楽はそうい う面も持ち合わせ て い るだろうが
､

コ ン ク ー

ル と い う ｢ 競技の 場｣ に出るな

らば ､ 勝 つ ことを目標に努力 して い く事が必要 だと考える｡ ｢勝利を目持す こと の価値｣ と

_H
r勝利に しか価値がない とする考え方｣ の 違い (阜L さえ注意すれば ､

コ ン ク
ー

ル は ｢ 競技

の場｣ と して有効に機能し､ チ ー ム の実力を上 げるよい 機会となる｡

またそ の
一 方で ､ あく まで も コ ン ク

ー

ル はひ と つ の 場 にすぎない とい う認識も必要だろうo

音楽を演奏する場はひと つ ではない ｡ コ ン ク ー ル と い う音楽で競う場もあれば ､ 文化祭の ス

テ ー ジの ように楽しむ こと . 楽 しませ る ことを目的とする場 もある｡ 場に応じて 演奏する意

味や意義を捉えられる こと も非常に重要で あると考える｡ (p p . 9 4 - 9 5)

こ こ で注意 しなければならない ことは ､ 下線 (心 の ｢ 勝利 を目指す こ との価値｣ と ｢ 勝

利 に しか価値がな い とする考え方｣ に つ い てで ある｡ ともすれ ば指導者自身が こ の こ とを

はき違えて しまい ､ 生徒に誤 っ た価値観で指導して しまう こ とに つ なが る か らで ある｡ せ

つ かく の音楽教育の場であ るの にも関わらず､ ｢頑張 っ て練習したの に勝負に負けた｣ とい

う敗北感だけ声ミ残り ､ 結果的に生徒を音楽嫌いに させて しまう可能性もある.

しか しまた , そ の ように思っ て指導して い ても , 思うような結果が得られなか っ た場合指

導者 自身も生徒と同 じように ､ ある いは それ以上に悔 しい 思い をす るもの で ある ｡ 筆者も

これ まで ､ 指導者と して コ ン ク ー

ル に臨み ､ 自分も生徒も精
一

杯頑張 っ た の に思う通 り の

賞がもらえない年が 多く ､ 生徒とともに悔 し涙を流 し､ その た びに ｢ 自分も生徒も何 の た

めに頑張 っ て きた の だろう｣ と頭 を抱えてきた経験を持 つ ｡ で もそ の ｢ 何 の ために コ ン ク

ー ル に出る の か｣ と いう こ とは ､ 結果が出て から考えるの では なく
､

コ ン ク
ー

ル に参加す

るか どうか を決 め る時点で ､ 生徒とともに充分に話 し合 っ て おく必要がある の だ｡ こ の こ

とに つ い ても西田は 自身の 指導経験か ら次の ように述 べ て い る｡ ( 下線は筆者に よる)

今私は
､

｢ 自分たちは勝ち負けにはこ だわ っ て い ない ｡ 出場するこ とに意味がある の だ｡ ｣

と いうような意見に出会 っ た ときには､ そ こに ｢ 逃げの 姿勢｣ が無 い か どうかを注意深く観

察するこ とに して い る｡ 逃げの 姿勢の ない もの は良い ｡ しか し､ 逃げの 姿勢を持 っ た ｢ 参加

すること に意義が ある｣ と い うような発言は､ 脆弱 な自己防衛に使われ るため注意が必要だ｡

｢ 勝負に こだわ らない｣ とい うどこか力を抜い て参加 して い るように見せ るの は ､ 結果が出

た時に自分た ちが傷つ く こと ､ 悔 し い思 い をするこ とを避けるため の 口実かも しれ な い ｡ し

か し､ 本気で取り組 卿 ) それ こそ大切だと

私は考える｡ だからこそ勝負か ら逃げずに真剣に取り組む姿勢 ･ プ ロ セ ス こそが大切だと思

うの だ
｡ (p . 9 6)

勝 つ こ とを目指 し参加する以 上 ､ 思うような結果が出な い ときには指導者も生徒も虚無感

に陥りやす い ｡ しか し､ 視点を変え ､ どれ だけ成長 したか ､ 何を得たか ､ つ まずきは何か ､

と内側の モ ノサ シ に目を向け振り返 るこ とで
､

コ ン ク ー

ル 参加 が充実 した経験と して心 に残
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るようになり ､ そ こで得た悔 しさは後ろ向きの負 の エ ネル ギ ー から次 - と向かう正 の エ ネル

ギ ー - と変わ っ て い くも の と考える｡ こ こから ､

コ ン ク ー

ル 参加 にお い て は ､ 参加まで の 課

程の み ならず ､ 結果後 の事後指導も非常に重要 にな っ てく るとい える0 (p 9 5)

勝 つ こ とを目指 して
､ 王鍵(型

_
に ある ｢ 本気 で取り組んだ か ら こそ味わえる嬉しさ､ 悔

しさ ､ 充実感｣ を心 の底 から味わうために参加す る の だという こ とを､ 部員全員に徹底 し

て共通理解す るとともに , 指導者で ある顧問自身が しっ かり とその ことを心 に据えて 取り

組む こ とが何より大切で ある｡ 吹奏楽部とい う集団の なか で顧問と部員た ちが コ ン ク
ー ル

に 出る目的 をと こ とん話 し合い ､ 特に ､ 結果 が出た あとの事後指導の 中で反省点を出 し合

い
､ 生徒た ちの 成長 を顧問が言葉に して充分にそれを認め ､ 努力をたた え

､
さらに次 - と

向か うた め の課題 を指摘 して いく こ とが大切 だと考える｡ その ような顧問と部員の 本音を

出 し合える人間関係 の 中で ､
生徒た ちは安心感を得､ 厳 しくて も充実感を感 じ､ 頑張 る力

を勝ち取 り ､ 吹奏楽部そ の もの を居 心地の 良い 場所 と感 じる ように なれ るの で は ない だろ

うか ｡

平成 1 9 年度 コ ン ク ー

ル に参加するに当た っ て ､ その 目的と して 以上 の ように生徒と共通

理解を した上 で指導が ス タ
ー

トしたo
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